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新庁舎が５月６日(金)
に業務を開始します
新庁舎が５月６日(金)
に業務を開始します
新庁舎が５月６日(金)
に業務を開始します

災害に強く、明るいロビーに市民が集う新庁舎にご期待ください。
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下野市新庁舎が 5月6日㈮に業務を開始します

建設経過概要
平成18年 １月 下野市発足
平成20年 ３月 庁舎建設委員会開催（以降１年９か月、11回開催）
平成21年11月 同委員会から基本構想（案）答申
平成22年 ３月 議会庁舎特別委員会が案を承認
平成22年 ５月 基本構想策定
平成23年 ６月 基本計画策定
平成23年 ８月 設計者選定公募型プロポーザルを実施

基本・実施設計を㈱佐藤総合計画に委託
平成23年11月 市民ワークショップ開催（６回開催）
平成24年 ３月 中学生ワークショップ開催
平成24年10月 基本設計策定
平成25年 ４月 農地転用・開発行為の許可
平成25年 ５月 用地取得完了

庁舎用地19,645㎡、関係地権者21名
平成25年12月 実施設計完了
平成26年 ３月 総合評価落札方式入札により施工業者決定

　 大成・小林・前原特定建設工事共同企業体と請負
契約締結

平成26年 ５月 起工式
平成27年 ９月 小学生アートワークショップ
平成28年 １月 建築工事完成
平成28年 ２月 外構工事完成
平成28年 ３月 合併10周年記念式典、新庁舎内覧会
平成28年 ５月 開庁

新庁舎施設の概要
位 置 栃木県下野市笹原26

規 模 敷地面積　21,394㎡

建築面積 庁舎棟　3,839㎡
附属棟　1,066㎡

延床面積 庁舎棟　9,741㎡
附属棟　1,049㎡

構 造

庁舎棟： 鉄筋コンクリート造
　　　　一部鉄骨造
　　　　免震構造
付属棟：鉄骨造

高 さ 19.9ｍ

階 数 庁舎棟：地上4階、付属棟：地上1階

工 期 平成26年3月19日～平成28年1月29日

建物工事費 4,578,714,000円

市民ワークショップ

小学生現場見学会

小学生アートワークショップ
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下野市新庁舎が 5月6日㈮に業務を開始します

■
フ
ロ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　
（
窓
口
案
内
）を
配
置
し
ま
す

　

オ
レ
ン
ジ
の
腕
章
が
目
印
！

新
庁
舎
で
は
、
来
庁
者
の
多
い

1
階
フ
ロ
ア
に
『
フ
ロ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
』
を
配
置
し
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
が
市
役
所
に
来
庁
さ
れ

た
と
き
、「
手
続
き
の
仕
方
が
わ

か
ら
な
い
」、「
ど
こ
の
窓
口
に
行

け
ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
、

戸
惑
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
不
安
を
取
り
の
ぞ
き
、

安
心
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
手
続
き
を

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
手
続
き

を
担
当
す
る
窓
口
へ
の
案
内
や
住

民
票
の
写
し
な
ど
の
申
請
書
を
書

く
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
ま
た
、

待
ち
番
号
札
の
発
券
な
ど
、
来
庁

さ
れ
た
方
が
、
確
実
に
手
続
き
が

で
き
る
よ
う
、
分
か
り
や
す
く
、

丁
寧
に
ご
案
内
し
ま
す
。

■
配
置
時
間
等

開
庁
し
て
い
る
日
の
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分

■
主
な
業
務
内
容

１
、
窓
口
案
内

２
、
待
ち
番
号
札
の
案
内

３
、
申
請
書
の
案
内
、
申
請
書
へ

の
記
載
補
助　

な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
人
事
課

　

☎（
40
）５
５
５
１

■
新
庁
舎
内
覧
会
を
開
催
し
ま
す

新
庁
舎
を
多
く
の
皆
様
に
見
て

い
た
だ
く
た
め
、
内
覧
会
を
左
記

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

３
月
26
日
の
内
覧
会
に
参
加
で

き
な
か
っ
た
方
は
、
業
務
開
始
前

の
最
後
の
機
会
と
な
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時

　

４
月
24
日
㈰

○
午
前
の
部

・
午
前
10
時　

・
10
時
30
分

・
午
前
11
時　

・
11
時
30
分

○
午
後
の
部

・
午
後
１
時　

・
１
時
30
分

・
午
後
２
時　

・
２
時
30
分

・
午
後
３
時　

・
３
時
30
分

30
分
間
隔
で
職
員
が
案
内
し
ま
す

の
で
、
新
庁
舎
１
階
南
玄
関
に
お

集
り
く
だ
さ
い
。

（
順
路
に
沿
っ
た
見
学
と
な
り
ま

す
）な

お
、
案
内
の
都
合
上
、
10
名

以
上
の
団
体
で
見
学
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
事
前
に
ご
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。
調
整
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
人
事
課

　

☎（
40
）５
５
５
１

午
前　

３
，０
０
０
円

午
後　

３
，０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

総
務
人
事
課

☎（
40
）５
５
５
１

■
新
庁
舎
を
菜
の
花
で
お
祝
い

５
月
の
新
庁
舎
開
庁
を
祝
い
、

地
元
の
「
笹
原
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
の
会
」
が
菜
の
花
で
彩
り
を

添
え
る
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

新
庁
舎
か
ら
北
西
に
あ
る
約
１

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
田
ん
ぼ
に
、
昨
年

10
月
下
旬
に
種
を
ま
き
、
開
庁
に

合
わ
せ
12
万
本
の
菜
の
花
が
見
ら

れ
る
よ
う
、
手
入
れ
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
暖
冬
の
影
響
も

あ
り
４
月
中
旬
か
ら
開
花
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
が
、
庁
舎
周
辺
や

開
庁
後
の
屋
上
展
望
デ
ッ
キ
か
ら
、

男
体
山
を
背
景
と
し
た
黄
色
い
花

畑
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
務
人
事
課

☎（
40
）５
５
５
１

■
新
庁
舎
の
会
議
室
等
貸
出
に
つ
い
て

５
月
６
日
に
開
庁
す
る
３
階
会

議
室
・
市
民
ロ
ビ
ー
・
市
民
広
場

を
７
月
よ
り
下
野
市
に
在
住
・
在

勤
・
在
学
し
て
い
る
方
に
貸
出
し

ま
す
。

予
約
は
利
用
す
る
日
の
３
か
月

前
か
ら
７
日
前
ま
で
お
願
い
し
ま

す
。

※
７
月
と
８
月
の
予
約
は
６
月
か

ら
受
付
し
ま
す
。

■
利
用
で
き
る
日　

　

年
末
年
始
を
除
く
休
日

■
利
用
時
間

　

午
前
は
９
時
〜
正
午

　

午
後
は
１
時
〜
４
時

※ 

市
民
ロ
ビ
ー
は
午
前
９
時
〜
午

後
４
時

■
利
用
料
金

３
０
１
会
議
室

半
日　

１
，５
０
０
円

３
０
２
会
議
室

半
日　

１
，５
０
０
円

３
０
３
会
議
室

半
日　

２
，９
０
０
円

３
０
４
会
議
室

半
日　

３
，１
０
０
円

市
民
ロ
ビ
ー
南

１
時
間　

２
，９
０
０
円

市
民
ロ
ビ
ー
北

１
時
間　

１
，８
０
０
円

市
民
広
場

■
市
民
課
の
取
扱
業
務
が
変
更

　

に
な
り
ま
す

新
庁
舎
開
庁
に
伴
い
、
市
民
課

窓
口
業
務
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

新
庁
舎
の
他
、
石
橋
公
民
館
に

石
橋
窓
口
を
、
南
河
内
図
書
館
に

は
引
き
続
き
南
河
内
窓
口
を
設
置

し
ま
す
。

石
橋
窓
口
・
南
河
内
窓
口
で
は
、

次
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

■
証
明

・ 

戸
籍
全
部
・
個
人
事
項
証
明（
謄

本
・
抄
本
）

・
戸
籍
の
附
票

・
住
民
票

・
印
鑑
登
録
証
明

■
納
税

・ 

市
税
等
の
収
納
（
納
付
書
の
な

い
も
の
、
納
期
限
を
過
ぎ
た
も

の
、
督
促
状
及
び
法
人
税
を
除

く
）

※
そ
の
他
の
お
手
続
き
を
ご
希
望

の
場
合
に
は
、
新
庁
舎
各
課
で
の

お
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
旅
券
の
申
請
・
受
取
や

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
の
手
続
き
は
、

新
庁
舎
市
民
課
で
の
お
取
り
扱
い

と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課

　

☎（
40
）５
５
５
７

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

新
庁
舎
で
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
空
調
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て
い
ま
す
が
、
自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
な
に
？　

①
マ
グ
マ　

②
太
陽
光　

③
地
中
熱

問
１
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下野市新庁舎のご案内下野市新庁舎のご案内

・利用が多い市民課、福祉関係課を１階に配し、利用しやすい庁舎
・免震装置、非常用発電を備え、災害時に市民がたよれる庁舎
・市民ロビーなどの活用により、交流の場として市民が集う庁舎
・太陽光発電、地中熱利用空調や熱線反射ガラスなどにより、環境にやさしい庁舎

議　場

明るく活気ある
建物を表現して
います。
１階が大きく
安定感のある、
景観に溶け込む
デザインです。

外観デザイン

る
て

く
、
む
。

オストメイト
に対応した、
だれにでも利
用しやすいト
イレを設置し、
洗浄水は雨水
を利用し、環
境にも配慮し
ています。

多目的トイレ

、

かんぴょうの原材料、ゆうがおの実をイメージしたデザインの議場

授乳室や、
小さなお子
様のための
キッズコー
ナーを設置
しています。

授乳室

かんぴょうの原材料 ゆうがおの実をイメ ジしたデザインの議場

免震装置が揺
れを軽減し、
建物を守り被
害を少なくし
ます。

地震に強い建物

地中熱利用空調

地中熱の自然
エネルギーを
空調システム
に利用して電
気の使用量を
軽減します。

執務室

個人情報保護の
ため、人の動き
を制限しセキュ
リティーに配慮
しています。

非常用発電装置

発電機を３日
連続運転可能
な燃料を常時
備蓄していま
す。

熱線反射ペア
ガラス・大型ひ
さしにより直射
日光を押え、空
調効率を高めて
います。

環境への配慮

会議室を集中し
て配置。
使用人数に応じ
間仕切りでフレ
キシブルに対応。
市民の方も利用
可能です。
（3階会議室）

会議室

わかりやすく利用しやすい窓口やすく利用しやす 窓口

総合案内を配
置し、自動窓
口システムな
どにより、わ
かりやすく案
内します。

市民の方も利用
可能です。
（3階会議室）

市民ロビー

市民の交流の
場として活用
します。情報
コーナーを設
け、市政情報
を発信してい
きます。

新庁舎の機能紹介

し

じ
レ
応。
用用

非常用発電装置

大型ひさし・
熱線反射ペアガラス

市民ロビー

自然換気システム 太陽光発電

議場
展望テラス

会議室

「市民のよりどころ」となる庁舎
４つのコンセプト

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】
③　

1
年
を
と
お
し
て
温
度
変
化
の
少
な
い
地
中
の
熱
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

新
庁
舎
の
議
会
議
場
は
何
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
し
ょ
う
か
？　

①
だ
る
ま　

②
夕
顔
の
実　

③
ス
イ
カ

問
２
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記事タイトル下野市新庁舎のご案内 下野市新庁舎のご案内

市長室

総合政策課
市民協働推進課
総合政策課
市民協働推進課総務人事課財政課

契約検査課　

総務人事課
財政課

契約検査課　水道課下水道課
水道課
下水道課 環境課

安全安心課
環境課
安全安心課

会議室
会議室

公室

2階

副市長室副市長室

庁議室
防災対策室

庁議室
防災対策室

消費生活センター消費生活センター

3階

教育総務課
学校教育課

生涯学習文化課
スポーツ振興課

教育総務課
学校教育課
生涯学習文化課
スポーツ振興課

商工観光課
農政課

農業委員会事務局
農業再生協議会
農業公社

商工観光課
農政課

農業委員会事務局
農業再生協議会
農業公社

建設課
区画整理課
都市計画課

建設課
区画整理課
都市計画課

教育研究所教育研究所

教育長室教育長室

教育
委員会室
教育
委員会室

会議室
会議室

会議室

行政委員会事務局行政委員会事務局

4階 議場

正副議長室展望テラス

設備スペース 議員控室

議会特別会議室

議事課
会議室

相談室相談室

相談室相談室

市民課
社会福祉課

市民ロビー

西口

総合案内

相談室相談室

相談室相談室

相談室相談室

高齢福祉課

休日
受付
休日
受付

ATM
マルチコピー
ATM
マルチコピー

   こども
福祉課 健康

増進課
税務課 会計課

銀行
窓口
銀行
窓口

1階

南口

東口

わかりやすく

　利用しやすく

市民の財産・生命

　を守る防災拠点

　

連携による

　業務効率化

　

独立性と自主性の

　確保された議会

　

利用度の高い市民課、

税務課と福祉関係部署

を１階に置き、市民が

利用しやすい配置にし

ています。

関連性の高い産業振興

部・建設水道部を同階

に設置。また、教育関

係部署を集中し、連携

性を高めました。

４階は議場や議会関係

の執務室・会議室のみ

とし、独立性と自主性

を確保した配置にして

います。

防災対策室を市長室､

防災無線室と同階に設

置し、迅速な災害対策

に対応できるような配

置にしています。

１階

２階

３階

４階

各課案内

２・３階執務サポート室４階議会特別会議室２・３階相談室

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】
②　

か
ん
ぴ
ょ
う
の
原
料
で
あ
る
夕
顔
の
実

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

新
庁
舎
の
発
電
装
置
は
、
非
常
時
に
何
日
間
運
転
可
能
で
し
ょ
う
か
？　

①
１
日　

②
２
日　

③
３
日

問
３
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１階 市民課 32-8896 住民基本台帳、公的個人認証、マイナンバー、戸籍、
国民健康保険、後期高齢者医療、国民年金など

社会福祉課 32-8899 民生委員児童委員、保護司、身体・知的・精神障がい（児）者福祉、
介護給付、自立支援医療、生活保護、こども医療費助成など

高齢福祉課 32-8904 高齢者福祉、恩給援護、介護保険事業、地域支援事業、
介護予防事業、権利擁護、地域包括ケアシステムなど

こども福祉課 32-8903 子育て支援、児童手当、児童扶養手当、DV、児童虐待、学童保育、
保育園、幼稚園、認定子ども園、児童館管理運営など

健康増進課 32-8905 健康相談、健康教室、各種検診、健康づくり、妊娠届、
乳幼児健診、育児相談、予防接種など

税務課 32-8893 市税および保険料の賦課徴収、収納管理、納付（税）相談、
滞納整理など

会計課 32-8913 市税決算の調整、指定金融機関、公金運用、
現金の出納管理など

２階 総合政策課 32-8886 総合計画、行政改革、地方創生、公有資産有効活用、秘書、
勲章、報道、広報広聴、情報ネットワーク、統計など

市民協働推進課 32-8887 自治基本条例、市民協働推進、男女共同参画、
人権、NPO法人、行政相談など

総務人事課 32-8888 人事給与、人事評価、公務災害補償、例規管理、文書管理、
行政手続、行政界、庁議、認可地縁団体、総合賠償保障など

契約検査課 32-8890 入札契約、工事検査など

財政課 32-8889 予算編成、財務統計など

水道課 32-8911 水道事業会計、水道料金、水道の開閉栓、
給水装置工事の受付、資産管理など

下水道課 32-8912 下水道・農業集落排水資料料、受益者分担金・負担金、
施設維持管理、下水道事業整備計画など

環境課 32-8898 環境美化、公害防止、土砂等埋立、斎場補助金、太陽光発電補助金、
墓地、ごみ処理、し尿、畜犬登録、狂犬病予防など

安全安心課 32-8894 消防防災、交通安全、防犯、災害対策、基地周辺対策、
自衛官募集、公共交通、消費生活など

消費生活センター 44-4883 消費生活相談など

３階 教育総務課 32-8917 教育委員会、表彰、奨学金、通学路安全対策、学校施設整備、
学校財産管理、給食センター管理運営など

学校教育課 32-8918 児童生徒の就学、児童生徒健康診断、就学援助、
学校支援など

生涯学習文化課 32-8919 社会教育委員、生涯学習の推進、青少年の健全育成、
講座・教室の開催、文化財の保護整備、文化振興など

スポーツ振興課 32-8920 生涯スポーツの推進、スポーツ指導員等の育成、スポーツ
団体の育成、社会体育施設の整備および維持管理など

商工観光課 32-8907 商工業振興、企業誘致、雇用支援、制度融資、
道の駅しもつけ管理、観光振興、下野ブランドなど

農政課 32-8906 担い手支援、地産地消、6次産業化、農業振興地域制度、
土地改良、農道整備、鳥獣対策、森林開発など

農業再生協議会 32-8952 経営所得安定対策、水稲生産実施計画など

農業公社 32-8951 農地利用集積（農地の貸借・売買）、農業受委託の斡旋、
市民農園管理運営など

農業委員会事務局 32-8915 農地等の権利移動および転用許可等、農業青色申告、
農業者年金など

建設課 32-8908 市道認定・廃止、境界確認、占用許可、地籍調査、
道路および河川管理、交通安全施設整備など

区画整理課 32-8910 区画整理事業、仮換地の指定・使用収益の開始、
保留地の管理・処分など

都市計画課 32-8909 都市計画、地区計画、開発行為、建築確認、建築物の耐震化、
屋外広告物、公園の維持管理および整備など

行政委員会事務局 32-8916 選挙管理委員会、固定資産評価審査委員会、公平委員会、
監査委員など

４階 議事課 32-8914 市議会庶務、議事など

※５月６日㈮から使用開始となります。

市民課

・保険年金グループ 32-8895

・住民記録グループ 32-8896

・戸籍グループ 32-8897

税務課

・市民税グループ 32-8891

・資産税グループ 32-8892

・収納グループ 32-8893

社会福祉課

・社会福祉グループ 32-8899

・障がい福祉グループ 32-8900

・生活保護グループ 32-8901

・医療費助成グループ 32-8902

主な外部施設等電話番号

市民課石橋窓口 32-8700

市民課南河内窓口 48-2111

※ きらら館及びスポーツ交流館に配
置していた課は、新庁舎に移転し
ますが、施設利用に伴う受付等は
変更ありません。

庁舎へのアクセス
JR自治医大駅西口から徒歩4分。
北関東自動車道で壬生インターから
車で20分。上三川インターから20分。

駐車場について
駐車可能台数200台

新庁舎の窓口・問い合わせ先 市外局番　０２８５
新庁舎に執務室のある各部署及び団体の電話番号等を掲載します。 市民課・税務課・社会福祉課は、グループ

ごとに電話番号がございます

P

P

P

国
道
４
号

至
小
山

至
宇
都
宮

おもいやり駐車場

新庁舎

防災
付属棟

市民
ひろば

自
治
医
大
駅

▶

▶
◀

▲

N

記事タイトル下野市新庁舎が 5月6日㈮に業務を開始します

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】
③　

３
日
間
連
続
運
転
可
能
な
燃
料
を
備
蓄
し
、
災
害
時
に
市
民
が
た
よ
れ
る
庁
舎
と
な
っ
て
い
ま
す
。



Shimotsuke

広報しもつけ　2016.4
9

施　設 利用者
区分

午前
（9:00～12:00）

午後
（13:00～17:00）

夜間
（17:00～21:00）

和室１（31㎡）
及び

和室２（31㎡）

A 500 500 800

B 800 800 1,200

C 1,500 1,500 2,500

多目的室
（162㎡）

A 1,200 1,200 1,800

B 2,300 2,300 3,000

C 4,200 4,200 5,800

調理室
（34㎡）

A 900 900 1,300

B 1,500 1,500 2,200

C 2,500 2,500 3,500

会議室１（33㎡）
及び

会議室２（32㎡）

A 500 500 800

B 800 800 1,200

C 1,500 1,500 2,500

利用者区分について

A：市内在住
B：市外在住
C： 営利法人関係（但し、コミセン内での販売行為など
営利活動は不可）

施設の利用料金 多目的ホール

薬
師
寺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
開
館
し
ま
す

自
治
医
大

新
４
号
バ
イ
パ
ス

薬
師
寺

コ
ミ
セ
ン

自治医大
病院

薬師寺
幼稚園

薬師寺
保育園

市民
農園

道の駅

薬師寺
小学校

南河内
中学校

薬師寺コミュニティセンターが開館します

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

新
庁
舎
の
ト
イ
レ
の
洗
浄
水
と
し
て
利
用
さ
れ
る
の
は
、
次
の
ど
れ
で
し
ょ
う
か
？　

①
雨
水　

②
河
川
水　

③
海
水

問
４

　

地
域
に
お
住
い
の
方
々
が
様
々

な
活
動
を
行
い
、
交
流
を
図
る
た

め
の
拠
点
と
し
て
、
薬
師
寺
地
内

に
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
が
開
館
し
ま
す
。

　

こ
の
施
設
は
、
軽
運
動
が
で
き

る
ホ
ー
ル
を
備
え
て
お
り
、
そ
の

他
に
も
会
議
室
・
和
室
・
調
理
室

な
ど
の
貸
出
も
行
い
ま
す
。
敷
地

内
に
は
芝
生
が
整
備
さ
れ
た
広
場

も
あ
り
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
練

習
に
も
活
用
で
き
ま
す
。

　

薬
師
寺
に
お
住
ま
い
の
方
だ
け

で
は
な
く
、
市
内
外
の
ど
な
た
で

も
利
用
が
可
能
で
す
の
で
、
た
く

さ
ん
の
方
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
施
設
名
称

　

薬
師
寺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー■
所
在
地

　

薬
師
寺
1
3
8
7

－
2
5

■
営
業
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

（
午
後
５
時
以
降
利
用
の
予
約
が

な
い
場
合
、
午
後
５
時
ま
で

■
ご
利
用
方
法

　

利
用
希
望
日
の
５
日
前
ま
で
に
、

施
設
内
受
付
窓
口
に
て
直
接
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

■
利
用
料
金

　

別
表
参
照

■
予
約
開
始
日

　

４
月
15
日
か
ら

■
問
い
合
わ
せ
先

　

薬
師
寺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

☎（
48
）5
5
2
2

※
電
話
で
の
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
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S h i m o t s u k e -C i t y  T o p i c s　　まちの話題

石橋小学校が２月12日に、県総合文化セン
ターで開催された「平成27年度環境と緑の県
民大会」において、栃木県学校関係緑化コン
クール最優秀賞を受賞しました。
石橋小学校では特色ある教育活動の一環と

して、平成22年度から児童による花の栽培活
動が進められており、毎年、種から育てたパ
ンジーやノースポール、マリーゴールドなど
が花壇を彩っています。
おめでとうございました。

石橋小学校が最優秀賞受賞
学校関係緑化コンクールで最優秀賞受賞

１月29日栃木市栃木文化会館にて開催された栃木県自治会連合会会長研修大会において、３名の自治会長が
表彰を受けました。自治会長の表彰は、長きにわたり自治会の育成や活動促進に貢献された方の功績を称え、
表彰するものです。
■栃木県自治会活動功労者知事表彰（自治会長15年以上表彰）
・通古山２区　　　三輪健治 氏
・栄町四丁目５区　⻆田　充 氏
■栃木県自治会連合会自治振興功労者表彰（同10年以上表彰）
・緑三丁目南　　　渡邊欣宥 氏
これからも地域のリーダーとしてご活躍ください。おめでとうござ
いました。

２月10日、第５
回小山農業協同組
合下野市肉牛枝肉
研究会が開催され
ました。
肉牛肥育技術の
向上及び肥育経営
の発展を目的に、市内の生産者から和牛25頭が出品
されました。
審査により和牛の部での最優秀賞に𣘺本守氏、優
秀賞に横井義市氏が受賞されました。

下野新聞社主催第12回ふるさと大賞において、準グラン
プリに輝きました。事業の継続性やボランティアの育成、
特にイルミネーション設置や片付けに地元の中学生がボラ
ンティアで継続して参加している点が高く評価されました。
年末年始の開催期間中は寒いなか管理するなど長年の苦
労が報われ、団体のみなさまも笑みがこぼれていました。
今後も、この受賞を機に下野ブランドでもあるグリム
の森イルミネーシ
ョンが、県外にも
広く知れ渡るよう、
下野市ウインター
活性化推進協議会
の益々の活躍を期
待いたします。

第９回栃木県元気な農業コンクールにおいて倉井
隆史氏が「とちぎ元気賞（栃木県知事賞）」に選ばれ、
表彰されました。
「とちぎ元気賞（栃木県知事賞）」とは、県内にお
いて経営・生産技術、労働と生活、販売の工夫の評
価に加えて、経営
規模・品質等につ
いて卓越した取組
や新規性・創造性
を評価する「元気
度」が優良な担い
手が表彰されます。

自治会長が表彰されました
日ごろの自治会活動が認められました

丹精こめたおいしい肉牛を

下野市ウインター活性化
推進協議会が準大賞

栃木県知事賞受賞

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】
①　

洗
浄
水
に
雨
水
を
利
用
し
、
環
境
に
配
慮
し
た
ト
イ
レ
で
す
。



「下野市教育大綱」が「下野市教育大綱」が
策定されました策定されました

※「下野市教育大綱」の詳細については、市ホームページまたは下野市各庁舎窓口にてご覧になれます。
■問い合わせ先　教育総務課　☎５２―１１１７
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当
該
教
育
大
綱
（
案
）
に
つ
い

て
は
、
１
月
18
日
か
ら
２
月
１
日

に
か
け
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
２
名
の
方

か
ら
26
件
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

２
月
10
日
に
開
催
し
ま
し
た
第
３

回
「
下
野
市
総
合
教
育
会
議
」
に

お
い
て
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
踏
ま

え
た
最
終
審
議
を
行
い
、「
下
野

市
教
育
大
綱
」
を
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
大
綱
は
、
学
校
教
育
、
生

涯
学
習
、
文
化
・
芸
術
、
ス
ポ
ー

ツ
の
教
育
４
分
野
に
つ
い
て
、
平

成
28
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
の
５

年
間
で「
目
指
す
べ
き
方
向
性
」と
、

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
の
取
組

方
針
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
そ

の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
す
。

「下野市教育大綱」が策定されました

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

新
庁
舎
は
地
震
に
強
い
建
物
で
す
が
、
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
装
置
は
次
の
ど
れ
で
し
ょ
う
か
？　

①
耐
震
装
置　

②
免
震
装
置　

③
制
震
装
置

問
５



障
が
い
者
差
別
解
消
法
が

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
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理
的
配
慮
と
い
い
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
人
が
困
っ
て
い

る
こ
と
に
対
し
、
そ
の
人
の
障
が

い
に
合
っ
た
や
り
方
、
工
夫
に
よ

る
対
応
を
行
わ
な
い
こ
と
は
、
差

別
に
当
た
り
ま
す
。

幾
つ
か
の
例
を
挙
げ
て
み
ま
す
。

例
１　

車
い
す
利
用
者
が
施
設

内
の
段
差
が
あ
る
と
こ
ろ
で
手

助
け
を
頼
ん
だ
が
、
サ
ポ
ー
ト

し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。

例
２　

視
覚
障
が
い
が
あ
る
と

伝
え
た
の
に
、
書
類
を
渡
さ
れ

た
だ
け
で
内
容
を
読
み
上
げ
て

も
ら
え
な
か
っ
た
。

例
３　

聴
覚
障
が
い
が
あ
る
と

伝
え
た
の
に
、
筆
談
な
ど
の
対

応
を
し
て
も
ら
え
な
い
た
め
に

意
思
疎
通
が
う
ま
く
で
き
な
か

っ
た
。

■ 

行
政
機
関
と
民
間
事
業
者
に
お

け
る
禁
止
事
項
に
つ
い
て

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
不
当
な

幾
つ
か
の
例
を
挙
げ
て
み
ま
す
。

例
１　

お
店
に
入
ろ
う
と
し
た

ら
、
車
い
す
を
利
用
し
て
い
る

こ
と
が
理
由
で
断
ら
れ
た
。

例
２　

ア
パ
ー
ト
の
契
約
を
す

る
と
き
、
障
が
い
が
あ
る
と
い

う
理
由
で
貸
し
て
く
れ
な
か
っ

た
。

例
３　

車
い
す
で
受
付
の
順
番

待
ち
を
し
て
い
た
ら
、
障
が
い

が
あ
る
と
い
う
理
由
で
順
番
を

後
回
し
に
さ
れ
た
。

■ 

合
理
的
配
慮
を
し
な
い
こ
と
と
は

障
が
い
の
あ
る
人
か
ら
、
困
っ

て
い
る
こ
と
を
取
り
除
い
て
欲
し

い
と
求
め
ら
れ
た
と
き
、
負
担
に

な
り
過
ぎ
な
い
範
囲
で
解
決
す
る

た
め
の
工
夫
を
す
る
こ
と
を
、
合

差
別
的
取
扱
い
を
す
る
こ
と
は
、

行
政
機
関
（
国
、
地
方
公
共
団

体
な
ど
）
と
民
間
事
業
者
（
会
社
、

お
店
な
ど
）
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
合
理
的
配
慮
の
提
供

は
、
行
政
機
関
は
必
ず
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、
民
間
事
業
者
は

で
き
る
だ
け
行
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
合
理
的
配
慮

を
す
る
た
め
に
、
費
用
や
負
担
が

重
す
ぎ
る
場
合
は
、
他
の
工
夫
や
、

や
り
方
を
考
え
る
こ
と
で
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

障
が
い
者
差
別
解
消
法
は
行
政

機
関
や
民
間
事
業
者
な
ど
を
対
象

と
し
た
法
律
で
、
一
般
の
人
が
個

人
的
な
関
係
で
、
障
が
い
の
あ
る

人
と
接
す
る
よ
う
な
場
合
等
に
つ

い
て
は
、
対
象
に
し
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
社
会
か
ら
差
別
を
な
く

す
た
め
に
は
、
全
て
の
人
が
障
が

い
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
障
が
い
を
理
由
と
す
る

差
別
を
な
く
し
、
誰
も
が
暮
ら
し

や
す
い
社
会
を
目
指
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
考
え
、
行
動
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

■ 

差
別
が
あ
っ
た
と
き
の
相
談
窓

口
は
ど
こ
に
す
れ
ば
い
い
の
？

市
で
は
、
障
が
い
に
よ
る
差
別

を
受
け
た
が
ど
こ
に
相
談
し
た
ら

よ
い
か
、
ど
こ
に
話
し
た
ら
よ
い

か
困
っ
て
い
る
場
合
な
ど
の
障
が

い
者
差
別
解
消
法
に
よ
る
相
談
窓

口
を
社
会
福
祉
課
（
石
橋
庁
舎
）

に
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
障

が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■ 

障
が
い
者
差
別
解
消
法
に
よ
る

相
談
窓
口
箇
所
及
び
問
い
合
わ

せ
先

社
会
福
祉
課（
石
橋
庁
舎
）

開
庁
後
は
新
庁
舎
に
な
り
ま
す
。

☎（
52
）１
１
１
２

（
52
）１
１
３
７

障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

所
在
地　

石
橋
９
５
０

－

２

☎（
51
）２
７
７
１

（
52
）４
６
２
１

■ 

障
が
い
者
差
別
解
消
法
に
つ
い

て
の
詳
し
い
内
容
は
、内
閣
府
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別

の
解
消
の
推
進
）

http://w
w
w
8.cao.go.jp/

shougai/suishin/sabekai.
htm
l

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
２

障がい者差別解消法が 4月からスタートしました

■ 

障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
を

な
く
し
、
障
が
い
の
あ
る
人
も

な
い
人
も
共
に
生
き
る
社
会
を

つ
く
る
た
め
に

こ
の
法
律
は
、
障
が
い
の
あ
る

人
へ
の
差
別
を
な
く
す
こ
と
で
、

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共

に
生
き
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を

目
ざ
し
て
い
ま
す
。
障
が
い
の
あ

る
人
へ
の
差
別
を
な
く
す
た
め
の

基
本
的
な
事
項
や
対
応
方
法
な
ど

に
つ
い
て
定
め
、「
不
当
な
差
別

的
取
扱
い
」
と
「
合
理
的
配
慮
を

し
な
い
こ
と
」
を
禁
止
し
て
い
ま

す
。
ど
う
い
う
こ
と
が
差
別
に
な

る
の
か
を
き
ち
ん
と
判
断
で
き
る

物
差
し
を
法
律
で
定
め
る
こ
と
で
、

障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解

消
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

■
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
と
は

正
当
な
理
由
な
く
、
障
が
い
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
拒
否
し
た
り
、
制
限
し

た
り
、
ま
た
障
が
い
の
な
い
人
に

は
付
け
な
い
条
件
を
付
け
た
り
す

る
こ
と
は
、
不
当
な
差
別
的
取
扱

い
と
な
り
ま
す
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】
②　

免
震
装
置
が
揺
れ
を
軽
減
し
、
被
害
を
少
な
く
し
ま
す
。
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高齢者向け給付金支給の準備をすすめています
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か
ね
て
よ
り
検
討
を
進
め
て
い

た
下
野
市
に
お
け
る
男
女
共
同
参

画
を
推
進
す
る
う
え
で
基
本
と
な

る
条
例
が
、
4
月
1
日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

今
後
は
、
条
例
に
基
づ
い
て
、

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
施
策
を

推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
？

地
域
に
住
む
男
性
や
女
性
が
自

ら
の
意
思
で
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
に
参
画
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の

能
力
や
個
性
を
発
揮
し
な
が
ら
、

と
も
に
責
任
を
分
か
ち
あ
う
こ
と

で
す
。

「
男
だ
か
ら
、
女
だ
か
ら
」
と

い
う
理
由
で
生
き
方
や
人
生
の
選

択
が
制
限
さ
れ
た
り
、
機
会
が
奪

わ
れ
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ

っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、「
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

（
下
野
市
）
の
平
成
23
年
と
平
成

27
年
の
結
果
を
比
較
し
て
み
る
と
、

市
民
の
意
識
に
大
き
な
変
化
は
見

ら
れ
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、　

少
子

■
条
例
の
目
的

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す

る
基
本
理
念
を
定
め
、
市
、
市
民
、

事
業
者
及
び
市
民
団
体
等
の
責
務

を
明
ら
か
に
し
、
基
本
施
策
を
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
、
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。

■
７
つ
の
基
本
理
念
で
推
進
し
ま

　

す
【
第
３
条
】

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
た

め
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、

7
つ
の
事
項
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

1 

男
女
の
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と

2 

性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分

担
意
識
に
と
ら
わ
れ
ず
、
男
女

が
多
様
な
生
き
方
を
選
択
で
き

る
よ
う
に
、
社
会
の
制
度
や
慣

行
を
考
え
る
こ
と

3 
方
針
の
立
案
・
決
定
に
男
女
が

共
同
し
て
参
画
で
き
る
こ
と

4 
男
女
が
協
力
し
て
、
子
育
て
や

介
護
等
の
家
庭
生
活
に
お
け
る

活
動
と
職
場
、
学
校
、
地
域
等

の
社
会
に
お
け
る
活
動
を
両
立

で
き
る
こ
と

5 

男
女
が
お
互
い
の
性
差
を
理
解

し
あ
い
、
生
涯
を
通
じ
て
異
な

る
健
康
上
の
問
題
に
つ
い
て
留

意
し
、
健
康
的
な
生
活
を
送
る

こ
と

6 

国
際
社
会
と
の
協
調
の
も
と
男

化
と
人
口
減
少
が
進
む
中
で
、
真

に
豊
か
で
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
男
女
が

お
互
い
に
尊
重
し
、
性
別
に
と
ら

わ
れ
る
こ
と
な
く
個
性
と
能
力
を

発
揮
し
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ

と
が
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
、
市
、
市

民
、事
業
者
、市
民
団
体
等
が
連
携
、

協
力
し
て
男
女
共
同
参
画
を
一
層

推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
こ
と

7 

男
女
の
性
別
に
と
ど
ま
ら
ず
、

性
同
一
性
障
が
い
を
有
す
る
人

等
あ
ら
ゆ
る
人
の
人
権
に
配
慮

す
る
こ
と

み
ん
な
で
取
り
組
も
う
！

〜
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
〜

【
第
４
条
〜
第
７
条
】

男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
市
、
市
民
、
事
業

者
及
び
市
民
団
体
等
が
相
互
に
連

携
、
協
力
す
る
こ
と
が
必
要
な
こ

と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
を
定

め
て
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
は

■ 

家
庭
、地
域
、学
校
、職
場
な
ど

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
男
女

共
同
参
画
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

■ 

市
が
実
施
す
る
男
女
共
同
参
画

施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
ま

し
ょ
う
。

事
業
者
の
み
な
さ
ん
は

■ 

事
業
活
動
に
お
い
て
、
積
極
的

に
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

■ 

仕
事
と
家
庭
・
地
域
活
動
な
ど

が
両
立
で
き
る
よ
う
。
職
場
の

環
境
整
備
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■ 

市
が
実
施
す
る
男
女
共
同
参
画

施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
ま

し
ょ
う
。

市
民
団
体
等
の
み
な
さ
ん
は

■ 

団
体
の
運
営
や
活
動
方
針
の
決

定
等
に
お
い
て
、
男
女
が
共
に

参
画
す
る
機
会
を
確
保
す
る
よ

う
努
め
ま
し
ょ
う
。

■ 

市
が
実
施
す
る
男
女
共
同
参
画

施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
ま

し
ょ
う
。

市
は

■ 

男
女
共
同
参
画
施
策
を
策
定
し
、

実
施
し
ま
す
。

■ 

市
民
・
事
業
者
・
市
民
団
体
等

や
国
・
県
・
他
の
自
治
体
等
と

相
互
に
連
携
・
協
力
し
ま
す
。

“夫は外で働き、妻は家庭を守るべき”という考え方についてどう思いますか

性別役割分担に対する考え方（男女別）
「男女共同参画に関する市民アンケート調査」（下野市）

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0
■平成27年男性　■平成23年男性　■平成27年女性　■平成23年女性

「賛成」

「反対」

下
野
市
だ
れ
も
が
輝
く

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
条
例
を

制
定
し
ま
し
た

下野市だれもが輝く男女共同参画社会づくり条例を制定しました
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下野市だれもが輝く男女共同参画社会づくり条例のしくみ
　　　　 ７つの基本理念（第3条） 　　　　

職
場
、
学
校
、
地
域
、
家
庭
な
ど
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
お
い
て
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
た
め
に
、

み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
取
組
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
市
民
協
働
推
進
課

☎（
32
）８
８
８
７

ま
た
、
条
例
の

施
行
に
合
わ
せ
て
、

下
野
市
の
男
女
共

同
参
画
に
関
す
る

施
策
を
推
進
す
る

た
め
、
平
成
28
年

４
月
か
ら
５
年
間

を
計
画
期
間
と
す

る「
第
二
次
男
女
共

同
参
画
プ
ラ
ン
」が

策
定
さ
れ
ま
し
た
。

※LGBT は、女性同性愛者（Lesbian）、男性同性
愛者（Gay）、両性愛者（Bisexual）、トランス
ジェンダー（Transgender：身体の性別とは異
なる性別を生きる／生きたいと望む人）、の頭
文字。

苦情及び相談への対応（第15条）
男女共同参画の推進を妨げる人権侵害や施策について
（性別による差別によって人権が侵害された場合など）、
苦情や相談を受けた市は、他の機関と連携して、適切に
対応するよう努める

性別による差別的取扱いの禁止（第16条）
○性別による差別的取扱い
○暴力などの人権侵害
○ハラスメント
○ドメスティック・バイオレンス

基本的施策（第8条～第14条）
○基本計画を策定
○広報・啓発活動
○学習活動への支援
○農業、商工業等の自営業におけ
る活動支援
○情報の収集及び調査研究
○実施状況の公表

１.男女の人権の尊重
２.社会における制度又は慣行についての配慮
３.政策等の立案及び決定への共同参画
４.家庭生活における活動と他の活動の両立
５.男女の生涯にわたる健康の確保
６.国際的協調
７.性同一性障がい者等（LGBT※を含む）に対する配慮

市の責務 市民の責務 事業者の責務 市民団体等の責務

男女共同参画社会の実現

下野市だれもが輝く男女共同参画社会づくり条例を制定しました
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正　　午 午後５時

デマンドバス「おでかけ号」
予約センター

0120－11－1646
■問い合わせ先

安全安心課☎40-5555
 anzenanshin@city.shimotsuke.lg.jp

　　　　利用手続の仕方を教えてください。

　　　①まず始めに利用者登録が必要です。
利用登録用紙は安全安心課窓口または、市のホー
ムペジからダウンロードしてください。
〇 利用登録用紙は、ＦＡＸ028-625-2442 または安
全安心課へお申し込みください。
※ 安全安心課にて電話及びメールでも登録申請を
受け付けしています。
② 約１週間後に、ご自宅に利用登録証が郵送され
ます。
③ ご利用前に予約受付センターへ電話予約してく
ださい。
○ 予約の際、利用者番号・利用する人の名前・乗
車場所・降車場所・利用時間を伝えてください。
④予約した便でお迎えに行きます。

　　　　利用予約はいつからできますか？

　　　利用する１週間前から予約ができます。

行きの便の予約の際、帰りの便も予約で
きますか？

　　　予約できます。行きの予約の際、帰りの乗
車時間と乗車場所を申し出てください。帰りの時
間が予定より遅くなった場合は、必ず予約受付セ
ンターに電話連絡ください。

　　　　急用の時は利用できますか？

　　　おでかけ号は、他の複数の方との乗合利用
で運行しており、通常のタクシーとは異なります
ので、時間に余裕をもってご利用ください。

　　　　高齢者しか使えないのでしょうか？

　　　年齢制限はありません。但し、未就学児が
利用する場合は保護者の同伴が必要です。

希望した便に予約できない場合がありま
すか？

　　　乗車定員は９名です。希望する時刻の便が
定員を超えた場合は予約できない場合があります。

　　　　回数券はどこで買えますか？

　　　おでかけ号の車内で購入できます。
回数券は 11 枚綴り（中学生以上 3,000 円、小学生
2,000 円）で販売しています。

利用予定の人が乗車場所にいない場合は
どうなりますか？

　　　乗車場所で多少待機しますが、他のお客様
の迷惑になると判断した場合は、次の予定地に向
かいます。乗車時刻に変更がある場合は、早めに
予約受付センターに連絡してください。

予約変更・キャンセルはどうすればよい
ですか？

　　　予約受付センターへ電話連絡してください。

一人で乗り降りできない高齢者や身体障
がい者等の利用はどうなりますか？

　　　おでかけ号は、一人で乗り降りできる方が
利用することができます。

おでかけ号で下野市外へ行くことができ
ますか？

　　　下野市内の運行となりますので、市外には行
けません。

　　　　運行時間（便）は何時ですか？

　　　１日１エリア 10 便運行しています。

※エリアとは旧町（石橋・国分寺・南河内）のこ
とです。

　　　　毎日運行していますか

　　　運行日は月曜日から土曜日まで。
※日曜日、祝日及び振替休日、年末年始（12/30
～ 1/3）は運休

※広報３月号 16 ページにも「おでかけ号」の記事
が掲載されていますので、併せてご覧ください。

デマンドバス「おでかけ号」Ｑ＆Ａ
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新・下野市風土記

新
・

下
野
市
風
土
記

下
野
市
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
文
化
課

梅
か
桃
か
桜
か

梅
の
花　

咲
き
て
散
り
な
ば

桜
花　

継
ぎ
て
咲
く
べ
く　

な
り
に
て
あ
ら
ず
や

『
万
葉
集　

巻
五　

八
二
九
』

訳
： 

梅
の
花
が
咲
い
て
散
っ
た
と
思
っ
た
ら
、
続
い
て
す

ぐ
に
桜
が
咲
き
そ
う
に
な
っ
て
い
る
で
は
な
い
で
す

か
。
春
は
す
ぐ
そ
こ
に
来
て
い
ま
す
。

　

   （
作
者
）
薬
師
（
職
業
：
医
師
）

張ち
ょ
う
の
ふ
く
し

福
子

こ
の
歌
は
、
天
平
二
年
一
月
十
三
日
に
大
伴
旅
人
の
邸

宅
で
催
さ
れ
た
宴
席
で
詠よ

ま
れ
た
歌
で
す
。
当
時
の
暦
は
現

代
の
暦
と
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
一
月
十
三
日
は
現
代
の
二

月
下
旬
頃
の
季
節
感
と
お
考
え
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

い
づ
れ
に
し
て
も
春
を
待
つ
気
持
ち
が
表
現
さ
れ
て
い
る
歌

と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
こ
に
は
、
梅
も
桜
も
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。
万
葉
集
に

は
様
々
な
花
に
関
す
る
歌
が
あ
り
ま
す
が
、
梅
を
詠
ん
だ
も

の
が
百
首
以
上
、
桜
を
詠
ん
だ
も
の
が
約
四
〇
首
あ
る
よ
う

で
、
万
葉
の
時
代
で
は
梅
の
方
が
メ
ジ
ャ
ー
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
梅
は
弥
生
時
代
以
降
、
ま
た
、
遣
隋
使
が
ア
ン
ズ
と
と

も
に
日
本
に
薬
と
し
て
持
ち
込
ん
だ
植
物
と
い
う
説
も
あ
り

ま
す
。
ち
な
み
に
桃
も
縄
文
時
代
末
期
〜
弥
生
時
代
の
渡
来

植
物
と
想
定
さ
れ
て
お
り
、
近
年
で
は
弥
生
時
代
の
遺
跡
か

ら
種
が
多
く
見
つ
か
っ
て
お
り
、
古
事
記
に
あ
る
よ
う
に
桃

の
実
に
は
魔
よ
け
の
力
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で

す
。
菊
も
ボ
タ
ン
も
朝
顔
も
蓮
、
水
仙
も
す
べ
て
奈
良
〜
平

安
時
代
に
遣
唐
使
な
ど
に
よ
り
、
薬
物
・
観
賞
用
と
し
て
日

本
に
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
花
と
は
別
に
桜
は
国
産
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
し

か
し
、
万
葉
集
で
あ
ま
り
詠
ま
れ
て
い
な
い
の
は
、
山
桜
で

人
里
離
れ
た
山
の
景
色
と
し
て
鑑
賞
さ
れ
て
い
た
も
の
を
万

葉
の
頃
の
人
た
ち
が
、
里
の
桜
と
し
て
庭
園
な
ど
に
移
植
し

た
こ
と
に
よ
り
、
人
里
に
降
り
て
き
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
で
も
地
方
に
よ
り
、「
田た

う
ち打
・
種た
ね
ま蒔
き
、
田
植
え
桜
」

と
の
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
桜
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
古
代
、

山
桜
に
は
「
田
の
神
様
」
が
宿
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
山

に
い
る
田
の
神
様
が
田
植
え
の
時
期
に
里
山
に
降
り
て
き
て
、

農
事
の
時
期
を
知
ら
せ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
つ
な

が
り
ま
す
。

「
サ
ク
ラ
」
の
名
前
の
云
わ
れ
は
複
数
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
一
つ
に
『
古
事
記
』
に
登
場
す
る
「
大お

お
や
ま
つ
み
の
か
み

山
津
見
神
」
の
娘

で
「
木こ

の
は
な
さ
く
や
ひ
め

花
之
佐
久
耶
毘
売
」
が
霞か
す
みに

乗
っ
て
富
士
山
の
上
空

か
ら
桜
の
種
を
撒
い
た
と
の
伝
説
的
な
云
わ
れ
も
あ
り
ま
す
。

奈
良
の
春
を
代
表
す
る
行
事
に
有
名
な
東
大
寺
二
月
堂
の

「
お
水
取
り
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
行
事
と
並
ん
で
春
を
告

げ
る
行
事
に
奈
良
薬
師
寺
の
「
花
会
式
」
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
行
事
も
古
代
か
ら
連
綿
と
続
く
儀
式
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
花
会
式
は
、
薬
師
寺
金
堂
の
薬
師
如
来
に
「
悔お
わ
び過

」
を

し
て
み
ん
な
の
幸
せ
を
願
う
行
事
で
、
現
在
も
毎
年
三
月
下

旬
に
行
わ
れ
、
国
家
繁
栄
、
万
民
豊
楽
、
五
穀
豊
穣
な
ど
が

祈
願
さ
れ
、
仏
前
は
梅
・
桃
・
桜
・
山
吹
・
椿
・
牡
丹
・
藤
・

百
合
・
カ
キ
ツ
バ
タ
・
菊
な
ど
の
造
花
で
飾
ら
れ
て
お
り
、

こ
こ
か
ら
「
花
会
式
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

下
野
薬
師
寺
か
ら
も
こ
の
「
悔け

か過
」
と
書
か
れ
た
墨
書
土

器
が
多
数
出
土
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
土
器
の
年
代
か
ら
今

か
ら
凡
そ
千
年
く
ら
い
前
の
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
下
野

薬
師
寺
で
も
千
年
前
に
薬
師
如
来
に
お
詫
び
の
行
事
が
行
わ

れ
、
国
家
繁
栄
、
万
民
豊
楽
、
五
穀
豊
穣
な
ど
が
祈
願
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
時
、
仏
前
に
飾
ら
れ
た
の
は
梅

の
花
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
と
も
桜
の
花
な
の
で
し
ょ
う
か
？

梅

桃

桜

31
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◆利用の流れ

流　　　　れ 内　　　　　容

①相　談
市（高齢福祉課）・地域包括支援センターに相談
〇生活状況や困っていることの聞き取り。

②基本チェックリスト

質問項目の主旨の説明を受けながら、回答していく。
○明らかに介護予防・生活支援サービス事業の対象外と判断で
きる場合、「一般介護予防事業」へつなげる

○明らかに要介護認定が必要な場合、「要介護認定申請」へつな
げる。

③介護予防・生活支援
サービス事業の対象者

②で該当者になった場合は、利用者本人の状況やサービス利用の
意向を聞き取り、サービス利用を検討する。

④介護予防マネジメント
依頼書提出

介護予防サービス計画作成・介護予防ケアマネジメント依頼届出
書を提出する。

⑤被保険者証発行 被保険者証を発行し、事業該当者に送付する。

⑥介護予防マネジメント
実施

ケアプラン等を作成し、サービス担当者会議等を開催する。

⑦ケアプラン等交付 事業該当者は、ケアプランに同意し、契約を締結する。

⑧サービス事業利用 サービスの利用開始する。

◆お詫びと訂正
２月号（21ページ）の一般介護予防事業のうち「ふれあいサロン陽だまり」の昼食代として１回500
円になっていましたが、１回５５０円となります。

◆地域の相談窓口「地域包括支援センター」を利用しましょう
地域包括支援センターは、高齢者の皆さんが住み慣れた地域で、安心して暮らし続けることがで
きるように、必要な援助・支援を行う総合相談窓口です。主任ケアマネジャー・社会福祉士・保健
師等が、皆さんの生活を支える役割を担っています。

名　　称 場　　所 電　　話

地域包括支援センター　みなみかわち 南河内児童館内 ４４－３００２

地域包括支援センター　こくぶんじ ゆうゆう館 ４３－１２２９

地域包括支援センター　いしばし 特養いしばし内 ５１－０６３３

■問い合わせ先　高齢福祉課　☎（52）１１１５

介護予防・日常生活支援総合事業が始まります

団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
迎
え
る

２
０
２
５
年
に
向
け
、
高
齢
者
の

ニ
ー
ズ
を
地
域
全
体
で
支
え
る
こ

と
を
目
的
に
、「
介
護
予
防
・
日

常
生
活
支
援
総
合
事
業
」
が
始
ま

り
ま
し
た
。

要
介
護
の
状
態
に
な
ら
な
い
た

め
に
、
事
業
を
利
用
し
な
が
ら
自

立
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

事
業
開
始
後
も
こ
れ
ま
で
の
サ

ー
ビ
ス
は
変
わ
ら
ず
実
施
さ
れ
、

介
護
予
防
の
事
業
も
利
用
で
き
ま

す
。内

容
は
、
要
支
援
１
・
２
の
認

定
を
受
け
た
方
や
、
下
野
市
が
行

っ
て
い
る
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
」
に
よ
り
、
生
活
機
能
の
低
下

が
み
ら
れ
た
か
た
が
利
用
で
き
る

「
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
事
業
」
と
65
歳
以
上
の
す
べ
て

の
方
が
利
用
で
き
る
「
一
般
介
護

予
防
事
業
」
が
あ
り
ま
す
。

介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
が

始
ま
り
ま
し
た
。
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■予約から受診までの流れ
①下表の医療機関で受診する場合

泫国民健康保険被保険者で特例措置による 7割助成の方の場合は、25,000 円の助成額との差額を後日
　清算することになります。詳しくは申請時にご確認ください。

②下表の医療機関以外で受診する場合

※後期高齢者医療制度被保険者の方は、検診結果は不要です。

下表の医療機関に予約。※予約
がないと助成申請できません。 市民課窓口に助成の申請をする。 医療機関で受診。

下表以外の医療機関に予約。※予
約がないと助成申請できません。 市民課窓口に補助の申請をする。

医療機関で受診後、
領収書と検診結果※

を持って市民課国分
寺窓口へ申請する。

〈
ご
注
意
く
だ
さ
い
〉

受
診
前
に
申
請
を
し
な
い
と
助
成
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
区
分 医療機関 検診料 個人負担 検診内容

胃の検査
その他（主なもの） 電話

バリウム 胃カメラ

日
帰
り

自治医大健診センター 54,140 29,140 一般 ○ × 44-9091
島田クリニック 42,290 17,290 一般 ○ × ABC検診 53-8000
石橋総合病院 41,000 16,000 一般 ○ ○ 子宮頸部がん+マンモグラフィ 53-1134
佐藤内科 45,036 20,036 一般 × ○ 53-1305
小金井中央病院 38,340 13,340 一般 ○ ○ 婦人科検査・胸部X線検査 44-7000

新小山市民病院
43,200 18,200 一般 ○ × 36-0200
47,520 22,520 一般 × ○ 〃
43,200 18,200 脳ドック × × 頭部MRI・MRA　頸部MRA 〃

宇都宮セントラル
クリニック

41,040 16,040 一般 ○ × 028-657-7302
43,200 18,200 脳ドック × × 頭部MRI・MRA　頸部MRA 〃

鷲谷病院
42,120 17,120 一般 ○ ○ 腹部内臓脂肪測定 028-648-0484
28,080 3,080 心臓ドック × × 心電図・CT検査 〃
38,880 13,880 脳ドック × × 頭部MRI・MRA頸部MRA 〃

宿
泊 小金井中央病院 68,580 43,580 一般 +糖尿病 ○ ○ 婦人科検査・糖負荷試験・腹部

Ｘ線検査 44-7000

総
合
ド
ッ
ク

宇都宮セントラル
クリニック

65,880 43,580 一般 +脳 ○ × 頭部MR 028-657-7302
65,880 43,580 一般 +心臓 ○ × 心臓MR 〃

鷲谷病院
66,960 41,960 一般 +脳 ○ ○ 頭部MRI・MRA頸部MRA 028-648-0484
66,960 41,960 一般 +膵臓 ○ ○ 膵臓MRI 〃
59,400 34,400 一般 +心臓 ○ ○ 心臓CT検査 〃

人間ドック助成のお知らせ

国
民
健
康
保
険（
国
保
）及
び
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
被
保
険
者
の
方
に
つ
い
て
、
人
間
ド
ッ
ク
検
診
費

用
の
一
部（
一
律
２
５
，
０
０
０
円
）を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方

・
検
診
日
時
点
で
30
歳
以
上
の
方

 

・
各
健
康
保
険
被
保
険
者
で
保
険
税
（
料
）
の
納
期

到
来
分
に
未
納
が
な
い
世
帯
の
方

 

・
市
が
実
施
す
る
特
定
健
診
・
健
康
診
査
を
受
診
し

て
い
な
い
方

■
助
成
申
込
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、
被
保
険
者
証
及
び
40
歳
以
上
の
方
に
つ
い

て
は
特
定
健
診
受
診
券
ま
た
は
、
健
康
診
査
受
診
券

（
５
月
末
頃
、
発
送
予
定
。
発
送
前
の
申
請
に
は
不

要
。）

■
助
成
申
込
期
間

　

4
月
1
日
〜
平
成
29
年
1
月
31
日

■
検
診
期
間

　

4
月
1
日
〜
平
成
29
年
3
月
31
日

■
検
診
種
別

　

年
度
内
1
人
1
回
、
1
種
類
の
み
。

※ 

平
成
27
年
度
の
特
定
健
診
を
平
成
27
年
10
月
以
前

に
受
診
さ
れ
て
い
る
国
保
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、

平
成
28
年
度
の
み
特
例
措
置
に
よ
り
人
間
ド
ッ
ク

検
診
費
用
の
7
割
を
助
成
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

☎（
40
）５
５
５
６



問い合わせ先
市民課　☎（40）5556
栃木年金事務所
☎0282（22）6074、 4134
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平成28年度
年金額（月額）

国民年金
（老齢基礎年金：
1人分）

65,008円

厚生年金
（夫婦2人分の基
礎年金を含む標
準的な年金額※）

221,504円

お得な前納制度

納付方法 納付書で納付する場合の納付額・割引額等

毎月納付 ・ 16,260円（毎月納付書で納める場合、割引はなし）

６か月前納
平成28年４月～平成28年９月分
平成28年10月～平成29年３月分

・ 96,770円（毎月納める場合より　790円の割引）※４月～９
月分は４月末日、10月～３月分は10月末日が納付期限です。

１年前納
平成28年４月～平成29年３月分

・ 191,660円（毎月納める場合より3,460円の割引）※４月末日
が納付期限です。

国民年金だより

平
成
28
年
度
の
年
金
額
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
は
平
成
27
年
平
均
の
全
国

消
費
者
物
価
指
数
を
踏
ま
え
、
平
成
28
年

度
の
年
金
額
を
平
成
27
年
度
か
ら
据
え
置

き
と
す
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
老
齢

基
礎
年
金
の
年
金
額
（
月
額
）
は
、
左
記

の
と
お
り
（
40
年
間
納
付
し
た
満
額
の
場

合
）
で
す
。

※ 

納
付
期
限
か
ら
２
年
を
過
ぎ
る
と
時
効

に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
が
、
平
成
30
年
９
月
末
ま
で
は

「
後
納
制
度
」
を
利
用
し
て
過
去
５
年

前
ま
で
遡
っ
て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。（「
後
納
制
度
」
を
利
用
す
る
た

め
に
は
別
途
申
込
み
が
必
要
で
す
。）

ま
た
、
金
融
機
関
で
の
口
座
振
替
納

付
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
、

Pay-easy

（
ペ
イ
ジ
ー
）
に
よ
る
納
付
も

可
能
で
す
。（
市
役
所
で
納
付
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。）

前
納
で
お
得
！

保
険
料
は
前
納
制
度
を
利
用
す
る
と
お

得
で
す
。

詳
し
く
は
下
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

年
金
マ
メ
知
識

「
支
払
い
す
ぎ
た
年
金
は
ど
う
な
る
の

…
？
」

前
納
後
に
公
的
年
金
に
加
入
、
ま
た
は

公
的
年
金
加
入
者
の
配
偶
者
と
し
て
扶
養

に
な
っ
た
場
合
、
払
い
す
ぎ
た
保
険
料
は

還
付
さ
れ
ま
す
。（
割
引
額
は
納
付
す
べ

き
期
間
に
応
じ
て
変
わ
り
ま
す
。）

還
付
の
ご
案
内
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日

本
年
金
機
構
よ
り
郵
送
で
通
知
が
届
き
ま

す
の
で
、
そ
の
通
知
に
し
た
が
っ
て
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

厚
生
年
金
は
、
夫
が
平
均
的
収
入(

平

均
標
準
報
酬
（
賞
与
含
む
月
額
換
算
）

４
２
・
８
万
円)

で
40
年
間
就
業
し
、
妻

が
そ
の
期
間
全
て
専
業
主
婦
で
あ
っ
た

世
帯
の
新
規
裁
定
の
給
付
水
準
に
な
り

ま
す
。

な
お
、
受
給
者
の
受
取
額
が
変
わ
る
の

は
、
通
常
４
月
分
の
年
金
が
支
払
わ
れ
る

６
月
か
ら
で
す
。

※ 

平
成
27
年
10
月
に
施
行
さ
れ
た
「
被
用

者
年
金
制
度
の
一
元
化
等
を
図
る
た
め

の
厚
生
年
金
保
険
料
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」
に
よ
り
、
年
金
額
（
年
額
）

の
端
数
処
理
が
そ
れ
ま
で
の
１
０
０
円

未
満
四
捨
五
入
か
ら
、
１
円
未
満
四
捨

五
入
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
基
礎
年
金
が
満
額
で
な

い
方
の
年
金
額
や
厚
生
年
金
の
年
金
額
に

つ
い
て
は
、
基
本
的
に
各
年
金
単
位
で
年

額
50
円
以
下
（
月
額
４
円
以
下
）
の
増
減

が
生
じ
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、

月
額
１
６
，２
６
０
円
と
な
り
ま
す
。

毎
月
の
保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
４
月
の
上
旬
に
送
ら
れ
て
く
る
「
納
付

書
」で
、金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
含

む
）
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

納
付
で
き
ま
す
。
な
お
、
納
付
期
限
は
翌

月
末
に
な
り
ま
す
。
納
付
期
限
を
過
ぎ
た

場
合
で
あ
っ
て
も
納
付
期
限
か
ら
２
年
以

内
で
あ
れ
ば
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。



保 

り 便 

健
HealthInformationHealthInformation
ヘルスインフォメーション

Shimotsuke

広報しもつけ　2016.4
21

■問い合わせ先　健康増進課　☎（52）1116

 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

講
習
は
講
義
形
式
で
、
実
技
は

あ
り
ま
せ
ん
。

■
内
容

施
設
の
利
用
方
法
、
マ
シ
ン
の

取
り
扱
い
方
等
に
つ
い
て

■
定
員

各
回
15
名
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

※ 

予
約
制
で
す
。
受
講
日
の
前
日

ま
で
に
電
話
ま
た
は
窓
口
に
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
料
金　

無
料

■
持
ち
物　

筆
記
用
具
等

■
時
間　

午
後
０
時
40
分
〜
３
時

■
講
習
日
程

４
月
２
日
㈯
・
５
月
１
日
㈰

６
月
３
日
㈮
・
７
月
３
日
㈰

８
月
１
日
㈪
・
９
月
３
日
㈯

10
月
１
日
㈯
・
11
月
３
日
㈭
・
㈷

12
月
４
日
㈰
・
１
月
７
日
㈯

２
月
５
日
㈰
・
３
月
４
日
㈯

■
利
用
料
金

■
利
用
時
間

・ 
平
日
：
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

８
時

・ 

土
日
祝
日
：
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
６
時
30
分

■
休
館
日

・
毎
週
水
曜
日
、
年
末
年
始

お　

知　

ら　

せ

き
ら
ら
館
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
室
利
用
案
内

生
活
習
慣
病
予
防
や
高
齢
期
の

介
護
予
防
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

健
康
運
動
指
導
士
等
の
ト
レ
ー

ナ
ー
に
よ
る
ス
ト
レ
ッ
チ
や
マ
シ

ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
、
医

療
と
の
連
携
を
重
点
に
お
い
た

「
メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」

の
視
点
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

■
目
的

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
施
設
（
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
は
対
象
と
し
て
お
り
ま
せ

ん
）

■
対
象
者

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

16
歳
以
上
の
方

■
利
用
方
法

①
講
習
会
の
受
講
が
必
要
で
す
。

※
予
約
制

② 

利
用
申
請
書
を
提
出
し
、
利
用

料
金
を
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

③ 

会
員
証
が
発
行
さ
れ
ま
す
。（
利

用
を
開
始
で
き
ま
す
。）

桜
が
咲
く
季
節
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。
お
花
見
や
歓
迎
会
な

ど
で
お
酒
を
飲
む
機
会
も
多
く

な
る
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
、

「
飲
酒
」に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

お
酒
と
上
手
に
付
き
合
う
ポ
イ

ン
ト
を
お
さ
え
て
楽
し
く
飲
み

ま
し
ょ
う
！

①
適
量
範
囲
で
飲
も
う

 

・
ビ
ー
ル 

中
ビ
ン
１
本

（
５
０
０
㎖
）

 

・
ワ
イ
ン 

グ
ラ
ス
２
杯

（
２
４
０
㎖
）

 

・
ウ
ィ
ス
キ
ー 

ダ
ブ
ル
１
杯

 

（
60
㎖
）

 

・
日
本
酒 

一
合（
１
８
０
㎖
）

・
焼
酎（
35
％
） 

1/2
合（
90
㎖
）

②
週
に
２
日
は
休
肝
日

　

肝
機
能
の
回
復
や
胃
腸
の
粘

膜
の
修
復
の
た
め
に
も
休
肝
日

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

③
定
期
検
査
を
忘
れ
ず
に

　

肝
臓
の
病
気
は
、
症
状
が
体

に
出
に
く
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

健
診
の
肝
機
能
の
値
で
肝
臓
の

状
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

毎
年
検
査
を
受
け
て
数
値
を
確

認
を
し
ま
し
ょ
う
。

■利用料金

一般
（16 ～ 64歳）

シニア
（65歳以上と

障がい者手帳保持者）
１回券 500円 300円
１か月券 4,000円 2,400円
３か月券 10,000円 6,000円
６か月券 15,000円 9,000円

健康増進課　☎（５２）１１１６問い合わせ先
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健
康
診
査
を
受
け
、
虫
歯
が
な
く

健
康
な
幼
児

■
表
彰　

審
査
の
う
え
、
優
秀
な

方
に
対
し
て
県
が
表
彰
し
ま
す
。

■
応
募
方
法　

所
定
の
申
込
書
に

記
入
し
、
４
月
28
日
㈭
ま
で
に
健

康
増
進
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
郵
送
可
）

※ 

次
の
窓
口
で
申
込
書
の
配
付
及

び
受
付
を
し
て
い
ま
す
。

健
康
増
進
課
（
き
ら
ら
館
内
）

月
〜
金
曜
日
（
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
）

■
主
催　

栃
木
県
・
下
野
市
・
栃

木
県
歯
科
医
師
会

 

不
育
症
治
療
費
助
成
事

業
に
つ
い
て

下
野
市
で
は
、
不
育
症
治
療
費

の
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

■
助
成
上
限
額

１
年
度
に
つ
き
30
万
円

■
対
象
者

下
野
市
に
１
年
以
上
住
民
票
が

あ
る
法
律
上
の
婚
姻
を
し
た
夫
婦

で
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

 

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

 

・
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

 

・
他
の
自
治
体
か
ら
不
育
症
の
治

療
の
助
成
を
受
け
て
い
な
い
方

■
対
象
治
療

医
師
に
よ
り
行
わ
れ
る
、
医
療

保
険
が
適
用
さ
れ
な
い
不
育
症
に

か
か
る
検
査
及
び
治
療
費

○
不
育
症
と
は

妊
娠
は
し
て
も
流
産
・
死
産
な

ど
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、
子

ど
も
を
持
て
な
い
こ
と
を
い
い
、

一
般
的
に
２
回
以
上
連
続
し
た
流

産
や
死
産
な
ど
が
あ
れ
ば
、
不
育

症
と
し
て
原
因
の
検
索
や
治
療
の

た
め
の
検
査
を
行
い
、
不
育
症
と

診
断
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

厚
生
労
働
省
研
究
班
の
報
告

で
は
、
子
宮
形
態
異
常
７
・
８
％
、

血
液
凝
固
異
常
25
・
０
％
、
内
分

泌
異
常
６
・
８
％
、
夫
婦
染
色
体

異
常
４
・
６
％
、
偶
発
的
リ
ス
ク

因
子
不
明
65
・
３
％
と
な
っ
て
い

ま
す
（
重
複
あ
り
）。
治
療
を
必

要
と
し
な
か
っ
た
方
も
含
め
、
不

育
症
外
来
を
受
診
し
た
方
の
、
約

85
％
以
上
が
最
終
的
に
は
出
産
に

至
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

○ 

不
育
症
に
関
す
る
悩
み
事
相
談

　

パ
ル
テ
ィ

☎
０
２
８（
６
６
５
）８
０
９
９

助
産
師
相
談
：
火
曜
〜
土
曜
日
、

10
時
〜
16
時

こ
の
他
、
産
婦
人
科
医
師
に
よ

る
面
接
相
談
（
要
予
約
）、
グ
ル

ー
プ
相
談
会
が
あ
り
ま
す
。

予　

防　

接　

種

 

高
齢
者（
23
価
）肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
予

防
接
種
に
つ
い
て

■
対
象
者

① 

生
年
月
日
が
次
の
方
で
、
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け

た
事
が
な
い
方
。

・
Ｓ
26
年
４
月
２
日

〜
27
年
４
月
１
日
生

・
Ｓ
21
年
４
月
２
日

〜
22
年
４
月
１
日
生

・
Ｓ
16
年
４
月
２
日

〜
17
年
４
月
１
日
生

・
Ｓ
11
年
４
月
２
日

〜
12
年
４
月
１
日
生

・
Ｓ
６
年
４
月
２
日

〜
７
年
４
月
１
日
生

・
Ｔ
15
年
４
月
２
日

〜
Ｓ
２
年
４
月
１
日
生

・
Ｔ
10
年
４
月
２
日

〜
11
年
４
月
１
日
生

・
Ｔ
５
年
４
月
２
日

〜
６
年
４
月
１
日
生

② 

平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
60
歳

以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
心
臓
、

腎
臓
若
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能

ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
害

を
有
し
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
を
受
け
た
事
が
な
い
方
。

■
接
種
対
象
期
間

平
成
28
年
４
月
１
日
〜
平
成
29

年
３
月
31
日
の
間
に
接
種
し
て
く

だ
さ
い
。

※ 

定
期
接
種
の
機
会
は
一
生
涯
で

一
回
の
み
で
す
。
５
年
後
ご
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
費
用

接
種
費
用
の
う
ち
３
，
５
０
０

円
を
助
成
。

※ 

医
療
機
関
で
は
、
接
種
料
金
と

助
成
額
の
差
額
を
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。

■
持
参
す
る
も
の

① 

接
種
券（
対
象
者
の
方
へ
通
知

し
ま
す
。
必
ず
、
医
療
機
関
へ

お
持
ち
く
だ
さ
い
。）

② 

健
康
保
険
証
等
の
年
齢
・
住
所

を
確
認
で
き
る
も
の

■
そ
の
他

接
種
す
る
際
は
、
事
前
に
医
療

機
関
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

市
外
の
医
療
機
関
で
接
種
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
手
続
き
方
法
が

異
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

事
前
に
必
ず
、
健
康
増
進
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 「
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー

ル
」
参
加
者
募
集

栃
木
県
で
は
、
歯
の
健
康
が
優

れ
て
い
る
お
子
さ
ん
や
親
子
を
表

彰
す
る
こ
と
に
よ
り
、
む
し
歯
予

防
や
歯
と
口
の
健
康
に
つ
い
て
の

正
し
い
知
識
を
普
及
啓
発
す
る
た

め
実
施
し
ま
す
。

参
加
希
望
の
方
は
、
健
康
増
進
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

5
月
17
日
㈫

受
付
：
午
後
２
時
45
分
〜
３
時

実
施
：
午
後
３
時
〜

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館

■
内
容　

歯
科
診
察
・
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
指
導

※ 

当
日
は
、
３
歳
児
健
診
対
象
の

お
子
さ
ん
の
歯
科
診
察
終
了
後

に
審
査
を
開
始
し
ま
す
。
多
少

お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

■
応
募
条
件

親
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

平
成
27
年
４
月
１
日
〜
平
成
28

年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
３
歳
児

健
康
診
査
を
受
け
、
虫
歯
が
な
く

健
康
な
幼
児
と
そ
の
親

（
父
母
ど
ち
ら
で
も
参
加
可
。）

３
歳
児
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

平
成
27
年
４
月
１
日
〜
平
成
28

年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
３
歳
児
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り
ま
す
。

※ 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

子
育
て
巡
回
相
談
日
以
外
で
も

随
時
保
育
士
が
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
。

 

育
児
相
談
・
母
乳
相
談

子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
悩
み

や
心
配
ご
と
の
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。

■
日
程

　

４
月
14
日
㈭
・
５
月
26
日
㈭
・

６
月
30
日
㈭
・
７
月
14
日
㈭　

※

月
１
回
実
施
予
定
。

■
受
付
時
間

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時（
実
施

は
午
前
11
時
30
分
ま
で
）

■
会
場

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ゆ
う

館
大
ホ
ー
ル

■
相
談
員

　

保
健
師
・
助
産
師
・
管
理
栄
養

士
・
心
理
士

■
持
ち
物

　

母
子
健
康
手
帳

※ 

受
付
順
に
ご
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。
相
談
ま
で
に
お
待
ち
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

 

子
育
て
巡
回
相
談

子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
悩
み

や
心
配
ご
と
の
相
談
を
、
市
内
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し

ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し

■
日
程　

５
月
18
日
㈬

※ 

１
月
以
降
も
毎
月
実
施
す
る
予

定
■
時
間　

午
前
９
時
〜
11
時

■
相
談
員　

心
理
士
・
保
育
士

■ 

会
場　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

つ
く
し（
ゆ
う
ゆ
う
館
内
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
り
か
ご

■
日
程

　

４
月
11
日
㈪

※
偶
数
月
に
実
施
予
定
。

■
時
間

　

午
前
９
時
〜
11
時

■ 

相
談
員

　

心
理
士
・
看
護
師
・
保
育
士

■ 

会
場

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
り
か

ご（
あ
お
ば
保
育
園
内
）

※ 

注
意
事
項　
「
ゆ
り
か
ご
」を
初

め
て
利
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、

防
犯
対
策
の
た
め
に
入
館
者
登

録（
名
札
代
）３
１
０
円
が
か
か

相　

談

 

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

ス
ト
レ
ス
社
会
と
言
わ
れ
る
現

代
社
会
で
は
、「
こ
こ
ろ
の
健
康
」

が
大
き
な
社
会
問
題
と
し
て
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
眠
れ
な
い
、
食
欲
が
落
ち
た
、

体
や
頭
が
重
い
」
な
ど
、
誰
に
も

相
談
で
き
ず
に
つ
ら
い
思
い
を
し

て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

相
談
す
る
こ
と
で
、
今
の
つ
ら

さ
が
少
し
で
も
軽
く
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

■
日
時　

５
月
10
日
㈫

午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所

ゆ
う
ゆ
う
館

■
相
談
員　

精
神
科
医

■
料
金　

無
料

※ 

予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
５

月
２
日
㈪
ま
で
に
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。

※ 

相
談
日
以
外
で
も
随
時
保
健
師

が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

 

定
期
予
防
接
種
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
中
に
接
種
が
必
要

と
な
る
予
防
接
種
は
次
の
と
お
り

で
す
。

■
Ｍ
Ｒ
２
期　

１
回
接
種

平
成
22
年
４
月
２
日
生
〜
平
成

23
年
４
月
１
日
生
（
年
長
児
）

■
二
種
混
合　

１
回

平
成
16
年
４
月
２
日
生
〜
平
成

17
年
４
月
１
日
生
（
小
学
校
６
年

生
）Ｍ

Ｒ
２
期
は
１
０
，７
７
８
円
、

二
種
混
合
は
４
，８
３
８
円
を
市

が
負
担
し
て
い
る
の
で
無
料
で
接

種
で
き
ま
す
。
翌
年
度
以
降
は
全

額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
の
定
期
予
防
接
種
も
接

種
対
象
期
間
が
あ
り
ま
す
。
不
足

分
が
あ
る
方
は
、
対
象
期
間
内
の

接
種
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

高
齢
者（
23
価
）肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
の
任
意
予

防
接
種
も
継
続
し
ま
す

下
野
市
で
は
、
従
来
か
ら
実
施

し
て
お
り
ま
し
た
任
意
接
種
に
つ

い
て
も
継
続
実
施
し
て
い
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
方
は
、
定
期
対
象

期
間
前
で
も
接
種
可
能
で
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

① 

下
野
市
に
住
民
登
録
、
ま
た
は

外
国
人
登
録
が
あ
り
、
定
期
接

種
の
対
象
外
の
方
で
、
次
の
②

〜
④
に
該
当
す
る
方
。

② 

接
種
日
に
お
い
て
、
満
70
歳
以

上
の
方

③ 

５
年
以
内
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
し
て
い
な
い
方

④ 

過
去
に
助
成
を
受
け
て
い
な
い

方
※ 

脾
臓
を
摘
出
し
て
い
る
者
、
公

害
認
定
患
者
は
保
険
適
用
と
な

る
た
め
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
助
成
金
額

助
成
額
は
定
期
予
防
接
種
と
同

額
の
３
，５
０
０
円
で
す
。（
生
涯

１
回
）

■
接
種
方
法

接
種
券
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

事
前
に
下
野
市
健
康
増
進
課
ま
で

接
種
券
の
発
行
を
申
請
く
だ
さ
い
。
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ヘ
ル
シ
ー
ス
タ
ー
ト
教
室

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を
使
っ

て
簡
単
に
食
事
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

る
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
お
子
さ

ん
の
離
乳
食
に
つ
い
て
も
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
す
。
お
子
さ
ん
と
一
緒

に
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

５
月
25
日
㈬

午
前
10
時
〜
11
時
45
分

（
受
付
：
午
前
９
時
45
分
〜
）

■
場
所　

ゆ
う
ゆ
う
館
大
ホ
ー
ル

■
対
象
者　

平
成
27
年
10
・
11
月

生
ま
れ
の
、
生
後
６
〜
７
か
月
児

を
持
つ
保
護
者

■
持
ち
物　

母
子
手
帳

■
定
員　

約
20
名

■
内
容

・ 

自
分
や
家
族
の
健
康
に
つ
い
て

振
り
返
っ
て
み
よ
う

・ 

大
人
の
食
事
か
ら
離
乳
食
へ
の

取
り
分
け
の
工
夫

・
血
圧
測
定

■
申
し
込
み
方
法

電
話
ま
た
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

 

歩あ
る

く
ら
す

〜
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
〜

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
事
業
）

春
コ
ー
ス

健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
効
果

的
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
方
法
を
学
び

ま
す
。

■
日
程
（
２
日
間
１
コ
ー
ス
）

一
回
目　

５
月
26
日
（
木
）

二
回
目　

６
月
２
日
（
木
）

午
前
９
時
45
分
〜
11
時
30
分

受
付
：
午
前
９
時
30
分
〜

■
場
所　

き
ら
ら
館　

健
診
室

■ 

対
象
者　

下
野
市
民
で
健
康
診

断
を
受
診
し
た
方

■
定
員　

30
名

■
内
容

血
圧
測
定
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
に
つ
い
て
の
講
話
と

実
践
（
室
内
・
屋
外
。
た
だ
し
、

雨
天
時
は
室
内
の
み
。）

■
参
加
費　

無
料

■ 

持
ち
物　

運
動
可
能
な
服
装
、

タ
オ
ル
、
運
動
靴
、
水
分（
水

ま
た
は
お
茶
）

■
申
し
込
み
締
め
切
り

５
月
19
日
㈭

※ 

高
血
圧
、
関
節
に
痛
み
の
あ
る

等
で
運
動
に
制
限
の
あ
る
方
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
内
容

沐
浴
実
習
・
産
後
の
マ
マ
の
心

と
身
体
に
つ
い
て
な
ど

レ
ッ
ス
ン
３

■
日
時　

6
月
16
日
㈭

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

■
内
容

お
産
の
経
過
・
安
産
の
コ
ツ
、

妊
婦
体
験
な
ど

レ
ッ
ス
ン
１
〜
３
共
通

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館

■ 

対
象
者　

出
産
予
定
日
が
平
成

28
年
７
月
〜
９
月
の
方

■ 

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
・
筆

記
用
具
・
水
分
補
給
の
た
め
の

飲
み
物
・
ス
リ
ッ
パ

■ 

定
員　

レ
ッ
ス
ン
１
・
３
各
25

組
、
レ
ッ
ス
ン
２
午
前
・
午
後

各
16
組

■
申
し
込
み
締
め
切
り

各
レ
ッ
ス
ン
の
２
日
前
ま
で

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
）

教　

室
・
講　

座

 

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
マ
・
パ

パ
教
室（
両
親
学
級
）

出
産
を
控
え
た
マ
マ
や
パ
パ
の

た
め
に
、
安
心
し
て
出
産
が
迎
え

ら
れ
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
生
活
が
楽

し
く
送
れ
る
よ
う
に
、
３
回
を
１

コ
ー
ス
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

ご
夫
婦
で
も
マ
マ
だ
け
で
の
参

加
も
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

レ
ッ
ス
ン
１

■
日
時　

４
月
13
日
㈬

　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

　
　
（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

■ 

内
容　

骨
盤
体
操
、
妊
娠
中
の

生
活
・
食
事
に
つ
い
て
な
ど

レ
ッ
ス
ン
２

■
日
時　

５
月
19
日
㈭

（
Ａ
Ｍ
コ
ー
ス
）

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

（
Ｐ
Ｍ
コ
ー
ス
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

キ
ャ
ベ
ツ
の
サ
ラ
ダ

（
２
人
分
）

■
材
料

キ
ャ
ベ
ツ 

１
／
６
個

オ
レ
ン
ジ 

１
／
２
個

ア
ー
モ
ン
ド 

５
粒

塩 

小
さ
じ
１
／
４
強

こ
し
ょ
う 

少
々

酢 

小
さ
じ
１

〈
作
り
方
〉

① 

キ
ャ
ベ
ツ
は
細
切
に
し
、
塩

（
分
量
外
）
を
ま
ぶ
し
て
し

ん
な
り
さ
せ
、水
気
を
き
る
。

オ
レ
ン
ジ
は
皮
を
剥
き
、
ひ

と
房
ず
つ
に
分
け
る
。

② 

ボ
ウ
ル
に
①
と
調
味
料
を
入

れ
軽
く
混
ぜ
る
。

③ 

器
に
盛
り
、
み
じ
ん
切
り
に

し
た
ア
ー
モ
ン
ド
を
散
ら

す
。

★
キ
ャ
ベ
ツ
の
栄
養
★

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
豊
富
に
含
ま

れ
る
ほ
か
に
、
胃
腸
の
働
き

を
助
け
る
と
い
わ
れ
る
ビ
タ
ミ

ン
Ｕ
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ビ

タ
ミ
ン
Ｃ
と
Ｕ
は
熱
に
弱
い
の

で
、
生
や
短
時
間
の
加
熱
に
し

ま
し
ょ
う
。
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館
（
小
金
井
７
８
９
）

・ 

南
河
内
公
民
館
（
田
中
６
８
１

－

１
）

・
南
河
内
東
公
民
館

（
本
吉
田
７
８
３
）

・ 

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
（
緑
３

－

５

－

４

　

南
河
内
第
二
中
学
校
南
）

診
を
受
診
さ
れ
た
方
の
健
診
結
果

は
、
結
果
説
明
会
に
て
お
返
し
し

ま
す
。
そ
の
他
の
方
の
健
診
結
果

は
概
ね
１
か
月
後
に
郵
送
し
ま
す
。

■
各
会
場
の
ご
案
内

・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
き
ら
ら
館

（
下
古
山
１
２
２
０
）

・ 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ゆ
う

■
持
ち
物

み
そ
汁
ま
た
は
ス
ー
プ

（
１
０
０
cc
以
上
を
タ
ッ
パ
ー

や
袋
に
入
れ
て
お
持
ち
く
だ
さ

い
。）

※ 

参
加
さ
れ
た
方
に
は
、
小
さ
じ

セ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

検　
　
　
　

診

 

集
団
検
診
の
日
程
に
つ

い
て

詳
し
く
は
平
成
28
年
度
「
行
政

カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
番
号
札
の
配
布

午
前
７
時
40
分
〜
10
時

（
受
付
：
午
前
７
時
40
分
か
ら
）

■
注
意
事
項

必
ず
事
前
予
約
を
し
て
く
だ
さ

い
。特

定
健
診
受
診
券
・
健
康
保
険

証
を
忘
れ
た
場
合
は
、
受
診
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
加
入
で
特
定
健

①
６
月
１
日
㈬

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

き
ら
ら
館　

会
議
室

②
６
月
２
日
㈭

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

　

ゆ
う
ゆ
う
館　

大
ホ
ー
ル

※
個
別
面
接
と
な
り
ま
す
。

■
定
員　

各
日
２
名
程
度

■
申
込
締
切　

５
月
25
日
㈬

 
み
そ
汁
塩
分
測
定
会

お
う
ち
の
み
そ
汁
計
っ

て
み
そ
！

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
事
業
）

み
そ
汁
や
漬
物
を
多
く
と
っ
て

い
る
と
、
塩
分
の
と
り
過
ぎ
に
つ

な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
ず
１
ｇ
の
減
塩
を
目
指
し
て
、

ご
家
庭
の
み
そ
汁
に
ど
れ
位
の
塩

分
が
含
ま
れ
て
い
る
か
測
定
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
・
会
場　

６
月
８
日
㈬

き
ら
ら
館　

研
修
室

■
実
施
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
10
時

午
前
10
時
〜
10
時
30
分

■
定
員　

各
時
間
帯
15
名（
先
着

順
）

※ 

前
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
費
用　

無
料

 
禁
煙
ス
タ
ー
ト
教
室

た
ば
こ
は
煙
に
含
ま
れ
る
ニ
コ

チ
ン
が
強
い
依
存
症
を
も
た
ら
し
、

自
分
の
意
思
の
力
だ
け
で
治
す
こ

と
は
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
禁
煙
し
て
健
康
面
・

金
銭
面
・
美
容
面
そ
の
他
生
活
に

関
わ
る
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
を
味

わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
対
象
者　

喫
煙
し
て
い
る
方
で
、

禁
煙
の
実
行
を
希
望
し
て
い
る
方

■
実
施
方
法

保
健
師
が
生
活
に
つ
い
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
そ
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た
禁
煙
に
向
け

て
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
禁
煙
の
支
援

を
行
い
ま
す
。

初
回
指
導
は
、
ス
モ
ー
カ
ラ
イ

ザ
ー
と
い
う
機
械
を
使
い
呼
気
中

の
一
酸
化
炭
素
濃
度
を
調
べ
て
、

ニ
コ
チ
ン
依
存
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し

た
後
、
個
別
面
接
に
よ
り
、
禁
煙

開
始
日
な
ど
の
目
標
を
設
定
し
ま

す
。そ

の
後
、
原
則
月
に
１
回
３
か

月
間
、
個
別
の
状
況
に
応
じ
て
、

面
接
・
電
話
等
で
の
相
談
を
行
い

ま
す
。

■
費
用　

無
料

■
初
回
指
導
日
時
・
会
場

■
不
正
け
し
撲
滅
運
動
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

け
し
の
仲
間
に
は
法
律
で
栽

培
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。

毎
年
、
管
内
で
沢
山
の
不
正

け
し
が
見
つ
か
り
、「
ア
ツ
ミ

ゲ
シ
（
セ
テ
ィ
ゲ
ル
ム
種
）」

と
「
ケ
シ
（
ソ
ム
ニ
フ
ェ
ル
ム

種
）」
が
あ
り
ま
し
た
。

繁
殖
力
が
強
く
、
雑
草
に
混

ざ
っ
て
自
生
し
て
い
ま
す
。

不
正
け
し
が
ご
家
庭
に
自
生

し
た
場
合
は
、
抜
去
し
処
分
し

て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。ま

た
外
で
不
正
け
し
を
見
か

け
た
り
、
鑑
別
に
迷
っ
た
時
は

県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
５
（
22
）
６
１
１
９

種 類 ケ　　シ アツミゲシ
草 丈 100～160cm 50～100cm
茎の特徴 無毛であり、あっても極めて少ない
葉 の 色 キャベツの様な白緑色

葉の特徴
① ふちはノコギリの様
に不規則なギザギザ

① 葉の切れ込みがやや
深い

② 柄がなく、茎を包み
込んでいる。

② 葉の大きさがケシよ
りも小型

花 の 色 赤、桃 薄紫
花 び ら ４枚、八重 ４枚
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特
定
健
診
・
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

■問い合わせ先　健康増進課　☎（52）1116

③
ヤ
ン
グ
健
診

（
青
年
期
生
活
習
慣
病
健
診
）

こ
の
健
診
は
、
青
年
期
か
ら
の
生
活
習

慣
に
起
因
す
る
と
い
わ
れ
る
「
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候

群
）」
の
早
期
発
見
と
生
活
習
慣
改
善
を

目
的
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

■
対
象
者　

20
歳
〜
39
歳
の
方

■
実
施
方
式　

集
団
検
診

■ 
検
査
内
容

　

問
診
・
計
測（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）・
血
圧
・
血
液

検
査（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A1
ｃ
な
ど
）

■
個
人
負
担
金　

無
料

■ 
年
齢
基
準　

平
成
28
年
度（
４
月
１
日

〜
平
成
29
年
３
月
31
日
）に
そ
の
年
齢

に
達
す
る
人
で
す
。

■
受
診
時
必
要
な
も
の

平
成
28
年
度
受
診
券
（
圧
着
は
が
き
）

■ 
実
施
期
間　

平
成
28
年
度
行
政
カ
レ
ン

ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
☎（
52
）１
１
１
６

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
☎（
40
）５
５
５
６

②
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

■ 
対
象
者

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

■ 
実
施
方
式

集
団
、
医
療
機
関（
個
別
）検
診

■ 
検
査
内
容　

問
診
、
身
長
、
体
重
測
定
、

血
圧
、
尿
検
査
、
血
液
検
査
、
心
電
図

■
個
人
負
担
金　

無
料

■
受
診
時
必
要
な
も
の

後
期
高
齢
者
健
康
診
査
受
診
券
、
保
険

証■
実
施
期
間

集
団
検
診
は
平
成
28
年
度
行
政
カ
レ
ン

ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

個
別
検
診
は
６
月
１
日
〜
平
成
29
年
１

月
31
日
（
休
診
日
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
☎（
40
）５
５
５
６

検
診
容
器
等
を
郵
送
し
ま
す
。

・ 
受
診
定
員
は
各
回
１
８
０
名
で
す
。
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

①
特
定
健
診

　
（
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
方
の
み
）

■
対
象
者

下
野
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
40
歳

〜
75
歳
未
満
の
方

■
実
施
方
式

集
団
、
医
療
機
関（
個
別
）検
診

■
検
査
内
容

問
診
、
身
長
、
体
重
、
腹
囲
測
定
、
血

圧
、
尿
検
査
、
血
液
検
査
、
心
電
図

■
個
人
負
担
金

無
料

■
受
診
時
必
要
な
も
の

特
定
健
診
受
診
券
、
保
険
証

■
年
齢
基
準

平
成
28
年
度
（
４
月
１
日
〜
平
成
29
年

３
月
31
日
）
に
40
歳
に
達
す
る
人
か
ら
受

診
日
に
75
歳
未
満
の
方
で
す
。

■
実
施
期
間

・ 
集
団
検
診
は
平
成
28
年
度
行
政
カ
レ
ン

ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・ 
個
別
検
診
は
６
月
１
日
〜
12
月
31
日

（
休
診
日
除
く
）

※ 
国
民
健
康
保
険
以
外
の
医
療
保
険
に
加

入
し
て
い
る
方
は
、
会
社
の
担
当
者
に

市
で
は
、
次
の
と
お
り
平
成
28
年
度
特

定
健
診
・
が
ん
検
診
を
集
団
検
診
及
び
医

療
機
関
で
の
個
別
検
診
で
実
施
し
ま
す
。

実
施
回
数
は
年
度
内
１
回
で
集
団
検
診

と
個
別
検
診
等
の
重
複
受
診
は
で
き
ま
せ

ん
。個

別
検
診
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
来
月

発
行
の
広
報
５
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
検
診
の
申
し
込
み

集
団
検
診（
①
特
定
健
診
、②
健
康
診
査
、

③
ヤ
ン
グ
健
診
、
④
が
ん
検
診
等
）
は
す

べ
て
、
健
康
増
進
課
で
申
し
込
み
受
付
を

行
い
ま
す
。

今
年
度
分
か
ら
共
通
の
受
診
券
と
な
り

ま
す
。

直
接
、
健
康
増
進
課
窓
口
へ
来
所
ま
た

は
電
話
・
ｗ
ｅ
ｂ
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
受
付
開
始
日

５
月
12
日
㈭
受
付
開
始

月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

【
注
意
事
項
】

・ 
希
望
日
の
１
か
月
前
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

・ 
申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
、
検
診
日
の
お

お
よ
そ
10
日
前
に
問
診
票
、
大
腸
が
ん
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■問い合わせ先　健康増進課　☎（52）1116

④
が
ん
検
診
等

全
国
の
総
死
亡
者
の
３
人
に
１
人
は
が

ん
で
死
亡
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
健
康
や

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
早
め
に

が
ん
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■ 
対
象
者　

下
野
市
に
住
所
を
有
す
る
方

（
年
齢
は
下
表
の
と
お
り
）

■
年
齢
基
準

平
成
28
年
度
（
４
月
１
日
〜
平
成
29
年

３
月
31
日
）
に
そ
の
年
齢
に
達
す
る
人
で

す
。

■
個
人
負
担
金

下
表
の
と
お
り

※ 
70
歳
以
上
の
方（
年
度
末
年
齢
）、
65
歳

以
上
70
歳
未
満
で「
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
」が
交
付
さ
れ
て
い
る
方
、

及
び
生
活
保
護
受
給
者
の
方
は
無
料
と

な
り
ま
す
。

■
実
施
期
間

集
団
検
診
は
平
成
28
年
度
行
政
カ
レ
ン

ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

個
別
検
診
は
６
月
１
日
〜
12
月
31
日

（
休
診
日
除
く
）

※ 
た
だ
し
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
み
、
６

月
１
日
〜
平
成
29
年
２
月
28
日（
休
診

日
除
く
）

※ 
特
定
健
診
、
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
と

同
時
に
受
診
で
き
ま
す
。

※ 
集
団
検
診
の
女
性
限
定
日
や
、
託
児
付

き
検
診
を
実
施
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
☎（
52
）１
１
１
６

■がん検診一覧表

検診名 個人負担金  対象者 集団
医療
機関
（個別）

検査内容 受診時必要
なもの

胃がん検診

無料

40歳以上 ○ 胃間接レントゲン間接撮影
（バリウム検査）

平成28年度
受診券
保険証

胃ハイリスク検査
（ＡＢＣ検診）

40、45、50、55、60、65、70、
75歳の方 ○ ペプシノゲン検査・ピロリ

菌検査（血液検査） 対象者の
方に５月
下旬ごろ
に郵送予
定です。
検診受診
時に必ず
持参して
ください。

肺がん検診 40歳以上 ○ ○ 肺レントゲン撮影（必要に
応じて喀痰細胞検査）

大腸がん検診 40歳以上 ○ ○ 便潜血反応検査（2日法）

前立腺がん検診 集団300円
個別400円 50歳以上の男性 ○ ○ 血液検査

（PSA腫瘍マーカー検査）

子宮頸がん検診 集団1,000円
個別1,000円

20歳以上の女性
（平成26年度または平成27年度
に受診し、「異常認めず」となっ
た方を除く）

○ ○ 子宮頸部細胞診検査・
HPV検査

乳がん検診

無料

40歳以上の女性 ○ マンモグラフィと
超音波検査

35歳以上40歳未満 ○ 超音波検査のみ

骨密度検査 40、45、50、55、60、65、70歳
の女性 ○ 超音波検査（かかと）

肝炎ウイルス検診
（C+B型・C型のみ
B型のみ）

40、45、50、55、60、65、70歳
で過去に受けたことがない方 ○ Ｃ型・Ｂ型の肝炎ウイルス

抗体検査（血液検査）

歯周疾患検診 40、50、60、70歳 ○ 歯周ポケット測定検査

※ 胃がん検診については、消化管穿孔、閉塞・バリウム過敏症・腸管憩室等の方で、集団検診による医師の
診察により、胃バリウム検査を受けられない方は、胃内視鏡検査を受けることができます。
　（個人負担金4，300円）

ただし、平成21年度以降に上記利用により、胃がん検診を受けられなかった方を含みます。なお、該当
される方には、個別にご案内します。
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■問い合わせ先　健康増進課　☎（52）1116

暮
ら
し
の
お
役
立
ち
情
報

　

安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　
　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
自
分
の
薬
代
を
減
ら

せ
る
だ
け
で
な
く
、
国
の
医
療
費
の
削
減
に
も
つ

な
が
り
、
ひ
い
て
は
保
険
料
や
税
負
担
の
減
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

医
薬
品
に
は
、
一
般
の

薬
局
・
薬
店
で
販
売
さ
れ

て
い
る「
一
般
用
医
薬
品
」

と
、
医
療
機
関
で
診
察
を

受
け
た
と
き
に
医
者
か
ら

処
方
さ
れ
る「
医
療
用
医

薬
品
」が
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、「
医
療
用
医
薬
品
に
は
、
新
し
く
開
発
・

販
売
さ
れ
る「
先
発
医
薬
品（
新
薬
）」と
、
先
発
医

薬
品
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
他
の
医
薬
品
メ
ー
カ

ー
が
同
じ
有
効
成
分
で
製
造
・
販
売
さ
れ
る「
後

発
医
薬
品
」が
あ
り
、
後
者
を「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

（generic = 

一
般
的
な
）医
薬
品
」と
も
言
い
ま
す
。

先
発
医
薬
品
の
研
究
開

発
に
は
、
９
年
〜
17
年
程

度
の
長
い
歳
月
と
数
百
億

円
以
上
を
要
す
る
と
言
わ

れ
る
莫
大
な
投
資
費
用
が
、

コ
ス
ト
と
し
て
薬
の
値
段

に
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
比
べ
て
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
場
合
、

既
に
有
効
性
や
安
全
性
に
つ
い
て
先
発
医
薬
品
で

確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
開
発
期
間
や
コ
ス
ト

を
大
幅
に
抑
え
ら
れ
、
結
果
と
し
て
薬
の
値
段
も

先
発
医
薬
品
と
比
べ
て
３
割
〜
５
割
程
度
も
安
く

設
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、

医
薬
品
メ
ー
カ
ー
に
お
い

て
様
々
な
試
験
が
行
わ
れ

て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て

先
発
医
薬
品
と
効
き
目
や

安
全
性
が
同
等
で
あ
る
こ

と
が
証
明
さ
れ
た
も
の
だ

け
が
、
厚
生
労
働
大
臣
に
よ
っ
て
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
と
し
て
承
認
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
既
に
販
売
さ
れ
て
い
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
に
つ
い
て
も
、
信
頼
性
の
向
上
の
観
点
か

ら
、
都
道
府
県
な
ど
の
協
力
を
得
て
検
査
が
実
施

さ
れ
、
検
査
結
果
も
公
表
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

品
質
に
対
す
る
懸
念
を
示
す
学
会
発
表
な
ど
に
基

づ
い
て
、
国
立
医
薬
品
食
品
衛
生
研
究
所
を
中
心

に
試
験
検
査
を
実
施
し
、
結
果
の
概
要
を
公
表
し

て
い
ま
す
。
効
能
や
効
果
・
用
法
・
用
量
は
基
本

的
に
変
わ
り
な
く
、
製
品
に
よ
っ
て
は
、
先
発
医

薬
品
よ
り
も
飲
み
や
す
く
な
る
よ
う
に
薬
の
大
き

さ
や
味
、
に
お
い
の
改
良
や
、
湿
気
や
光
に
弱
い

な
ど
の
品
質
面
の
改
善
に
よ
る
保
存
性
の
向
上
な

ど
、
よ
り
よ
く
工
夫
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

〔
転
載
：
政
府
広
報
オ
ン
ラ
イ
ン　

http://w
w
w
.m
hlw
.

go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/
iryou/kouhatu-iyaku/01.htm

l

〕

平成28年度下野市乳幼児健診・育児相談等カレンダー
事業名 会場 Ｈ２8・４月 ５月 6月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 Ｈ２9・１月 ２月 ３月

健
診
・
相
談

４か月児健康診査
受付時間13時～14時15分

ゆうゆう館 26日（火） 31日（火） 28日（火） 26日（火） 30日（火） 27日（火） 25日（火） 29日（火） 27日（火） 31日（火） 28日（火） 28日（火）
対象児 H27.12月生 H28.1月生 2月生 3月生 4月生 5月生 6月生 7月生 8月生 9月生 10月生 11月生

９か月児健康診査
受付時間13時～14時15分

ゆうゆう館 19日（火） 24日（火） 21日（火） 19日（火） 23日（火） 20日（火） 18日（火） 15日（火） 20日（火） 24日（火） 21日（火） 21日（火）
対象児 H27.6月生 7月生 8月生 9月生 10月生 11月生 12月生 H28.1月生 2月生 3月生 4月生 5月生

１歳６か月児健康診査
受付時間13時～14時15分

ゆうゆう館 12日（火） 10日（火） 14日（火） 12日（火） 9日（火） 13日（火） 11日（火） 8日（火） 13日（火） 10日（火） 14日（火） 14日（火）
対象児 H26.9月生 10月生 11月生 12月生 H27.1月生 2月生 3月生 4月生 5月生 6月生 7月生 8月生

３歳児健康診査
受付時間13時～14時15分

ゆうゆう館 5日（火） 17日（火） 7日（火） 5日（火） 2日（火） 6日（火） 4日（火） 1日（火） 6日（火） 17日（火） 7日（火） 7日（火）
対象児 H25.1月生 2月生 3月生 4月生 5月生 6月生 7月生 8月生 9月生 10月生 11月生 12月生

育児相談・母乳相談
受付時間　9時30分～11時
実施時間　9時30分～11時30分

ゆうゆう館 14日（木） 26日（木） 30日（木） 14日（木） 10日（水） 26日（月） 24日（月） 30日（水） 21日（水） 30日（月） 16日（木） 16日（木）

子育て巡回相談
（心理士による巡回相談）
※各会場の実施月は○印です。
詳細は各子育て支援センターへ
お問合せください。

つくし ○ ○ ○ ○ ○ ○

みるく ○ ○ ○ ○ ○ ○

ゆりかご ○ ○ ○ ○ ○ ○

歯
科
保
健

フッ素塗布
対象：年中児～小学2年生

5日（日）
きらら館

16日（日）
ゆうゆう館

19日（日）
ゆうゆう館

２歳児歯科検診
対象：H26.1月生～H26.12月生
受付時間：対象者に個別通知
します。

16日（日）
ゆうゆう館

19日（日）
ゆうゆう館

対象児 H26.1月~
H26.6月生

H26.7月~
H26.12月生

両
親
学
級

フレッシュママ・パパ教室
（両親学級）※要申込み
【レッスン1･3】13時30分～16時
（ＡＭコース）9時30分～11時30分
（PＭコース）13時30分～15時30分

ゆうゆう館 13日（水） 19日（木） 16日（木） 27日（水） 24日（水） 5日（月） 26日（水） 24日（木） 1日（木） 25日（水） 22日（水） 9日（木）

出産予定日 出産予定日が
平成28年7月~9月の方

出産予定日が
平成28年10月~12月の方

出産予定日が
平成29年1月~3月の方

出産予定日が
平成29年4月~6月の方

健
康
づ
く
り

ヘルシースタート教室
（健康づくり講話・離乳食講話）
※対象月になりましたら、個
別通知します。（要申込み）

ゆうゆう館 25日（水） 25日（月） 15日（木） 22日（火） 27日（金） 27日（月）

対象児 H27年10月
11月生まれ

H27年12月
H28年1月生まれ

H28年2月
3月生まれ

H28年4月
5月生まれ

H28年6月
7月生まれ

H28年8月
9月生まれ
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■問い合わせ先　健康増進課　☎（52）1116

春
が
来
て
…
…
健
康
を
考
え
る

　

春
が
来
て
、
暖
か
な
日
差
し

の
中
、
お
出
か
け
す
る
機
会
も

多
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
野
山
の
草
花
を

眺
め
な
が
ら
気
持
ち
よ
く
散
策

す
る
の
に
は
、
何
よ
り
健
康
で

い
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

さ
て
今
日
は
、
下
野
市
の
医

療
費
・
特
定
健
診
の
デ
ー
タ
を

基
に
、
健
康
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
26
年
度

の
特
定
健
診
に
来
て
い
た
だ

い
た
方
は
、
約
４
，４
０
０
人
。

自
分
の
健
康
に
関
心
を
持
っ
て
、

健
診
を
受
け
に
来
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。「
さ
て
、
今
年
の
結

果
は
ど
う
か
な
」と
楽
し
み
に
、

あ
る
い
は
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら

健
診
結
果
を
待
っ
て
い
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

実
は
、
特
定
健
診
を
受
け
ら

れ
た
方
の
約
９
割
は
、
様
々
な

理
由
で
病
院
受
診
さ
れ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
病
院
と
は
全
く

縁
が
な
い
と
い
う
方
は
本
当
に

少
な
い
の
で
す
。
例
え
ば
、
風

邪
を
ひ
い
た
り
、
歯
医
者
さ
ん

に
か
か
っ
た
り
、
一
時
的
な
理

由
の
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
高

血
圧
や
糖
尿
病
の
よ
う
に
、
継

続
し
て
受
診
す
る
必
要
の
あ
る

方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

他
の
市
町
と
比
べ
る
と

　

実
際
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
医

療
機
関
を
受
診
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
栃
木
県
に
は
、
25
市

町
が
あ
る
こ
と
は
、
皆
さ
ん
ご
存

知
で
す
ね
。
ま
ず
、
市
町
別
に
比

較
し
て
み
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

デ
ー
タ
の
中
か
ら
、
特
に
気
に
な

る
デ
ー
タ
の
県
内
順
位
を
表
１
に

示
し
て
み
ま
し
た
。

　

ど
う
も
、
下
野
市
の
特
定
健

診
を
受
診
さ
れ
た
方
は
、
糖
尿

病
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常
症

（
高
脂
血
症
と
い
っ
た
ほ
う
が

ピ
ン
と
く
る
で
し
ょ
う
か
）で

病
院
受
診
さ
れ
て
い
る
方
が
多

い
よ
う
で
す
。
さ
ら
に
、
気
に

な
る
の
は
、
そ
れ
ら
の
３
つ
の

病
気
を
併
せ
持
つ
方
の
割
合

が
、
25
市
町
中
第
１
位
で
あ
る

こ
と
で
す
。
な
ぜ
気
に
な
っ
て

い
る
の
か
と
言
い
ま
す
と
…
…

病
気
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
病

院
に
行
っ
た
り
、
薬
を
飲
ん
だ

り
、
大
変
で
す
。
も
ち
ろ
ん
医

療
費
も
か
か
り
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
以
上
に
厄
介
な
の
は
、
他

の
病
気
に
な
る
リ
ス
ク
が
と
て

も
高
く
な
る
こ
と
で
す
。
例
え

ば
、
心
筋
梗
塞
な
ど
の
心
疾
患

で
す
が
、
脂
質
異
常
症
と
高
血

圧
、
２
つ
の
病
気
に
か
か
る
と
、

心
疾
患
に
な
る
危
険
度
が
２
倍

と
な
り
、
糖
尿
病
が
加
わ
っ
て

３
つ
で
３
倍
に
な
る
と
い
う
、

単
純
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
図
１
の
グ
ラ
フ
を
見
て
く

だ
さ
い
。
棒
グ
ラ
フ
が
右
肩
上

が
り
に
、
急
激
に
伸
び
て
い
ま

す
。
危
険
因
子
と
は
、
高
血
糖
、

脂
質
異
常
、
高
血
圧
、
肥
満
な

ど
を
指
し
ま
す
が
、
危
険
因
子

の
数
が
増
す
ほ
ど
、
ど
ん
ど
ん

リ
ス
ク
が
増
す
の
で
す
。
逆
に
、

危
険
因
子
が
一
つ
で
も
減
る
と
、

リ
ス
ク
も
ど
〜
ん
と
、
下
が
り

ま
す
。

あ
な
た
は
大
丈
夫
？

　

医
療
機
関
に
か
か
っ
て
い
る

人
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
定

期
的
に
受
診
し
て
、
治
療
を
受

け
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
も
し

医
療
コ
ラ
ム　

国
保
で
わ
か
る
！
健
康
安
心
！ 

●

春
か
ら
心
機
一
転
！

獨
協
医
科
大
学　

准
教
授　

種
市　

ひ
ろ
み

れ
ま
せ
ん
。
診
断
さ
れ
て
か
ら
、

き
ち
ん
と
自
己
管
理
で
き
て
い

れ
ば
、
何
よ
り
安
心
で
す
。

　

し
か
し
、
一
つ
心
配
な
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
生
活
習
慣
病
の

恐
ろ
し
い
と
こ
ろ
は
、
気
づ
か

な
い
う
ち
に
体
の
中
で
進
行
し

て
い
る
こ
と
で
す
。
下
野
市
で

は
、
先
述
の
よ
う
に
、
３
つ
の

生
活
習
慣
病
を
併
せ
持
つ
人
が

多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

今
病
院
に
か
か
っ
て
い
な
い
方

の
中
に
、
生
活
習
慣
病
の
芽
が

隠
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

健
診
に
出
か
け
ま
せ
ん
か

　
「
病
院
受
診
し
て
い
る
か
ら
、

健
診
を
受
け
な
く
て
も
大
丈
夫

だ
よ
」、「
一
回
受
け
た
か
ら
も

う
い
い
よ
ね
」と
言
う
方
も
多

い
と
聞
い
て
い
ま
す
。
で
も
、

毎
年
い
ろ
ん
な
可
能
性
を
考
え

て
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
機
会

は
重
要
で
す
。
ま
だ
未
体
験
の

方
、
し
ば
ら
く
受
診
し
て
い
な

い
方
、
今
年
は
健
診
に
来
て
み

ま
せ
ん
か
。

参
考
資
料

　

 

平
成
26
年
国
民
健
康
保
険
医

療
費
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

　

 

平
成
26
年
特
定
健
診
デ
ー
タ

ベ
ー
ス

表 1　疾患別：特定健診受診者の医療機関受診状況

下野市 栃木県 県内順位

糖尿病 25.8％ 23.8％ 5位

高血圧 47.1％ 46.1％ 5位

脂質異常症 77.6％ 77.9％ 10 位

上記 3疾患 16.5％ 14.1％ 1位

＊平成 25年国保データより

1
5.1 5.8

35.840
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20
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0
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徒
全
員
が
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

に
な
り
ま
し
た
！

○
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

の
講
師
役
で
あ
る
、
キ
ャ
ラ
バ
ン

メ
イ
ト
連
絡
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

３
月
４
日
に
第
１
回
キ
ャ
ラ
バ

ン
メ
イ
ト
連
絡
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
は
、
施

設
の
職
員
、
介
護
支
援
専
門
員
、

看
護
師
、
薬
剤
師
、
理
学
療
法
士
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
な

ど
様
々
な
職
種
の
方
で
す
。

　

今
後
は
定
期
的
な
連
絡
会
を

開
催
し
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
の
内
容
を
検
討
し
な
が
ら
、

実
り
あ
る
楽
し
く
学
べ
る
講
座
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
の
資
格
を

担当地区 住所

地域包括支援センター
みなみかわち 南河内地区 緑３丁目５－３

南河内児童館内

地域包括支援センター
こくぶんじ 国分寺地区

小金井７８９
保健福祉センター
ゆうゆう館内

地域包括支援センター
いしばし 石橋地区

下古山１１７４
特別養護老人ホー
ムいしばし

※
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
い
し

ば
し
の
事
務
所
が
移
転
し
ま
し
た
。

新
し
い
事
務
所
は
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
い
し
ば
し
内
で
す
。
電

話
番
号
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

○
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
が
誕

生
し
ま
し
た
！

　

市
内
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
3
か
所
に
、「
認
知
症
地
域

支
援
推
進
員
」
が
誕
生
し
ま
し

た
。
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
は
、

認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
生
活
が
継
続
で

き
る
よ
う
医
療
・
介
護
及
び
地
域

の
関
係
機
関
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
地
域
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家

族
か
ら
の
相
談
に
も
引
き
続
き
お

手
伝
い
さ
せ
て
頂
き
ま
す
！

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
コ
ー
ナ
ー

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、「
な
に

か
」
特
別
な
こ
と
を
す
る
人
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
認
知
症
に
つ
い
て
正
し

く
理
解
し
、
偏
見
を
持
た
ず
、
認
知

症
の
人
や
家
族
に
対
し
て
温
か
い
目

で
見
守
る
「
応
援
者
」
で
す
！

★ 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
職
員
22

名
が
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り

ま
し
た
。

★ 

南
河
内
中
学
校
１
年
生
の
66

名
が
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に

な
り
ま
し
た
。

　

南
河
内
中
学
校
は
、
平
成
25

年
度
か
ら
毎
年
、
１
年
生
が
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

受
講
し
て
い
ま
す
。
今
回
で
、
生

お
持
ち
の
方
で
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
に
ご
協
力
頂
け

る
方
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
み
な
み
か
わ
ち
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

家
族
介
護
者
交
流
会
の
お
知
ら
せ

〜
お
花
見
弁
当
作
り
〜

　

介
護
を
し
て
い
る
方
の
交
流
と

情
報
交
換
の
場
と
し
て
、
家
族

介
護
者
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

介
護
者
同
士
、
同
じ
体
験
を
し

て
い
る
か
ら
こ
そ
分
か
り
あ
え
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
日
時

　

４
月
22
日
㈮　

午
前
10
時
〜

■
場
所

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ゆ

う
館
調
理
室

■
対
象
者

　

①
現
在
介
護
し
て
い
る
方

　

②
過
去
に
介
護
し
て
い
た
方

　
（
一
年
未
満
）

■
参
加
費　

２
０
０
円

■
持
ち
物

　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
タ
オ
ル

■
定
員　

20
名

■
申
込
締
切　

４
月
15
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な

み
か
わ
ち
・
こ
く
ぶ
ん
じ
・
い
し

ば
し

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

介
護
・
認
知
症
、
そ
の
他
高

齢
者
の
生
活
に
関
す
る
身
近

な
相
談
窓
口
で
す
！

　

市
内
に
は
、
３
か
所
の
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
保
健

師
等
・
社
会
福
祉
士
・
主
任
介
護

支
援
専
門
員
が
い
ま
す
。
介
護
の

相
談
、
介
護
予
防
教
室
等
の
開
催

や
成
年
後
見
制
度
の
紹
介
も
行
っ

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
！ 地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
■
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

み
な
み
か
わ
ち　

☎（
44
）３
０
０
２

こ
く
ぶ
ん
じ　
　

☎（
43
）１
２
２
９

い
し
ば
し　
　
　

☎（
51
）０
６
３
３

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の

み
な
さ
ん
の
身
近
な
相
談
窓
口
で
す
！
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太
陽
電
池
の
最
大
出
力
１
ｋＷ

当
た
り
１
万
５
千
円
（
上
限

６
万
円
）
と
し
、
千
円
未
満
の

端
数
は
切
り
捨
て
る
。

■
予
算
額　

７
２
０
万
円

■
申
請
受
付　

４
月
１
日
㈮

　

午
前
８
時
30
分
か
ら

■
必
要
書
類

・
シ
ス
テ
ム
の
概
要
が
確
認
で

き
る
書
類

・
工
事
請
負
契
約
書
の
写
し
ま

た
は
シ
ス
テ
ム
付
建
売
住
宅
売

買
契
約
書
の
写
し

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
を

証
明
す
る
書
類

・
住
民
票
の
写
し

・
設
置
承
諾
書

・
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め

る
書
類

■
申
請
先

　

必
要
書
類
を
添
え
て
、
環
境

課
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

①
必
ず
設
置
工
事
の
着
工
前
ま
た

は
シ
ス
テ
ム
付
建
売
住
宅
の
引
渡

し
前
に
、
補
助
金
交
付
申
請
を
し

て
交
付
決
定
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

交
付
決
定
前
に
工
事
に
着
工
さ
れ

た
場
合
ま
た
は
引
渡
し
を
受
け
た

場
合
は
、
補
助
金
の
交
付
が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

②
工
事
完
了
日
、
建
売
住
宅
の

引
渡
し
日
に
つ
い
て
は
、
次
の

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
設
置
費
補
助
制
度
を

実
施
し
ま
す

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
設
置
す
る
方
に
、
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。
た
だ
し
、

予
算
の
範
囲
内
で
の
交
付
と
な

り
ま
す
の
で
、
補
助
金
の
合
計

額
が
予
算
額
に
達
し
た
と
き
は

申
請
の
受
付
を
中
止
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
詳
細
は
環
境
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
者

　

補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
方
は
、
以
下
の
要

件
を
す
べ
て
満
た
す
方
で
す
。

①
市
内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
。

（
実
績
報
告
時
に
お
い
て
居
住

し
て
い
る
場
合
を
含
む
）

②
電
灯
契
約
を
結
ん
で
い
る
個

人
で
あ
り
、市
内
の
住
宅
（
店
舗
、

事
務
所
等
と
の
兼
用
は
可
と
す

る
）
に
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る

こ
と
、
ま
た
は
建
売
住
宅
供
給

者
等
か
ら
市
内
に
シ
ス
テ
ム
付

住
宅
を
購
入
す
る
こ
と
。

③
設
置
す
る
住
宅
が
、
補
助
対

象
者
の
所
有
物
で
な
い
場
合
は
、

書
面
に
よ
る
所
有
者
の
設
置
承

諾
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

④
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

■
補
助
金
の
額

と
お
り
で
す
。

○
工
事
完
了
日

・
既
築
住
宅　

交
付
決
定
日
か

ら
３
か
月
以
内
ま
た
は
平
成
29

年
３
月
10
日
㈮
の
い
ず
れ
か
早

い
日
ま
で

・
新
築
住
宅　

交
付
決
定
日
か

ら
６
か
月
以
内
ま
た
は
平
成
29

年
３
月
10
日
㈮
の
い
ず
れ
か
早

い
日
ま
で

○
建
売
住
宅
の
引
渡
し
日

　

交
付
決
定
日
か
ら
３
か
月
以

内
ま
た
は
平
成
29
年
３
月
10
日

㈮
の
い
ず
れ
か
早
い
日
ま
で

③
実
績
報
告
書
の
提
出
期
限
は
、

シ
ス
テ
ム
の
工
事
完
了
日
ま
た

は
シ
ス
テ
ム
付
建
売
住
宅
の
引

渡
し
が
完
了
し
た
日
か
ら
起
算

し
て
、
30
日
以
内
ま
た
は
平
成

29
年
３
月
24
日
㈮
の
い
ず
れ
か

早
い
日
ま
で
に
な
り
ま
す
。

燃
や
せ
る
ご
み
を
減
ら
す
た

め
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
雑
紙

の
分
別
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

燃
や
す
ご
み
と
し
て
出
さ
れ

る
も
の
の
中
に
は
、
紙
類
が
多
く

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
分
別
す
る
だ

け
で
、
紙
類
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル

で
き
、
大
き
な
減
量
と
資
源
化
に

つ
な
が
り
ま
す
。
そ
れ
が
、
環
境

へ
の
負
荷
の
低
減
に
つ
な
が
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
限
り
あ
る
資

源
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

■
対
象
と
な
る
雑
紙
類
（
例
）

　

カ
レ
ン
ダ
ー
、
ポ
ス
タ
ー
、
は

が
き
、
封
筒
、
メ
モ
用
紙
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
、
プ
リ
ン
ト
、
折
り
紙
、

画
用
紙
、
菓
子
・
食
品
・
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
・
日
用
品
な
ど
の

紙
箱
、
包
装
紙
・
紙
袋　

等

※
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
も

の
は
「
塗
り
つ
ぶ
す
」「
切
り
取

り
可
燃
ご
み
で
出
す
」
な
ど
の
対

応
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
化
し
た
紙
は
、

半
透
明
か
透
明
の
ポ
リ
袋
に
入

れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
分
別
対
象
と
な
ら
な
い
も
の

　

使
用
済
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
、
食
品
等
で
汚
れ
た
紙
、
ア

ル
ミ
箔
の
紙
、
防
水
加
工
さ
れ
た

紙
コ
ッ
プ・紙
皿
、感
熱
紙
、カ
ー

ボ
ン
紙
、写
真
プ
リ
ン
ト
紙
、シ
ー

ル
の
台
紙
、
圧
着
ハ
ガ
キ　

等
、

紙
ご
み
は
古
封
筒
に
入
れ
た
り
、

雑
誌
に
挟
む
な
ど
し
て
、
飛
び
散

ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
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・
決
め
ら
れ
た
日
の
朝
８
時
ま

で
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

ご
み
の
回
収
は
種
類
ご
と
に

行
っ
て
い
ま
す
。
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
ご
み
が
残
っ
て
い
て

も
、
種
類
に
よ
っ
て
は
す
で
に

回
収
が
終
わ
っ
て
い
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
後
出
し
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
！

■
自
分
が
出
し
た
ご
み
が
回
収

さ
れ
た
か
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

特
別
な
ご
み
、
変
わ
っ
た
ご

み
を
出
し
た
と
き
は
、
回
収
さ

れ
た
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
前
日
に
自
分
が
出
し
た
ご

み
が
、
翌
日
残
っ
て
い
た
場
合

は
、
一
旦
持
ち
帰
り
出
し
直
し

ま
し
ょ
う
。

■
出
し
方
・
分
け
方
を
よ
く
確

認
し
ま
し
ょ
う

　

行
政
カ
レ
ン
ダ
ー
の
「
家
庭

ご
み
の
正
し
い
分
け
方
・
出
し

方
」
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

不
安
な
場
合
や
分
か
ら
な
い

場
合
は
、
環
境
課
に
確
認
し
て

か
ら
出
し
ま
し
ょ
う
。

利
用
者
み
ん
な
の
協
力
で

清
潔
な
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
！

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
利

用
者
全
員
の
協
力
に
よ
り
、
清

潔
に
保
た
れ
て
い
ま
す
。

　

一
部
の
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い

方
の
た
め
に
、
ご
苦
労
さ
れ
て

い
る
方
が
い
る
事
も
お
忘
れ
な

く
！
ご
み
出
し
の
際
は
、
ル
ー

ル
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
行
政
カ
レ
ン
ダ
ー
で
回
収
日

を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

回
収
日
を
間
違
え
る
と
回
収

さ
れ
ず
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

残
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
祭
日
等

の
関
係
で
回
収
曜
日
が
変
更
さ

れ
て
い
る
月
が
あ
り
ま
す
の
で

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
決
め
ら
れ
た
分
別
で
出
し
ま

し
ょ
う

　

分
別
が
さ
れ
て
い
な
い
と
回

収
さ
れ
ず
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

残
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
行
政
カ

レ
ン
ダ
ー
の
「
家
庭
ご
み
の
正

し
い
分
け
方
・
出
し
方
」
を
よ

く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
地
域
で
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル

を
守
り
ま
し
ょ
う

・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
利
用
者
で
決

め
ら
れ
た
地
域
の
ル
ー
ル
が
あ

れ
ば
、
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

不
要
品
リ
サ
イ
ク
ル

　

下
野
市
で
は
、
ご
み
の
減
量

化
を
推
進
す
る
た
め
、
不
要
品

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
受
け
付

け
た
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
不
用

品
の
情
報
を
管
理
し
、
リ
サ
イ

ク
ル
品
の
譲
り
受
け
を
希
望
す

る
方
に
そ
の
情
報
を
提
供
す
る

制
度
で
す
。

「
譲
っ
て
ほ
し
い
」・「
譲
り
た

い
」
品
物
が
一
致
し
た
場
合
、

相
手
方
の
氏
名
、
連
絡
先
等
に

つ
い
て
、
市
役
所
環
境
課
か
ら

お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
そ
の

後
は
ご
本
人
同
士
で
お
話
し
合

い
の
上
、
譲
り
渡
し
を
し
て
く

だ
さ
い
。

○
注
意
事
項

・
皆
さ
ま
の
ご
厚
意
に
よ
り
成

立
し
て
い
る
制
度
で
す
の
で
、

無
償
で
の
譲
り
渡
し
を
お
願
い

し
ま
す
。

・「
譲
り
た
い
」
に
登
録
い
た
だ

い
た
品
物
の
保
管
は
各
自
で
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

・
動
物
や
植
物
、
食
品
は
お
受

け
で
き
ま
せ
ん

　

市
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の
構
築

と
ご
み
減
量
化
の
た
め
、
不
用
品
リ
サ

イ
ク
ル
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
『
譲
り
た
い
』『
譲
っ
て

ほ
し
い
』
情
報
を
お
受
け
し
て
い
ま
す

の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
環
境
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
譲
り
た
い
〉

・
マ
タ
ニ
テ
ィ
ボ
ト
ム
ス
３
点
（
ス

カ
ー
ト
Ｍ
〜
Ｌ
、
パ
ン
ツ
Ｌ
）・
緑
小

学
校
ジ
ャ
ー
ジ
（
上
下
１
３
０
㎝
）・

夏
用
半
ズ
ボ
ン
（
男
児
１
４
０
㎝
）・

上
着
長
袖
（
男
児
１
３
０
㎝
）
４
点
・

チ
ェ
ロ
キ
ー
３
点
・
ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク
・

ソ
フ
ト
ロ
ー
フ
ァ
ー
（
男
女
兼
用
19
㎝ 

Ｅ
Ｅ
Ｅ
）・
レ
イ
ン
コ
ー
ト
上
（
１
６
５

〜
１
８
５
㎝
、胴
囲 

75
〜
１
２
５
㎝
）・

学
習
用
平
机
と
椅
子
・
学
習
机
（
イ
ス

付
）・
ひ
な
人
形
（
７
段
飾
り
）・
子
供

用
自
転
車
（
24
イ
ン
チ　

青
）

〈
譲
っ
て
ほ
し
い
〉

・
石
橋
幼
稚
園
制
服
（
男
子
用

１
２
０
・
１
３
０
㎝
）・
女
子
用
洋
服

（
１
０
０
〜
１
２
０
㎝
）・
男
子
用
洋
服

（
１
０
０
〜
１
２
０
㎝
）・
ア
ン
パ
ン
マ

ン
の
お
も
ち
ゃ
・
緑
小
学
校
ジ
ャ
ー

ジ
（
上
下 

１
５
０
〜
１
６
０
㎝
）・
布

団
干
し
（
４
〜
５
枚
用
）・
女
児
水
着

（
１
３
０
㎝
）・
洗
濯
機
・
冷
蔵
庫
・
高

校
用
教
科
書
・
高
校
用
参
考
書
・
高
校

用
問
題
集
・
薬
師
寺
幼
稚
園
制
服
（
男

児
１
２
０
〜
１
３
０
㎝
以
上
）・
薬
師

寺
幼
稚
園
体
操
着
（
男
児
１
２
０
〜

１
３
１
㎝
以
上
）・
南
河
内
第
二
中
学

校
制
服
（
女
子　

Ｍ
サ
イ
ズ
） ・
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
・
ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
リ
サ
イ
ク

ル
情
報
の
確
認
や
登
録
が
で
き
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

ふ
ん
害
に
憤
慨
！

　

誰
も
が
、
犬
・
猫
が
好
き
と

は
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。
ル
ー
ル
を

守
ら
な
い
犬
・
猫
の
飼
い
方
は

誰
も
が
不
快
に
感
じ
ま
す
。

　

特
に
問
題
に
な
っ
て
い
る
の

は
、
犬
の
「
ふ
ん
」
の
後
処
理

で
す
。『
ふ
ん
』
の
処
理
は
飼

い
主
の
責
任
で
す
。
散
歩
中
は

「
ふ
ん
」
を
片
付
け
る
道
具
を

携
帯
し
、「
ふ
ん
」
を
し
て
し

ま
っ
た
場
合
は
必
ず
自
宅
へ
持

ち
帰
り
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
猫
の
「
ふ

ん
」
に
関
す
る
苦
情
や
相
談
も

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
花

壇
に
「
ふ
ん
」
を
し
た
り
、
荒

ら
し
た
り
と
困
っ
て
い
ま
す
。

猫
は
専
用
の
ト
イ
レ
を
用
意
し
、

決
ま
っ
た
場
所
で
さ
せ
ま
し
ょ

う
。

　

周
囲
か
ら
理
解
を
得
ら
れ
る

よ
う
、
飼
い
主
の
方
は
責
任
と

自
覚
を
も
っ
て
犬
・
猫
を
飼
い

ま
し
ょ
う
。
飼
い
主
の
モ
ラ
ル

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
近
隣
や

周
囲
の
人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ

と
な
く
、
楽
し
く
快
適
に
ペ
ッ

ト
と
暮
ら
し
ま
し
ょ
う
。
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■
注
意
喚
起
情
報
が
出
た
ら

　

屋
外
で
の
長
時
間
の
激
し
い

運
動
を
控
え
ま
し
ょ
う
。
外
出

は
で
き
る
だ
け
控
え
て
く
だ
さ

い
。
屋
内
に
お
い
て
も
換
気
や
窓

の
開
閉
を
必
要
最
小
限
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
呼
吸
器
系
や

循
環
器
系
疾
患
の
あ
る
方
、
子
供
、

高
齢
の
方
な
ど
は
、
体
調
に
応
じ

て
、
よ
り
慎
重
に
行
動
す
る
こ
と

が
望
ま
れ
ま
す
。

■
も
っ
と
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
や

Ｐ
Ｍ
２・
５
に
つ
い
て
知
り
た
い

・
栃
木
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
と
ち

ぎ
の
青
空
」

http://w
w
w
.pref.tochigi.

lg.jp/d03/eco/kankyou/
hozen/aozora.htm

l（
パ
ソ
コ
ン
）

・
栃
木
県
防
災
メ
ー
ル
配
信

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
空

メ
ー
ル
を
送
信
す
る
と
登
録
画

面
へ
の
リ
ン
ク
Ｕ
Ｒ
Ｌ
が
付
与

さ
れ
た
メ
ー
ル
が
返
送
さ
れ
ま

す
。
メ
ー
ル
配
信
を
登
録
さ
れ
た

方
に
は
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意

報
ま
た
は
Ｐ
Ｍ
２・５
注
意
喚
起

情
報
が
出
さ
れ
る
と
そ
の
情
報

が
自
動
配

信
さ
れ
ま

す
。

４
月
か
ら
９
月
ま
で
は
光
化

学
ス
モ
ッ
グ
対
策
期
間
で
す

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
風
が
弱

く
、
気
温
が
高
く
晴
れ
た
日
に
発

生
し
や
す
く
、
目
が
チ
カ
チ
カ
す

る
、
頭
痛
が
す
る
、
息
苦
し
い
な

ど
の
症
状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

栃
木
県
で
は
、
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

濃
度
が
一
定
基
準
値
以
上
と
な

り
、
そ
の
状
態
が
継
続
す
る
と
予

想
さ
れ
る
場
合
に
、
光
化
学
ス

モ
ッ
グ
注
意
報
を
発
令
し
て
い

ま
す
。

■
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
が

発
令
さ
れ
た
ら

　

屋
外
で
の
激
し
い
運
動
は
避

け
ま
し
ょ
う
。
目
が
チ
カ
チ
カ
し

た
り
、
の
ど
が
痛
く
な
っ
た
り
し

た
と
き
は
、
洗
顔
や
う
が
い
を
し

て
、
し
ば
ら
く
安
静
に
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
洗
顔
や
う
が
い
を
し

て
も
症
状
が
治
ま
ら
な
い
と
き

は
、
す
ぐ
に
医
師
の
診
察
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

■
Ｐ
Ｍ
２・
５
の
注
意
喚
起
に
つ

い
て

　

栃
木
県
で
は
、県
内
の
Ｐ
Ｍ
２・

５
濃
度
の
１
日
あ
た
り
の
平
均
値

が
70
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ
ム
（
１
立
方

メ
ー
ト
ル
当
た
り
）
を
超
え
る
と

予
想
さ
れ
る
場
合
に
、
注
意
喚
起

情
報
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
費
補
助
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
駆
除
業
者
に
よ
り
ス

ズ
メ
バ
チ
の
巣
を
駆
除
し
た
方

に
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い

ま
す
。

■
補
助
金
の
額

　

駆
除
に
要
し
た
費
用
の
２
分

の
１
（
上
限
７
，０
０
０
円
）
で
、

百
円
未
満
の
端
数
は
切
り
捨
て
。

■
添
付
書
類

・
駆
除
に
要
し
た
費
用
の
領
収
書

・
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の
位
置
図

・
写
真
（
駆
除
前
と
駆
除
後
）

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
を
証

明
す
る
書
類

■
申
請
先

　

駆
除
後
、
添
付
書
類
を
添
え
て
、

環
境
課
窓
口
ま
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

■
駆
除
業
者

　

市
内
の
主
な
駆
除
業
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　

㈱
県
南
環
境

　
　

☎（
44
）２
５
１
８

　

㈱
ス
マ
イ
テ
ッ
ク

　
　

☎（
44
）９
６
１
８

※
市
内
外
問
わ
ず
、
こ
の
ほ
か
の

業
者
で
も
、
補
助
対
象
と
な
り
ま

す
。

■
ハ
チ
に
巣
を
作
ら
れ
な
い
よ

う
、
早
期
（
５
〜
６
月
）
に
対
策

し
ま
し
ょ
う

　

庭
木
の
剪
定
や
家
の
ま
わ
り

の
整
理
整
頓
を
し
、
風
通
し
を
よ

く
し
ま
し
ょ
う
。
節
穴
な
ど
、
ハ

チ
に
侵
入
さ
れ
そ
う
な
と
こ
ろ

を
補
修
す
る
こ
と
も
営
巣
の
防

止
策
と
し
て
有
効
で
す
。

　

営
巣
初
期
の
も
の
で
あ
れ
ば
、

個
人
で
駆
除
で
き
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

空
き
地
の
雑
草
管
理
で
お
困

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

高
齢
で
な
か
な
か
草
刈
り
が

ま
ま
な
ら
な
い
、
面
積
が
大
き
く

て
手
が
回
ら
な
い
な
ど
、
空
き
地

の
雑
草
の
除
去
で
お
困
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
か
ら
の
季

節
は
放
っ
て
お
く
と
、
ど
ん
ど
ん

雑
草
が
伸
び
て
し
ま
い
、
毛
虫
が

発
生
す
る
な
ど
、
隣
接
す
る
方
々

に
迷
惑
を
か
け
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

　

空
き
地
の
適
正
な
管
理
は
所

有
者
の
責
任
で
す
。
下
野
市
で
は
、

所
有
者
に
代
わ
り
空
き
地
の
除

草
作
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
委
託
の
料
金

【
参
考
】
年
額
90
円/

１
㎡
（
平

成
27
年
度
の
場
合
・
税
抜
）

　

注
意
：
年
度
途
中
の
申
し
込
み
、

解
約
も
同
額
に
な
り
ま
す
。

■
管
理
の
内
容

　

年
４
回
の
雑
草
の
刈
払
い
（
刈

り
取
り
は
雑
草
の
繁
茂
す
る
期

間
に
行
い
ま
す
。）

　

な
お
、
刈
り
取
っ
た
草
の
回
収

は
行
い
ま
せ
ん
。
希
望
す
る
場
合

は
個
別
に
業
者
に
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

■
受
託
の
条
件

①
下
野
市
の
行
政
区
域
内
で
あ

る
こ
と

②
建
物
や
工
作
物
が
無
く
、
果
樹
、

植
木
等
の
樹
木
が
植
え
ら
れ
て

い
な
い
更
地
で
あ
る
こ
と

③
傾
斜
地
や
湿
地
等
、
通
常
の
管

理
が
困
難
で
な
い
土
地
で
あ
る

こ
と

④
笹
竹
等
の
繁
茂
に
よ
る
荒
廃

が
な
く
、
昨
年
ま
で
適
正
な
管
理

が
行
わ
れ
て
い
た
土
地
で
あ
る

こ
と

■
委
託
の
方
法

　

環
境
課
に
委
託
料
と
と
も
に

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
環
境
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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Let’s SPORTSLet’s SPORTS

　

各
自
治
会
の
役
員
の
方
を

は
じ
め
、
地
域
の
皆
様
の
多

大
な
ご
協
力
に
よ
り
、
毎
年
、

盛
大
に
体
育
祭
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
市
民
の
健
康
増
進

と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形

成
を
目
的
と
し
て
お
り
、
今

年
で
第
11
回
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
お
い
て
も
、

自
治
会
対
抗
で
「
テ
ィ
ー
ボ
ー

ル
大
会
」、「
キ
ン
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
大
会
」、「
運
動
会
」、

自
治
会
対
抗
で
は
な
い
「
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
実
施
予
定
で
す
。

　

参
加
し
て
み
た
い
方
は
、
所

属
す
る
自
治
会
の
自
治
会
長

ま
た
は
体
育
部
長
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
詳
細
は
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
大
会

■
日
時　

6
月
19
日
㈰ 

■
会
場

　

大
松
山
運
動
公
園
・
国
分

寺
運
動
公
園
・
別
処
山
公
園

※
雨
天
時
は
翌
週
26
日
に
延
期

第
11
回
下
野
市
民
体
育
祭
の
お
知
ら
せ

キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
大
会

■
日
時　

9
月
4
日
㈰

■
会
場

　

石
橋
体
育
セ
ン
タ
ー
・
国

分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
・

薬
師
寺
小
学
校
体
育
館

運
動
会

①
石
橋
地
区
大
会

■
日
時　

10
月
9
日
㈰ 

■
会
場　

大
松
山
運
動
公
園

②
国
分
寺
地
区
大
会

■
日
時　

10
月
9
日
㈰

■
会
場  

国
分
寺
運
動
公
園

　

※
①
、
②
と
も
雨
天
時
は

翌
日
10
日
（
月
・
体
育
の
日
）

に
順
延

南
河
内
地
区
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

■
日
時　

10
月
9
日
㈰

■
会
場  

南
河
内
球
場
ほ
か

※
雨
天
時
は
種
目
に
よ
っ
て

は
後
日
に
延
期

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
52
）１
１
２
４

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク

　
　

１
人　

２
０
０
，０
０
０
円

※
団
体
で
出
場
す
る
場
合
は
対

象
人
数
を
乗
じ
た
額
と
な
り
ま

す
。

■
交
付
申
請

　

必
要
書
類
を
そ
ろ
え
て
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

激
励
金
の
対
象
と
な
ら
な
い

大
会
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細

は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
52
）１
１
２
４

　

平
成
28
年
４
月
よ
り
、
こ
れ

ま
で
の
「
下
野
市
ス
ポ
ー
ツ
大

会
出
場
者
助
成
金
制
度
」
に
代

わ
っ
て
「
下
野
市
ス
ポ
ー
ツ
大

会
出
場
激
励
金
交
付
制
度
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
市
民
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
を
図
る
た
め
、
予

選
会
等
に
よ
る
選
出
を
経
て
、

国
や
県
の
代
表
と
し
て
関
東
大

会
以
上
の
国
内
大
会
、
国
際
大

会
に
出
場
す
る
個
人
ま
た
は
団

体
に
対
し
て
、
激
励
金
を
交
付

す
る
も
の
で
す
。

■
対
象

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
の

う
ち
、
次
に
該
当
し
な
い
方

⑴
市
内
中
学
校
の
運
動
部
と
し

て
出
場
す
る
方

⑵
監
督
ま
た
は
コ
ー
チ
等

■
激
励
金

⑴
関
東
大
会

　
　

１
人　

５
，０
０
０
円

⑵
全
国
大
会

　
　

１
人　

１
０
，０
０
０
円

⑶
国
際
大
会

・
ア
ジ
ア
大
会
等
の
地
域
大
会

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
外
の
世
界

大
会

　
　

１
人　

１
０
０
，０
０
０
円

下
野
市
ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場
者
激
励
金
交
付
制
度
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下
野
市
教
育
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
52
）１
１
２
４

平
成
28
年
度
キ
ン
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
サ
ン
デ
ー
を
開

催
し
ま
す

■
対
象　

小
学
生
以
上

■
費
用　

原
則
無
料

■
申
し
込
み　

開
催
日
当
日
に

会
場
に
て
受
付

■
そ
の
他

・
第
３
回
は
キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
リ
ー
ダ
ー
・
Ｃ
級
レ
フ
リ
ー

認
定
講
習
会
と
し
て
開
催
す
る

た
め
、
対
象
は
高
校
生
以
上
、

事
前
の
申
し
込
み
と
参
加
料
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

・
第
９
回
は
小
学
校
対
抗
交
流

会
、
第
10
回
は
下
野
オ
ー
プ
ン

キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と

し
て
開
催
す
る
た
め
、
事
前
の

申
し
込
み
と
参
加
料
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

体
育
協
会

　

弓
道
部

■
問
い
合
わ
せ　

担
当 

清
水

　

☎
０
９
０（
８
６
８
２
）５
０
１
０

弓
道
教
室　

参
加
者
募
集

　

弓
道
の
爽
快
感
を
味
わ
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
老
若
男
女
と
わ

ず
長
く
続
け
ら
れ
ま
す
。
用
具

は
道
場
に
あ
り
ま
す
の
で
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

５
月
14
〜
６
月
11
日

（
毎
週
土
曜
日　

全
５
回
）

① 

昼
の
部　

午
後
２
時
〜
４
時

②
夜
の
部　

午
後
７
時
〜
９
時

■
場
所

①
国
分
寺
静
思
館

②
石
橋
弓
道
場

■
対
象
者

　

下
野
市
在
住
・
在
勤
の
一
般

社
会
人

■
募
集
人
員

①
、
② 

各
10
名
程
度

■
参
加
費

　

１
，０
０
０
円
（
保
険
料
込
）

■
申
し
込
み

　

４
月
30
日
㈯
午
後
５
時
ま
で

に
参
加
費
を
添
え
て
ス
ポ
ー
ツ

交
流
館
窓
口
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

テ
ニ
ス
協
会

■
問
い
合
わ
せ　

担
当 

井
上

　

☎
０
９
０（
１
４
６
７
）０
２
６
５

春
季
テ
ニ
ス
教
室

参
加
者
募
集

■
日
時　

５
月
７
日
〜
６
月
４

日
（
毎
週
土
曜
日
、
全
５
回
）

午
後
７
時
〜
９
時　

予
備
日
あ
り

※
初
回
は
午
後
６
時
45
分
〜

■
会
場

　

国
分
寺
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

■
対
象
者　

下
野
市
在
住
・
在

勤
・
在
学
（
高
校
生
以
上
）
の
方

※
初
心
者
・
中
級
者

■
参
加
費　

４
，０
０
０
円

（
初
回
徴
収
、
今
回
よ
り
照
明

料
の
一
部
負
担
に
ご
協
力
願
い

ま
す
）

■
申
込
方
法　

４
月
22
日
㈮
〜

５
月
５
㈭
午
後
５
時
ま
で
に
、

ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
窓
口
ま
た
は

電
子
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

tennis_m
urao@

nifty.com

※
メ
ー
ル
の
場
合
本
文
に
①
氏

名
②
性
別
③
住
所
ま
た
は
勤
務

先
④
連
絡
先
⑤
テ
ニ
ス
歴
を
記

載
し
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

（
不
備
の
場
合
受
付
不
可
。
受
付

完
了
の
返
信
を
確
認
く
だ
さ
い
。）

　

卓
球
部

■
問
い
合
わ
せ

　

理
事
長　

水
越

　

☎（
44
）２
３
８
２

　

午
後
10
時
〜
午
後
11
時

平
成
28
年
度
前
期
市
民
卓

球
教
室
を
開
催
し
ま
す

■
日
時　

５
月
21
、
28
、
６
月

４
、18
、25
日
（
土
曜
日
全
５
回
）

午
前
９
時
30
分
か
ら
正
午

■
場
所

　

南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

市
在
住
／
在
勤
の
小

学
３
年
生
以
上
の
学
生
と
一
般

社
会
人
（
親
子
で
の
参
加
歓
迎
）

■
募
集
内
容　

硬
式
・
ラ
ー
ジ

初
心
、
初
級
、
中
級
の
３
ク
ラ
ス

■
定
員

　

硬
式
20
名
ラ
ー
ジ
20
名
程
度

■
参
加
費　

２
，０
０
０
円

　
（
保
険
料
含
む
）

参
加
費
は
当
日
徴
収
致
し
ま
す

■
申
し
込
み　

４
月
11
日
午
前

９
時
〜
５
月
６
日
午
後
５
時
ま

で
に
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
、
南
河

内
体
育
セ
ン
タ
ー
、
国
分
寺
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
い
ず
れ

か
の
窓
口
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
電
話
申
し
込
み
不
可
）

※
キ
ャ
ン
セ
ル
は
５
月
６
日
㈮

午
後
５
時
ま
で
と
し
ま
す
。

平成28年度キンボールスポーツサンデー開催スケジュール
日　時 会　場

第１回 ４月24日 南河内体育センター

第２回 ５月15日 国分寺B&G海洋センター

第３回 ６月12日 石橋体育センター

第４回 ７月３日 石橋体育センター

第５回 ８月７日 国分寺小学校体育館

第６回 ９月４日 市内３会場（市民体育祭のため）

第７回 11月27日 石橋小学校体育館

第８回 １月15日 薬師寺小学校体育館

第９回 ２月12日 石橋体育センター

第10回 ３月12日 石橋体育センター
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総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

未
就
園
児
親
子
体
操
教
室

１
ｓ
ｔ
シ
リ
ー
ズ
参
加
者
募
集

　

親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
我
が
子

の
心
と
体
の
成
長
を
実
感
し
ま
せ

ん
か
。
運
動
、
遊
び
、
工
作
、
子

ど
も
同
士
の
触
れ
合
い
、
な
ど
を

通
じ
て
期
間
中
に
お
子
さ
ん
に
自

主
性
が
芽
生
え
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
に
つ
い
て
保
護

者
同
士
の
情
報
交
換
や
講
師
の
養

育
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
も
人
気
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

５
月
16
日
〜
７
月
４
日

　
（
毎
週
月
曜
日　

全
８
回
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所

　

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夢
く
ら
ぶ
国
分
寺

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

内
ク
ラ
ブ
窓
口
で
申
込
書
に
参

加
費
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

担
当　

増
山

☎（
44
）０
８
４
９
（
火
・
水
・
木

曜
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
）

■
募
集
対
象

　

開
催
中
に
２
歳
に
な
る
幼
児
〜

未
就
園
児
20
組
程
度

■
参
加
費
（
８
回
分
）

　

会　

員　
　

３
，６
０
０
円

　

会
員
外　
　

４
，０
０
０
円

※
幼
児
の
み
保
険
加
入

■
受
付
期
間

　

４
月
13
日
㈬
〜
先
着
順
で
定
員

ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

■
そ
の
他

　

希
望
者
に
は
託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
紹
介
し
ま
す
。

定
員
未
達
教
室
の
募
集

　

現
時
点
で
定
員
に
満
た
な
い
次

の
教
室
に
つ
い
て
募
集
の
お
知
ら

せ
を
し
ま
す
。

■
募
集
教
室

①
キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
教
室

②
女
子
サ
ッ
カ
ー
教
室

③
フ
ッ
ト
サ
ル
教
室

④
就
園
児
親
子
体
操
教
室

⑤
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

⑥
キ
ン
ボ
ー
ル
教
室

⑦
Jr
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室

■
教
室
の
詳
細
要
項

　

海
洋
セ
ン
タ
ー
事
務
局
で
募
集

要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

平
成
27
年
12
月
12
日
・
13

日
に
国
分
寺
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

が
主
管
と
な
り
、
天
平
カ
ッ

プ
下
野
国
分
寺
交
流
会
を
実

施
し
ま
し
た
。
東
日
本
大
震

災
か
ら
５
年
が
経
ち
復
興
の

最
中
に
あ
る
、
宮
城
県
女
川

町
の
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
「
女
川
フ
ィ
ー
バ
ー

エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
」
の
選
手
の

皆
さ
ん
を
招
待
し
、
神
奈
川

県
・
茨
城
県
・
宇
都
宮
市
の

チ
ー
ム
と
、
試
合
や
フ
リ
ー

ス
ロ
ー
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
初
日
は
生
涯
学
習
情

報
セ
ン
タ
ー
で
の
食
事
会
（
カ

レ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
）
や
、
お

互
い
に
ダ
ン
ス
を
披
露
し
た

り
、
ゲ
ー
ム
を
行
っ
た
り
す

る
な
ど
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
以
外
の
と
こ
ろ
で
も
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　

１
月
９
日
・
10
日
に
は
、

国
分
寺
が
女
川
町
を
訪
問
し
、

夏
の
市
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業

で
訪
問
し
た
宮
城
県
亘
理
町

の
ミ
ニ
バ
ス
チ
ー
ム
と
の
再

会
も
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
女
川
駅
が
新
築
さ
れ

る
な
ど
、
笑
顔
が
広
が
っ
て

い
る
街
の
様
子
に
子
ど
も
た

ち
に
も
自
然
と
笑
顔
が
生
ま

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て

育
ま
れ
た
絆
を
大
切
に
、
こ

れ
か
ら
も
交
流
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

笑
顔
は
じ
け
る
宮
城
県　

女
川
ミ
ニ
バ
ス

生涯学習情報センターでの食事会

女川町総合体育館での記念撮影　わたりバスケットボールスポーツ少年団の選手も一緒です
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榛
名
外
輪
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

参
加
者
募
集

　

群
馬
県
の
榛
名
湖
の
南
岸
に
連

な
る
外
輪
山
の
尾
根
を
歩
き
相
馬

山
に
登
る
、
高
低
差
四
百
メ
ー
ト

ル
の
比
較
的
楽
な
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

で
す
。
連
休
後
の
静
か
な
高
原
を

満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

５
月
８
日
㈰

■
行
程　

午
前
６
時
南
河
内
公
民

館
駐
車
場
出
発
↓
天
神
峠
バ
ス
停

↓
氷
室
山
↓
磨
墨
峠
↓
相
馬
山
↓

ヤ
セ
オ
ネ
峠
バ
ス
停
↓
温
泉
立
寄

り
↓
南
河
内
公
民
館
駐
車
場
午
後

７
時
到
着
予
定

■
対
象
者　

下
野
市
在
住
・
在
勤

者
・
５
時
間
山
歩
き
の
出
来
る
方

■
参
加
費

　

会　

員　
　

５
，０
０
０
円

　

非
会
員　
　

５
，５
０
０
円

■
定
員　

30
名
（
先
着
順
）

■
申
込
期
間

　

４
月
４
日
㈪
〜
５
月
２
日
㈪

★
下
野
市
委
託
事
業

ニ
コ
ニ
コ
〜
マ
マ
と
一
緒

〜
体
操
教
室（
前
期
）参
加

者
募
集

　

新
し
い
こ
と
に
興
味
を
も
ち
、

運
動
能
力
が
活
発
に
な
る
こ
の
時

期
に
、
親
子
で
ふ
れ
あ
い
を
大
切

に
体
操
す
る
こ
と
を
目
的
に
親
子

体
操
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

５
月
６
・
20
・
27
日
、

６
月
10
・
17
・
24
日
、
７
月
１
・

15
日
（
金
曜
日
全
８
回
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所　

石
橋
体
育
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

満
２
〜
３
歳
（
５
月
１

日
現
在
）
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

※
託
児
施
設
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
参
加
者
以
外
は
入
場
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
妊
婦
の
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
参
加
費　

１
組 

１
，５
０
０
円

■
定
員　

20
組
（
先
着
順
）

■
申
込
締
切

　

４
月
27
日
㈬
午
後
５
時
ま
で

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
元
気
ワ
イ
ワ
イ
南
河
内

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー
内
ク
ラ

ブ
窓
口
へ
申
込
書
に
参
加
費
を

添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☎（
48
）５
４
０
１
（
土
・
日
曜
・

祝
・
祭
日
除
く
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
）

グ
リ
ム
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

お
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

担
当　

黒
川

☎（
52
）１
１
８
２
（
月
・
水
・
金

曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

グ
リ
ム
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

20
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

去
る
２
月
14
日
石
橋
商
工
会
館

「
ア
イ
リ
ス
ホ
ー
ル
」
に
て
グ
リ

ム
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
２
０
周

年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
を
は
じ
め
、
多
く
の
来
賓

の
皆
様
か
ら
祝
辞
を
賜
り
、
表
彰

式
で
は
、
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
ご
助

力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
の
意

を
込
め
て
表
彰
い
た
し
ま
し
た
。

　

出
席
者
の
中
に
は
互
い
に
旧
知

の
方
も
多
く
、
昔
話
に
花
を
咲
か

せ
る
な
ど
、
同
窓
会
の
よ
う
な
和

や
か
な
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。

　

グ
リ
ム
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
設
立
は
、
平
成
７
年
に
、
当
時

の
軽
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
が
「
私
達

が
活
動
で
き
る
組
織
が
欲
し
い
」

と
要
望
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

し
た
。
全
国
的
に
今
ま
で
に
は
な

い
組
織
の
形
態
と
い
う
こ
と
で
、

設
立
ま
で
色
々
な
調
整
で
困
難
を

来
た
し
ま
し
た
が
、
当
時
の
石
橋

町
教
育
委
員
会
事
務
局
や
、
町
体

育
指
導
員
、
設
立
検
討
委
員
の
皆

様
の
熱
意
に
よ
り
、
平
成
８
年
度

に
組
織
化
さ
れ
設
立
に
至
り
ま
し

た
。

　

創
立
20
周
年
の
歴
史
の
中
、

脈
々
と
受
け
継
が
れ
た
グ
リ
ム

の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
魂
を

今
後
も
継
承
し
、「
い
つ
で
も
・

ど
こ
で
も
・
誰
と
で
も
」
ス
ポ
ー

ツ
が
楽
し
め
る
ク
ラ
ブ
と
し
て
、

地
域
の
皆
様
に
よ
り
親
し
ま
れ
、

益
々
発
展
す
る
こ
と
と
、
こ
れ

か
ら
も
今
ま
で
同
様
、
関
係
者

の
皆
様
並
び
に
会
員
の
皆
様
か

ら
ご
支
援
と
、
熱
い
情
熱
を
注

い
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
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■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
文
化
課

　

☎（
52
）１
１
１
９

　

（
52
）２
６
２
４

『
平
成
28
年
度
版　

生
涯
学
習
情

報
誌
エ
ー
ル
』発
刊
の
お
知
ら
せ

　
『
平
成
28
年
度
版　

生
涯
学
習

情
報
誌
エ
ー
ル
』
を
3
月
に
発

刊
し
ま
し
た
。

　
『
エ
ー
ル
』
は
「
く
ら
し
に
役

立
つ
学
び
の
応
援
団
」
を
テ
ー

マ
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
自

分
ら
し
く
豊
か
な
人
生
を
送
る

た
め
の
、
多
様
な
講
座
の
情
報

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
掲
載
内
容

　

生
涯
学
習
文
化
課
関
連
の
講

座
内
容
や
日
程
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

・
生
涯
学
習
文
化
課

・
公
民
館

・
図
書
館

・
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

■
配
布
方
法

　

以
下
の
方
法
で
配
布
し
て
い

ま
す
。

①
最
寄
り
の
施
設
窓
口

・
各
公
民
館

・
各
図
書
館

育
て
に
必
要
な
知
識
や
ス
キ
ル

等
を
学
ぶ
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。

　

こ
の
研
修
は
「
親
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
活
用
し
た
家
庭
教

育
支
援
者
の
養
成
を
目
的
と
し

ま
す
。
研
修
で
は
「
親
学
習
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の
体
験
と
プ
ロ
グ

ラ
ム
立
案
や
進
行
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

■
主
催
・
会
場

　

栃
木
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

■
日
程

第
１
回　

６
月
１
日
㈬

第
２
回　

６
月
23
日
㈭

第
３
回　

７
月
４
日
㈪

第
４
回　

７
月
15
日
㈮

■
対
象
者

　

家
庭
教
育
支
援
に
携
わ
っ
て

い
る
方
や
関
心
の
あ
る
方

■
募
集
締
切

　

５
月
16
日
㈪

　

今
年
度
か
ら
託
児
つ
き
と
な

り
、
受
講
時
に
お
子
様
を
お
預

か
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
文
化
課

　

☎（
52
）１
１
１
９

　

（
52
）２
６
２
４

・
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

・
各
庁
舎
窓
口

②
各
戸
配
布

　

自
治
会
加
入
さ
れ
て
い
る
方

に
は
自
治
会
を
通
じ
て
各
戸
配

布
い
た
し
ま
し
た
。

③
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

生
涯
学
習
文
化
課
の
ペ
ー
ジ

か
ら
電
子
版
（PD
F
）
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
文
化
課

　

☎（
52
）１
１
１
９

親
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
指
導
者
研
修

参
加
者
募
集

　
「
親
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
は
、

親
同
士
が
交
流
し
な
が
ら
、
子

下
野
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ス
ク

ラ
ブ（
Ｊ
Ｌ
Ｃ
）会
員
募
集
中

　

下
野
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ス
ク

ラ
ブ
は
、
た
く
さ
ん
の
活
動
を

と
お
し
た
仲
間
作
り
、
子
ど
も

会
の
お
手
伝
い
や
各
種
イ
ベ
ン
ト

へ
の
参
加
な
ど
、
楽
し
さ
い
っ
ぱ

い
の
ク
ラ
ブ
で
す
。

　

新
し
い
仲
間
と
の
出
会
い
が

待
っ
て
る
よ
！

■
入
会
資
格

　

中
学
生
〜
高
校
生

■
会
費　

年
額
１
，０
０
０
円

27
年
度
の
主
な
活
動
の
よ
う
す

定例会（９月） 研修会（６月）

南河内公民館まつり（2月） 子ども会活動のお手伝い（11月） 情報センターまつり（10月）
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と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家
主
催

事
業

「
海
浜
の
旬
・
メ
ロ
ン
」募
集

■
期
日

６
月
11
日
㈯
〜
12
日
㈰
一
泊
二
日

■
内
容

　
メ
ロ
ン
狩
り
体
験
・
塩
づ
く
り
・

砂
浜
遊
び
・
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク　

ほ
か

■
募
集
人
員

　

栃
木
県
民
一
般　

約
２
５
０
名

■
参
加
費

　

大
人　
　

６
，７
０
０
円

　

高
校
生　

５
，２
０
０
円

　

中
学
生　

４
，４
０
０
円

　

小
学
生　

４
，２
０
０
円

　
３
歳
以
上
学
齢
前
３
，４
０
０
円

　

３
歳
未
満　
　

３
０
０
円

■
申
込
方
法

　

は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
話
・
メ
ー

ル
で
施
設
へ
申
し
込
む

〈
必
要
事
項
〉
代
表
者
氏
名
・
郵

便
番
号
・
住
所
・
電
話
番
号
・
参

加
希
望
者
の
氏
名
・
性
別
・
６
月

11
日
現
在
の
年
齢
（
学
年
）

　
（
定
員
を
超
え
る
場
合
は
抽
選
）

■
締
切
り　

５
月
９
日
㈪

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家

茨
城
県
鉾
田
市
玉
田
３
３
６

－

２

　

☎0291-37

‐4004

　

0291-37-4008

　

kaihin-info@
tm
f.or.jp

パ
ソ
コ
ン
講
座（
ワ
ー
ド

２
０
１
３
基
礎
）受
講
生

募
集

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
と

下
野
Ｐ
Ｃ
愛
好
会
と
の
協
働

事
業
に
よ
り
ワ
ー
ド
基
礎
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
ワ
ー
ド

２
０
１
３
を
使
用
し
て
、
パ
ソ

コ
ン
の
扱
い
方
・
文
字
入
力
か

ら
回
覧
文
書
の
作
成
ま
で
、
基

礎
か
ら
学
び
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
パ
ソ
コ
ン
を
始
め

た
い
方
、
基
礎
を
再
確
認
し
た

い
方
へ
受
講
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
コ
ー
ス
及
び
日
時

◎
火
曜
コ
ー
ス
（
全
10
回
）

 　

５
月 

17
日
〜 

７
月
19
日

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

◎
土
曜
コ
ー
ス
（
全
10
回
）

　

５
月
14
日
〜
７
月
16
日

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
定
員

　

各
コ
ー
ス
15
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

■
会
場

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

■
応
募
期
間
及
び
方
法

　

４
月
14
日
㈭
・
15
日
㈮

※ 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
に
ご

来
館
の
う
え
、
費
用
を
添
え
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

自
主
企
画
講
座

「
楽
し
い
絵
手
紙
講
座
」

　

は
が
き
一
枚
の
中
に
、
季
節

感
や
自
分
の
想
い
を
書
き
残
す

絵
手
紙
。
小
さ
く
て
も
奥
の
深

い
芸
術
の
世
界
を
味
わ
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？

■
日
時
と
内
容

　

５
月
24
日
㈫

　
　

ピ
ー
マ
ン
を
描
こ
う

　

５
月
31
日
㈫

　
　

り
ん
ご
を
描
こ
う

　

６
月
14
日
㈫

　
　

季
節
の
花
を
描
こ
う

■
会
場

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

15
名
（
先
着
順
）

■
材
料
費　
　

１
回 

１
０
０
円

■
講
師

　

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

荒
川　

友
見
子 

氏

■
持
ち
物

　

小
皿
２
枚
、水
入
れ
２
個
（
空

ビ
ン
な
ど
）、テ
ィ
ッ
シ
ュ
、持
っ

て
い
る
人
は
絵
の
具
や
顔
料
、

書
道
用
下
敷
き
・
文
鎮

■
受
付

　
４
月
21
日
㈭
〜
５
月
20
日
㈮
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

■
費
用

　

５
，０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
を

お
持
ち
の
方
は
、
３
，０
０
０
円
）

■
テ
キ
ス
ト

　

Ｆ
Ｏ
Ｍ
出
版
「
よ
く
わ
か
る

ワ
ー
ド
２
０
１
３
基
礎
」

■
パ
ソ
コ
ン

　

ワ
ー
ド
２
０
１
３
の
ノ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

持
参
で
き
な
い
方
や
該
当
の
パ

ソ
コ
ン
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、

セ
ン
タ
ー
の
パ
ソ
コ
ン
を
ご
使

用
い
た
だ
け
ま
す
。

■
講
師

　

下
野
Ｐ
Ｃ
愛
好
会
（
パ
ソ
コ

ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
団
体
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作
相
談
窓
口

　

パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時

　

○
５
月
２
日
㈪

　

○
６
月
６
日
㈪

　

午
後
１
時
〜
２
時

■
相
談
受
付

　

下
野
Ｐ
Ｃ
愛
好
会（
パ
ソ
コ

ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
団
体
）

■
会
場
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

講
演
会「
私
が
見
た
巨
大
地
震

の
つ
め
跡　

今
後
の
あ
り
方
」

を
開
催
し
ま
し
た

　
「
地
域
活
動
の
絆
を
深
め
よ
う
」

を
テ
ー
マ
に
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
５
年
後
の
当
日
、
市
民
活
動
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
が
集
い
、

助
け
合
い
や
地
域
の
絆
に
つ
い

て
あ
ら
た
め
て
考
え
、
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
当
初
か
ら
亘
理

町
へ
の
震
災
支
援
に
関
わ
っ
て

き
た
下
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
を
講
師
に
招
き
、
記
録
写
真

等
を
交
え
た
貴
重
な
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
震
発
生

時
刻
に
黙
と
う
を
捧
げ
、
最
後
に

「
花
は
咲
く
」
を
全
員
で
歌
い
な

が
ら
、会
場
一
体
と
な
っ
て
「
絆
」

の
尊
さ
を
噛
み
し
め
ま
し
た
。
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ＱＲコード

　　合同企画のお知らせ　　
■スタンプラリー（全館） 
期　間：４月２日㈯～５月15日㈰
貸出１冊につきスタンプ１個、25個でオリ
ジナルしおり、50個で賞状をプレゼント！
※中学生以下対象

■子ども司書体験講座（全館）
募集期間：４月９日㈯～５月８日㈰
対　象：市内在住の小学４年～６年生
定　員：18名
各図書館にあるチラシに付いた申込書に
必要事項を記入の上、お申し込みください。
応募者多数の場合は抽選になります。

■こどもまつり（石橋・国分寺）
日　程：４月23日㈯・24日㈰の２日間

＜石橋図書館の主な内容＞
「子ども限定！ガチで飛ばそう!!紙飛行機
コンテスト」「下野かるた」「スライム作り」
・24日 午後１時～　かんぴくんが来るよ！

＜国分寺図書館主な内容＞
・23日 午前10時30分～「寺内京子フルート
コンサート」　定員20組　※要申し込み
・24日 午前11時～午後４時 「小山高専によ
るロボうさたん体験」　入場自由

図書館講座や催し物については、図書
館ホームページでもご案内しています。
くわしくは各図書館におたずねください。

利用案内
■４月の図書館カレンダー
 ■南河内図書館 ☎48-2395
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

 ■石橋図書館 ☎52-1136
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

 ■国分寺図書館 ☎44-3399
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

■開館時間
　午前９時～午後７時

■図書館ホームページ
　（蔵書検索・予約システム）
　http://www.library.
 shimotsuke.tochigi.jp/
　携帯電話からのご利用
　https://www.e-tosho.
 com/shimotsuke/mb/

　　南河内図書館　　
■紙しばいと読み語り＆パネルシアター
４月９日㈯　午前10時30分～
絵　本「たんぽぽはたんぽぽ」 他
４月23日㈯　午後２時～
絵　本「どうぶつ連想 それ、だ～れ？」 他
■読書会
４月９日㈯　午前10時～
テキスト／浅田 次郎 著「かわいい自分に
は旅をさせよ」
■赤ちゃんといっしょ～読み語りを聞こう～
４月21日㈭　午前10時30分～
対　象：０歳児（生後２か月～）と保護者
定　員：15組（※要申し込み／参加無料）

　　石橋図書館　　
■第16回グリム童話賞 入賞作品展示中
中学生以下の部で古山小学校の５年生（当
時）が受賞した大賞と奨励賞作品のレプ
リカ展示
■おはなし会　午前10時30分～
４月２日㈯　「こすずめのぼうけん」 他
４月24日㈰ こどもの日スペシャル版
■工作会「毛糸でシュシュ作り」
４月10日㈰　午後２時～
定　員：10名（先着順）※申し込み不要
■読書会
４月13日㈬　午前10時～
テキスト／大原 富枝 著「イエルザレムの
夜」
■乳幼児向けちいさなおはなし会
４月18日㈪　午前10時30分～
■新聞コラム書き写し　※申し込み不要
４月25日㈪　午前10時～ 11時30分

　　国分寺図書館　　
■手作りしおりコンテスト参加者募集
応募期間：４月１日㈮～ 17日㈰
投票期間：４月23日㈯～５月15日㈰
表 彰 式：５月28日㈯
■新聞コラム書き写しの会
４月１日㈮・15日㈮　午前９時～
定　員：20名（※要申し込み／参加無料）
■お話ポケットの会のおはなし会
４月９日㈯　午後２時～
絵　本「うしろにいるのだあれ」 他
■読書会
４月16日㈯　午前10時～
テキスト／古川　薫 著「漂泊者のアリア」
■図書館探検隊！
４月16日㈯　午後２時～
定　員：20名（小学生以下／要申し込み）

図書館 購入図書のご案内（一部）
＜一般書＞
自分のままで暮らす（国） 　…吉沢 久子
　 吉沢氏は今年98歳の家事評論家。老いを受
け止め、さらにたくましくしなやかに毎日を過ご
す著者からの、メッセージが詰まった一冊。
ゼロ秒思考 行動編（国） …赤羽 雄二
真田一族巡礼の旅ガイド（南） …かみゆ歴史編集部
老嬢物語（南） …高楼 方子
また、同じ夢を見ていた（石） …住野 よる
ラメルノエリキサ（石） …渡辺　優
＜児童書＞
まくらちゃんです。（国） …とよた かずひこ
ひともじえほん（国） …こんどう りょうへい
英語でわかる！日本・世界（南） …松本 美江
錦織圭 －世界の頂点へ－（南） …本郷 陽二
いつだってともだち（石） …内田 麟太郎
妖怪用心火の用心（石） …富安 陽子

※掲載の本は所蔵館に限らず、市内３図書館
どこでも貸出（貸出中は予約）が可能です

Library Inform
ation
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図書館であなたの人生の一冊に出会おう

読書人

◇紹介文の最後に、所蔵している図書館を表示してあります。【（南）＝南河内　（石）＝石橋　（国）＝国分寺】
所蔵館以外でも予約をしていただければ貸出しが可能です。詳しくは図書館にお尋ねください。

南河内図書館 ☎（48）2395 ／石橋図書館 ☎（52）1136 ／国分寺図書館 ☎（44）3399

寺】

読書人

今月のテーマ
平成27年度 下野市貸出ベスト！
　平成27年度に下野市内3図書館で貸
出回数の多かった本を紹介します。
　一般書の１位は、単行本の累計発行
部数が200万部を超える大ヒットとなっ
た芥川賞受賞作「火花」でした。
　児童書は上半期5位だった「極寒のサ
バイバル」が年間1位になりました。
　上半期ベスト(昨年10月号掲
載)と重複する作品もあるので、
1位以外は順位に関係なくピック
アップして紹介します。

一般書２位

山女日記

湊 かなえ 著
幻冬舎

児童書７位

のせてのせて
100 かいだての
バス

マイク・スミス 作
ふしみみさを 訳
ポプラ社

“ 自分は人生の選択を間違ったの
だろうか？ ” 山を舞台に人生を見
つめ直す女性たちの心理を丁寧に
書き込んだ連作長篇。湊作品だが
ミステリーではない。（南・石・国）

いつもと違う道を曲がったら、ゆか
いな旅のはじまりだ！お客さんを
次々乗せて、バスはついに 100 か
いだてに！バスが 100 かいだて？
そんなことってアリ？　（南・石・国）

一般書５位

虚ろな十字架

東野 圭吾 著
光文社

別れた妻が殺された。あのとき離
婚していなければ、また遺族にな
るところだった…。平成 26 年５
月発売以来ロングヒットとなった
東野圭吾の作品。　 （南・石・国）

どんぐりむらのほんやさん
なかやみわ さく　学研教育出版

児童書４位

本の力で子どもを元気にした店長さ
んなど、頑張る本屋さんのお仕事ぶ
りを描いた絵本。ぱんやさんやぼう
しやさんなど、シリーズ作品もある
ので読んでほしい。　（南・石・国）

火　花
又吉　直樹 著
文藝春秋

極寒のサバイバル
洪　在徹 文
朝日新聞出版

笑いとは何か、人間とは何かを
描いた、芸人ピース・又吉直
樹のデビュー小説。図書館では
現在も予約待ちが続いているの
で、貸出し希望者は予約必須。
　　　　　　　　（南・石・国）

大人気・科学漫画サバイバルシ
リーズ。物語を楽しみながら、
極寒の地の自然現象や動物など
の知識がつく。シリーズの他の
本もぜひ読んでほしい。（南・石）

児
童
書
ベ
ス
ト
１

一
般
書
ベ
ス
ト
１

〈一般書〉貸出ベスト10
１．「火　花」 又吉　直樹 著

２．「山女日記」 湊　かなえ 著

３．「豆の上で眠る」 湊　かなえ 著

４．「火星に住むつもりかい？」 伊坂幸太郎 著

５．「虚ろな十字架」 東野　圭吾 著

６．「サラバ！（上）」 西　加奈子 著

７．「絶　唱」 湊　かなえ 著

８．「物語のおわり」 湊　かなえ 著

９．「祈りの幕が下りる時」 東野　圭吾 著

10．「母　性」 湊　かなえ 著

〈児童書〉貸出ベスト10
１．「極寒のサバイバル」 洪　在徹 文

２．「100 かいだてのいえ」 いわいとしお 作

３．「かいけつゾロリのクイズ王」 原 ゆたか 作

４．「どんぐりむらのほんやさん」 なかや みわ 作

５．「実験対決⑩」 ゴムドリ co. 文

６．「思い出のマーニー」

 ジョーン G. ロビンソン 原作

７．「のせてのせて 100 かいだてのバス」

 マイク・スミス 作

８．「自然史ミュージアムのサバイバル①」

 ゴムドリ co. 文

９．「かいけつゾロリのじごくりょこう」

 原 ゆたか 作

10．「バムとケロのもりのこや」 島田 ゆか 作
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しもサタトリオしもサタトリオしもサタトリオ

「しもサタ」の愛称で親しまれてきましたこの番組は、
2013年７月からスタートし、毎週土曜の朝９時半に放送して
まいりました。「おそようございます」の愛言葉から始まり、下
野市の魅力を沢山発信してきました。オススメスポットやお店
に取材に行ったり、身体を張って参加した特別救助隊の訓練や
ボルダリング、リバーツーリング。他にもかんぴょうを育てた
り、トンボ玉作ったり、お豆腐やしもつかれなどのお料理にも
挑戦！取材を通して、私たちは下野市の皆さんのあたたかさを
肌で感じることができました。取材にご協力いただき、関わっ
てくださたった皆様、番組を聞いてくださった皆様、本当にあ
りがとうございました。私達しもサタトリオはこれからも下野
市を全力でPRしていきたいと思っています。そして、また違っ
た形で皆様に情報をお届けできるように進んでいきます！

25年度25年度25年度 下
野
市
柴
に
あ
る
洋
食
レ
ス

ト
ラ
ン
。お
話
の
上
手
な

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
藤
生
さ
ん

を
取
材
！　

←

↑夕顔を持ってみました！
翌年にはしもサタでかんぴょ
うを育てる「かんぴょう日記」
もスタート！池田さんご協力
ありがとうございました！

↑下野ブランドに認定された
「干瓢の八幡巻」について、企業
組合らんどまあむの大越さん
に取材しました。

↑大沼さんに教わって、かんぴょう入
りしもつかれ作りに挑戦。自分で作っ
たしもつかれは最高でした♪

↑下野市が誇るアスリート、柔道日本
代表の高藤直寿選手にもインタ
ビュー！

→
下
野
市
の
国
際
交
流
員
リ

ン
さ
ん
と
ド
イ
ツ
の
ハ
ン

バ
ー
グ
作
り

また会いま
しょう！

また会いま
しょう！

Shimotsuke

広報しもつけ　2016.4
42



しもサタトリオ

25年度

また会いま
しょう！

↑笑顔がステキな板橋副市長！
市制10周年を迎える下野市につ
いてインタビュー！

きまグルＴＶの撮影で人気声
優の下野紘さん（写真下段
左）、音楽クリエイターのヒャ
ダインさん（写真下段中央）が
下野市にやってきました！！
しもサタコンビと広瀬市長
（写真下段右）でお写真を撮り
ました！↑カンピくんと

下野市のＰＲ！

26年度26年度26年度

27年度27年度27年度

↑ドイツからきた学生
の皆さんとの交流。下野
市を満喫できたかな？

みさみさダイエット
企画！大成功！！↓

カヌーで川を下るリバー
ツーリングにも挑戦！
しもサタ、体を張ります！

↑国際交流員のマシアスさんとお豆腐作り！
新谷ご夫妻ご協力ありがとうございました！

石橋消防署の特別救助隊
↓訓練にも参加しました！

広瀬寿雄市
長に

  新春イン
タビュー広瀬寿雄市
長に

  新春イン
タビュー広瀬寿雄市
長に

  新春イン
タビュー

♪♪♪
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一目でわかる
見逃せないイベントカレンダー
カッコの数字は広報掲載された月とページです。
詳しくは記事をご覧ください。

と
く
に
お
す
す
め
！

グリムの館ゴールデンウィークイベント…P46

なのはな・れんげまつり…P46

４月から組織が変わります…P47

こどもの広場いしばしオープン…P48

優良運転者表彰…P52

月 火 水 木 金 土 日
4/1 2 3
ごみ収集等の
変更（2.28）
アコーディオ
ンによる歌声
「南河内公民
館」（3.59）

シングルテニス大会
（3.43）

4 5 6 7 8 9 10
パソコン基本
操作相談会
（3.14）

佑奈

能力アップ教
室（3.57）

動物戦隊
ジュウオウジャーショー
（4.44）

11 12 13 14 15 16 17
フレッシュ
ママ・パパ
（3.30）

アコーディオ
ンによる歌声
「石橋公民館」
（3.59）

あべ静江
歌謡ショー
（4.44）

市民活動補助選考会
（3.18）
子育て巡回相談（3.29）

とちおとめ25ショー
（4.44）

18 19 20 21 22 23 24

ようちゃん

お笑いライブ
（4.44）

なのはな・れんげまつり
（4.46）

花まつりカラオケ大会
（4.44）

25 26 27 28 29 30 5/1

ハルくん

あすか美生＆MIHO-KO
ショー（4.44）

2 3 4 5 6 7 8
パソコン基本
操作相談会
（3.14）

ファミリー映
画劇場（4.46）

ゴールデン
ウィークを楽
しもう（4.46）

グリムのかば
ん（4.46）

下野市役所新
庁舎開庁（4.2）
アコーディオ
ンによる歌声
「南河内公民
館」（3.59）

復曲能「宍戸」（3.7）

9 10 11 12 13 14 15
がん患者と
家族のサロン
（4.54）

誕生日のみんな！
おめでとう

今月誕生日の児童を掲載しています。掲載されている日付けと写真児童の誕生日は関係ありません。

今
月
誕
生
日
！
…
誕
生
月
の
広
報
の
こ
の
ペ
ー
ジ
に
お
子
さ
ん
（
小
学
生
ま
で
）の
写
真
を
載
せ
ま
せ
ん
か
。
メ
ー
ル
ま
た
は
窓
口（
総
合
政
策
課
☎
（40）
５
５
５
０
）で
掲
載
月
の
前
々
月
末
日（
例
12
月
号
希
望
の
場
合
は
10
月
31
日
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
申
し
込
み
の
場
合
は
、①
申
込
者（
保
護
者
）の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
②
誕
生
月
③
写
真
の
児
童
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム（
記
載
が
な
い
場
合
は
無
記
名
で
掲
載
し
ま
す
）及
び
写
真
デ
ー
タ（
２
メ
ガ
バ
イ
ト
以
内
）をinfo@

city.shim
otsuke.lg.jp

ま
で
送
信
く
だ
さ
い
。

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
提
出
い
た
だ
い
た
写
真
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。
掲
載
可
否
の
お
問
い
合
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
版
権
は
市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
広
報
し
も
つ
け
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
ま
す
。
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イ
ベ
ン
ト

M
usic M

ake 
主
催
ジ
ャ

ズ
コ
ン
サ
ー
ト
＆
歌
声
広
場

5/22
　

毎
回
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
歌
声
広
場
も
４
回
目
を
迎
え

ま
す
。

　

今
回
は
プ
ロ
の
ジ
ャ
ズ
演
奏
と

あ
わ
せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

５
月
22
日
㈰

　

午
後
１
時
開
演

■
場
所　

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

■
ゲ
ス
ト
（
敬
称
略
）

　

水
口
昌
昭
（
ギ
タ
ー
）

　

高
梨
道
生
（
ベ
ー
ス
）

　

バ
イ
ソ
ン
片
山
（
ド
ラ
ム
ス
）

■
演
奏
協

　

枯
葉
、
ア
マ
ポ
ー
ラ　

他

■
参
加
費
（
お
茶
代
込
み
）

　

５
０
０
円

※
要
予
約
・
先
着
順
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

代
表　

阿
久
津

　

☎
０
９
０（
４
２
１
７
）０
２
０
４

　

別
井

　

☎
０
９
０（
４
５
３
９
）３
２
６
８

グ
リ
ム
の
館

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

5/3-5

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
映
画
劇
場

「
ミ
ニ
オ
ン
ズ
」

　

親
子
で
楽
し
め
る
映
画
を
上
映

し
ま
す
。

■
日
時　

５
月
３
日
㈫
・
祝

　

①
午
前
10
時
〜　

　

②
午
後
１
時
30
分
〜

■
場
所

　

グ
リ
ム
の
館
多
目
的
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

１
０
０
円

■
そ
の
他

　

４
月
３
日
か
ら
整
理
券
を
販
売

し
ま
す
。
整
理
券
は
、
座
席
を
使

用
す
る
１
人
１
枚
必
要
で
す
。

　

券
は
、
１
人
４
枚
ま
で
購
入
で

き
ま
す
。

○
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
楽
し

も
う

■
日
程　

５
月
４
日
㈬
・
祝

■
場
所　

グ
リ
ム
の
森

■
参
加
料　

無
料

「
移
動
動
物
園
」

　

宇
都
宮
動
物
園
か
ら
、
ウ
サ
ギ

な
ど
の
小
動
物
と
触
れ
合
え
る
移

動
動
物
園
が
や
っ
て
き
ま
す
。

■
時
間

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

「
親
子
で
楽
し
む
軽
ス
ポ
ー
ツ
」

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
や
輪
投
げ

な
ど
、
親
子
で
一
緒
に
軽
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
も
う
！

■
時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

■
協
力

　

グ
リ
ム
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
え
り
ん
＆
う
さ
ぽ
ん
☆
の
バ
ル

ー
ン
シ
ョ
ー
」

　

う
さ
ぽ
ん
☆
団
に
よ
る
楽
し
い

バ
ル
ー
ン
シ
ョ
ー
で
す
。

■
時
間

　

①
午
前
11
時
30
分
〜

　

②
午
後
１
時

○
グ
リ
ム
の
か
ば
ん

　

か
ば
ん
の
中
か
ら
、
グ
リ
ム
童

話
が
次
々
飛
び
だ
し
ま
す
。
ど
ん

な
人
形
劇
が
出
て
く
る
か
な
？

■
日
時

　

５
月
５
日
㈭
・
祝

　

午
後
２
時
開
演

■
場
所

　

グ
リ
ム
の
館
多
目
的
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

無
料
で
す
が
、
４
月

３
日
よ
り
グ
リ
ム
の
館
で
配
付
す

る
整
理
券
が
必
要
で
す
。

■
そ
の
他

　

整
理
券
は
、
座
席
を
使
用
す
る

１
人
１
枚
必
要
で
す
。

　

券
は
、
１
人
に
４
枚
ま
で
お
渡

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

グ
リ
ム
の
森
「
グ
リ
ム
の
館
」

　

☎（
52
）１
１
８
０

な
の
は
な
・

れ
ん
げ
ま
つ
り

4/23

　

下
野
市
の
自
然
と
お
花
を
楽
し

む
ま
つ
り
を
、
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

４
月
23
日
㈯

午
前
11
時
〜
午
後
２
時（
雨
天
中
止
）

■
会
場

　

道
の
駅
し
も
つ
け
東
側
の
花
畑

■
催
し
内
容

　

れ
ん
げ
で
王
冠
づ
く
り
、
小
動

物
と
の
ふ
れ
あ
い
、
ぬ
り
え
、
オ

ニ
オ
ン
ス
ー
プ
サ
ー
ビ
ス
、
花
摘

み
な
ど

○ 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
観
光
協
会

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
観
光
協
会

　
（
オ
ア
シ
ス
ポ
ッ
ポ
館
内
）

　

☎（
39
）６
９
０
０

お
知
ら
せ

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

　

関
博
美
様
か
ら
、
D
V
D
ま
ん

が
日
本
昔
ば
な
し
を
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

国
分
寺
西
小
学
校
に
て
、
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

2

1
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４
月
か
ら
組
織
の
一

部
が
変
わ
り
ま
す
！

■
「
新
庁
舎
準
備
室
」
を
廃
止
し

ま
す

　
『
新
庁
舎
準
備
室
』
に
お
い
て

新
庁
舎
の
建
設
や
開
庁
の
準
備
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
、

新
庁
舎
が
完
成
す
る
こ
と
に
伴
い
、

新
庁
舎
準
備
室
を
廃
止
し
、
事
務

を
総
務
人
事
課
で
引
き
継
ぎ
ま
す
。

■
総
合
政
策
課
内
に
「
地
方
創
生

推
進
グ
ル
ー
プ
」
を
配
置
し
ま
す

　

人
口
減
少
問
題
等
に
的
確
に
対

応
す
る
た
め
、『
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
』
の
施
策

事
業
の
展
開
や
進
捗
管
理
な
ど
、

地
方
創
生
に
係
る
総
合
的
な
企
画
、

調
整
及
び
推
進
を
図
り
ま
す
。

■
契
約
検
査
課
内
に
「
検
査
調
整

グ
ル
ー
プ
」
を
配
置
し
ま
す

　

公
共
事
業
に
お
け
る
一
連
の
業

務
を
専
門
的
か
つ
横
断
的
な
視
点

で
検
証
す
る
役
割
を
担
う
と
と
も

に
、
コ
ス
ト
縮
減
を
含
む
事
業
全

体
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
人
事
課　

☎（
40
）５
５
５
１

市
民
活
動
補
助
事
業
公
開
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
お
知
ら
せ

　

市
民
活
動
補
助
事
業
は
、
地
方

創
生
た
め
、
地
域
・
社
会
の
た
め

に
行
う
活
動
の
経
費
の
一
部
を
補

助
す
る
公
募
型
の
補
助
制
度
で
す
。

　

応
募
団
体
が
事
業
の
説
明
（
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
を
行
い
、

選
考
会
の
審
査
を
経
て
、
選
定
さ

れ
た
事
業
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

　
「
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
感
じ

て
い
た
だ
け
る
良
い
機
会
で
す
の

で
、
市
民
活
動
に
興
味
の
あ
る
方

を
は
じ
め
、
広
く
市
民
の
皆
様
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

■
日
時

　

４
月
16
日
㈯

　

午
前
９
時
か
ら

■
会
場

 　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
協
働
推
進
課

　

☎（
40
）５
５
８
５
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3

3月～5月は県内一斉地方税滞納整理強化月間です

県内一斉に滞納整理の強化に取り組みます！
納税の公平と税収の確保を図るため、３～５月を「県内一斉地方税滞納整理強化月間」
として、栃木県と協働して県内一斉に徴収の強化に取り組みます。

市税等の納付はお済みですか？
　平成27年度の市税等の納め忘れはありませんか？
納期限を過ぎると、遅れた日数に応じて延滞金がかか
ります。なお、未納金額の多少に関わらず財産の調査と
差押は行います。速やかに納付してください。
（市では「現年度滞納の早期解消」を推進しており、
勤務先への給与照会なども積極的に行っています）

　特別な事情により、納付が困難な場合は、早めに納
付の相談をしてください。

　納税は、安全・便利・確実な口座振替をご利用くださ
い。
　納期を忘れて未納になることを防ぎ、市役所や金融機
関に行って納める手間も省けて大変便利です。
　取扱金融機関へお申し込みください。

税務課収納グループ　☎（４０）５５５４
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平
成
28
年
国
民
生
活
基
礎

調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す

■
国
民
生
活
基
礎
調
査
と
は

　

保
健
、
医
療
、
福
祉
、
年
金
、

所
得
等
国
民
生
活
の
基
礎
的
事
項

を
調
査
し
、
厚
生
労
働
行
政
の
企

画
及
び
運
営
に
必
要
な
た
め
、
県

内
１
０
０
地
区
を
対
象
に
６
月
と

７
月
の
２
回
に
渡
り
実
施
さ
れ
ま

す
。
下
野
市
で
は
、
３
地
区
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

■
調
査
の
方
法

　

栃
木
県
知
事
よ
り
任
命
を
受
け

た
統
計
調
査
員
が
、
対
象
と
な
り

ま
し
た
地
区
に
お
住
い
の
全
て
の

方
へ
直
接
訪
問
し
調
査
票
を
配
布

し
、
記
入
済
の
調
査
票
を
回
収
し

ま
す
の
で
、
調
査
票
に
ご
記
入
後
、

訪
問
し
た
統
計
調
査
員
へ
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

※
電
話
等
で
調
査
内
容
を
聞
き
取

り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
内
容
に
関
し
て
は
、
栃
木

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
栃
木
県

健
康
増
進
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
健
康
増
進
課　

☎
0
2
8
（
6
2
3
）
3
0
9
5

　

石
橋
庁
舎
の
東
隣
に
あ
る
石
橋

児
童
館
は
、
建
物
の
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
新
庁
舎
開

庁
に
併
せ
閉
館
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
長
い
間
、
ご
利
用
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

新
た
に
、
児
童
館
に
準
じ
る
施

設
と
し
て
「
こ
ど
も
の
広
場
い
し

ば
し
」
を
花
の
木
の
旧
テ
ー
マ
館

に
開
設
し
ま
す
。

■
石
橋
児
童
館
の
閉
館

　

４
月
26
日
㈫
午
後
５
時
を
も
っ

て
閉
館
と
な
り
ま
す
。

■
こ
ど
も
の
広
場
い
し
ば
し

　

５
月
６
日
㈮
午
前
９
時
オ
ー
プ

ン
、
児
童
館
と
同
様
に
18
歳
未
満

の
子
ど
も
た
ち
が
安
全
・
安
心
に

集
え
る
施
設
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
遊
び
の
場
と
遊

び
を
提
供
し
、
心
身
と
も
健
や
か

に
成
長
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

下
校
後
の
小
学
生
が
楽
し
め
る
遊

び
も
た
く
さ
ん
用
意
し
て
ま
す
。

　

１
歳
５
か
月
〜
３
歳
児
の
親
子

向
け
の
教
室
も
開
催
し
ま
す
。
気

軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
所
在
地

　

花
の
木
三
丁
目
８
番
21
号

■
開
館
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

■
休
館
日

　

日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
（
12

月
29
日
〜
１
月
３
日
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

石
橋
児
童
館

　

☎（
52
）１
１
２
９

※ 

電
話
番
号
に
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん

　

子
育
て
家
族
が
イ
ベ
ン
ト
に
安

心
し
て
参
加
で
き
る
よ
う
、
テ
ン

ト
や
折
り
た
た
み
式
オ
ム
ツ
交
換

台
等
備
品
一
式
を
「
移
動
式
赤
ち

ゃ
ん
の
駅
」
と
し
て
無
料
で
貸
し

出
し
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
時
の

オ
ム
ツ
交
換
や
授
乳
の
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
貸
出
し
の
条
件

・ 

市
内
で
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
す
る

団
体

・ 

特
定
の
政
治
、
思
想
ま
た
は
宗

教
の
活
動
を
目
的
と
し
な
い

団
体
及
び
イ
ベ
ン
ト

・ 

乳
幼
児
を
連
れ
た
保
護
者
が
参

加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

・ 

法
令
ま
た
は
公
序
良
俗
に
反
し

な
い
団
体
お
よ
び
イ
ベ
ン
ト

■
利
用
の
流
れ

①
申
し
込
み

　

貸
出
申
込
書
を
、
イ
ベ
ン
ト
の

内
容
が
わ
か
る
資
料
を
添
え
て
、

こ
ど
も
福
祉
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ

い
。
受
け
付
け
は
、
貸
出
日
の
６

か
月
前
か
ら
７
日
前
ま
で
で
す
。

　

貸
出
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
中
で
す
。

②
申
込
者
へ
の
通
知

　

審
査
の
う
え
、
申
込
者
に
通
知

し
ま
す
。

③
借
り
受
け

　

申
込
者
は
、
こ
ど
も
福
祉
課
か

ら
「
移
動
式
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
（
テ

ン
ト
等
一
式
）」
を
借
り
受
け
て

く
だ
さ
い
。

④
返
却

　

こ
ど
も
福
祉
課
に
使
用
実
績

報
告
書
を
添
え
て
、「
移
動
式
赤

ち
ゃ
ん
の
駅
（
テ
ン
ト
等
一
式
）」

を
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
４

石
橋
児
童
館
が
閉
館
し

こ
ど
も
の
広
場
い
し
ば
し
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す

「
移
動
式
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」の
無
料
貸
出
し
中
！

■
問
い
合
わ
せ
先　

こ
ど
も
福
祉
課　

☎（
52
）１
１
１
４

石橋小学校

大松山
公園

こどもの広場
いしばし

国
道
４
号
線

県
道
46
号

4
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親
子
教
室

参
加
者
募
集
！

　

児
童
館
で
は
年
間
を
通
し
て
親

子
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今

年
も
リ
ズ
ム
あ
そ
び
、
製
作
、
季

節
の
行
事
な
ど
親
子
が
楽
し
く
ふ

れ
あ
え
る
遊
び
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

　

幼
稚
園
・
保
育
園
へ
の
入
園
前

の
ひ
と
と
き
を
少
し
で
も
お
手
伝

い
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。
親
子

で
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
一
緒
に
子

育
て
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

◎
国
分
寺
東
児
童
館

ひ
よ
こ
教
室

◎
国
分
寺
駅
西
児
童
館

バ
ン
ビ
教
室

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
１
歳
６

か
月
〜
３
歳
の
親
子

■
開
催
日
時

　

第
２
・
第
４
火
曜
日

　

午
前
10
時
〜
11
時

■
定
員　

各
児
童
館
15
組

■
募
集
開
始　

４
月
12
日
㈫
か
ら

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
申
込
み
方
法　

直
接
各
児
童
館

へ
（
電
話
申
込
は
不
可
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

国
分
寺
東
児
童
館

　

☎（
44
）２
６
０
４

　

国
分
寺
駅
西
児
童
館

　

☎（
44
）０
７
８
６

◎
石
橋
児
童
館

（
こ
ど
も
の
広
場
い
し
ば
し
）

　

な
か
よ
し
教
室

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
２
歳
〜

３
歳
児
の
親
子

■
開
催
日
時

　

第
２
・
第
４
火
曜
日

　

午
前
10
時
〜
11
時

■
定
員　

14
組

　

ふ
れ
あ
い
教
室

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
１
歳
５

か
月
〜
２
歳
ま
で
の
親
子

■
開
催
日
時

　

第
１
・
第
３
火
曜
日

　

午
前
10
時
〜
11
時

■
定
員　

14
組

■
募
集
開
始　

４
月
12
日
㈫
か
ら

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
申
込
み
方
法　

直
接
石
橋
児
童

館
へ
（
電
話
申
込
は
不
可
）

■
申
込
み
・
問
い
合
せ
先

　

石
橋
児
童
館　

　

☎（
52
）１
１
２
９

◎
南
河
内
児
童
館

　

の
び
の
び
ひ
ろ
ば

■
対
象
者

　
市
内
在
住
の
０
歳
〜
３
歳
の
親
子

■
開
催
日
時　

毎
週
水
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
〜

※
原
則
、
申
込
不
要
。
参
加
自
由

■
問
い
合
わ
せ
先

　

南
河
内
児
童
館

　

☎（
44
）８
４
２
０

　

市
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
が
就

業
に
つ
な
が
る
資
格
を
取
得
し
自

立
で
き
る
よ
う
、
各
種
給
付
金
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
さ
ら
に
利
用
し

や
す
い
制
度
に
な
り
ま
し
た
。
利

用
に
あ
た
っ
て
は
、
必
ず
事
前
に

こ
ど
も
福
祉
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定

試
験
合
格
支
援
給
付
金

　

高
等
学
校
を
卒
業
し
て
い
な
い

母
子
家
庭
の
母
・
父
子
家
庭
の
父

と
そ
の
子
ど
も
が
、
高
等
学
校
卒

業
程
度
認
定
試
験
に
合
格
す
る
た

め
の
講
座
を
受
講
し
た
場
合
、
そ

の
費
用
の
一
部
を
支
給
し
ま
す
。

「
受
講
修
了
時
給
付
金
（
2
割
）」

と
「
合
格
時
給
付
金
（
4
割
）」

と
を
合
わ
せ
て
最
大
で
6
割
（
上

限
15
万
円
）
ま
で
支
給
し
ま
す
。

　
自
立
支
援
教
育
訓
練

給
付
金

　

母
子
家
庭
の
母
・
父
子
家
庭
の

父
が
、
就
職
に
つ
な
げ
る
能
力
開

発
の
た
め
に
教
育
訓
練
講
座
を
受

講
し
た
場
合
、
支
払
っ
た
費
用
の

一
部
を
支
給
し
ま
す
。

　

支
給
額
は
従
来
、
費
用
の
2
割

（
上
限
10
万
円
）
で
し
た
が
、
今

年
度
か
ら
は
費
用
の
6
割
（
上
限

20
万
円
）
に
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

高
等
職
業
訓
練
促
進

給
付
金

　

母
子
家
庭
の
母
・
父
子
家
庭
の

父
が
、
就
職
に
有
利
な
資
格
を
取

得
す
る
た
め
に
養
成
機
関
で
修
学

す
る
場
合
に
、
生
活
の
負
担
軽
減

を
図
る
た
め
給
付
金
を
支
給
し
ま

す
。

　

支
給
額
は
、
市
民
税
非
課
税
世

帯
月
額
10
万
円
、
市
民
税
課
税
世

帯
月
額
7
万
5
百
円
で
す
。
卒

業
時
に
は
、
市
民
税
非
課
税
世

帯
5
万
円
、
市
民
税
課
税
世
帯

2
万
5
千
円
の
修
了
支
援
給
付
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

従
来
は
、
2
年
以
上
修
学
す
る

資
格
が
対
象
で
支
給
期
間
も
2
年

間
で
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
1
年

以
上
修
学
す
る
資
格
が
新
た
に
対

象
と
な
り
支
給
期
間
も
3
年
間
に

延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
仕
事
を
し
な
が
ら
通
信

制
を
利
用
す
る
場
合
も
対
象
に
な

り
ま
し
た
。

　

対
象
資
格
も
拡
大
さ
れ
、
看
護

師
・
保
育
士
・
介
護
福
祉
士
・
理

学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
に
加
え
、

調
理
師
・
製
菓
衛
生
師
等
も
対
象

と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
そ
の
他
の
資
格
取
得
に

つ
い
て
や
、
以
前
よ
り
修
学
し
今

年
度
も
修
学
し
て
い
る
場
合
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
支
給
要
件

　

こ
れ
ら
の
給
付
金
に
は
、
受
給

者
本
人
の
所
得
制
限
（
同
居
親
族

の
所
得
制
限
は
な
く
な
り
ま
し

た
。）
等
の
詳
細
な
要
件
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
市
で
は
修
学
や
受

講
を
す
る
前
に
、
資
格
取
得
後
の

就
業
等
に
つ
い
て
お
聞
き
し
て
い

ま
す
の
で
、
必
ず
事
前
に
こ
ど
も

福
祉
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
52
）1
1
1
4

　
　

ひ
と
り
親
家
庭
の
就
業
支
援
が

　
　
　
　

利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た

新規充実

充実
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■
と
ち
ぎ
笑
顔
つ
ぎ
つ
ぎ
カ
ー
ド

と
は
？

　

18
歳
以
下
の
お
子
様
を
養
育
す

る
世
帯
と
妊
婦
さ
ん
が
い
ら
っ
し

ゃ
る
世
帯
の
方
が
、
こ
の
カ
ー
ド

を
協
賛
す
る
店
舗
や
施
設
に
提
示

す
る
と
、
割
引
や
特
典
な
ど
の
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

■
全
国
で
利
用
す
る
に
は
？

　

と
ち
ぎ
笑
顔
つ
ぎ
つ
ぎ
カ
ー
ド

が
４
月
か
ら
全
国
（
一
部
都
府
県

を
除
く
。）
の
「
子
育
て
支
援
パ

ス
ポ
ー
ト
事
業
」
協
賛
店
舗
等
で

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

全
国
で
利
用
す
る
に
は
、
全
国
共

通
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ
た
カ

ー
ド
が
必
要
で
す
。

　

す
で
に
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
、

全
国
で
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方

に
は
、
窓
口
で
全
国
共
通
ロ
ゴ
マ

ー
ク
の
シ
ー
ル
を
お
貼
り
し
ま
す
。

カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
う
え
、
下
記

の
受
付
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
新
規
発
行
に
は
？

　

カ
ー
ド
の
発
行
を
ご
希
望
の
方

は
、
お
子
様
の
保
険
証
や
母
子
手

帳
等
を
お
持
ち
の
う
え
、
下
記
の

受
付
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
受
付
窓
口

・
こ
ど
も
福
祉
課

　
（
石
橋
庁
舎
１
階
）

・
健
康
増
進
課

　
（
き
ら
ら
館
）

・
市
民
課
国
分
寺
窓
口

　
（
国
分
寺
庁
舎
１
階
）

・
市
民
課
南
河
内
窓
口

　
（
南
河
内
図
書
館
２
階
）

※ 

新
庁
舎
開
庁
後
は
、
こ
ど
も
福

祉
課
の
み
の
受
付
と
な
り
ま

す
。

■
有
効
期
限

　

お
子
様
が
18
歳
に
到
達
し
て
最

初
の
３
月
31
日
を
迎
え
る
ま
で

■
ご
利
用
に
あ
た
っ
て

・ 

カ
ー
ド
の
裏
面
に
お
名
前
・
誕

生
年
月
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

・ 

カ
ー
ド
に
記
入
さ
れ
た
お
子
様

や
妊
婦
の
方
と
同
居
す
る
ご

家
族
に
限
り
有
効
で
す
。

・ 

全
国
の
協
賛
店
舗
等
の
詳
細
は
、

と
ち
ぎ
未
来
ク
ラ
ブ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

・ 

カ
ー
ド
の
配
布
に
関
す
る
こ
と

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
４

・
協
賛
店
舗
等
の
確
認

　

と
ち
ぎ
未
来
ク
ラ
ブ
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一
人
で
も
乳
幼
児
を
保
育
す
る

（
預
か
る
）事
業
を
行
う
皆
様
へ

　

こ
れ
ま
で
は
１
日
に
保
育
す
る

乳
幼
児
が
６
人
以
上
の
認
可
外
保

育
施
設
や
認
可
外
の
訪
問
型
保
育

事
業
（
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
事
業
）

を
行
う
場
合
は
、
届
け
出
が
必
要

で
し
た
。
４
月
か
ら
は
１
日
に
保

育
す
る
乳
幼
児
の
数
が
１
人
以
上

の
場
合
は
届
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。（
た
だ
し
、
事
業
所
内
保
育

施
設
、
臨
時
に
設
置
さ
れ
る
場
合

等
は
除
き
ま
す
。）

※
届
出
は
、
１
月
か
ら
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

■
届
出
先

・
認
可
外
保
育
施
設

・
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
事
業
者

↓ 

施
設
・
事
業
所
が
所
在
す
る
都

道
府
県
（
市
経
由
）

・
個
人
の
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー

↓ 

お
住
ま
い
の
都
道
府
県
（
市
経

由
）

　

な
お
、
こ
ど
も
の
預
か
り
サ
ー

ビ
ス
の
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
を
活

用
し
て
事
業
を
実
施
し
て
い
る
方

は
、
利
用
し
て
い
る
マ
ッ
チ
ン
グ

サ
イ
ト
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
届
け
出
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
認
可
外
保
育
施
設
及
び

認
可
外
の
訪
問
型
保
育
事
業
者
は
、

保
護
者
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
預

け
ら
れ
る
よ
う
に
積
極
的
に
研
修

を
受
講
し
、
保
育
従
事
者
の
質
の

向
上
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

１
日
に
保
育
す
る
乳
幼
児
が
５
人

以
下
の
施
設
等
は
、
研
修
の
受
講

状
況
に
つ
い
て
、
届
出
事
項
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
留
意
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
４

ピ
ン
ク
レ
デ
ィ
ー
を

踊
ろ
う
会
参
加
者

　

Ｕ
Ｆ
Ｏ
や
ペ
ッ
パ
ー
警
部
の
楽

し
い
フ
レ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
て
踊
り

ま
し
ょ
う
。
初
め
て
の
方
、
ひ
と

り
で
の
参
加
も
大
丈
夫
で
す
。

■
日
時　

５
月
18
日
㈬

■
場
所

　

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー　

ホ
ー
ル

■
参
加
費　

５
０
０
円（
会
場
費
）

■
持
ち
物

　

動
き
や
す
い
服
装
、
タ
オ
ル
、

ス
ニ
ー
カ
ー
（
外
で
使
っ
た
も
の

は
底
を
洗
っ
て
使
用
可
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

高
橋　

☎（
44
）５
０
３
５

　
　

と
ち
ぎ
笑
顔
つ
ぎ
つ
ぎ
カ
ー
ド
が
４
月
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

全
国
で
利
用
可
能
に
な
り
ま
し
た

窓口でシールを貼ります
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『
声
か
け
ふ
れ
あ
い
収
集

事
業
』が
始
ま
り
ま
す
！

　

下
野
市
で
は
、
高
齢
や
障
が
い

に
よ
り
、
家
庭
ご
み
を
指
定
の
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
こ
と
が

困
難
な
方
々
に
対
し
、
見
守
り
の

た
め
に
ご
自
宅
に
訪
問
し
て
、
同

時
に
ご
み
を
回
収
す
る
事
業
を
始

め
ま
す
。

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
う
ち
、

自
力
で
ご
み
を
出
す
こ
と
が
困
難

で
、
ご
親
族
や
ご
近
所
な
ど
か
ら

支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
事

業
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
か
の
者
の
み
で
構

成
さ
れ
る
世
帯
に
属
す
る
方

・ 

65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
方

・ 

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
、
障
が
い
の
程
度
が
１
級

ま
た
は
２
級
に
該
当
す
る
方

・ 

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

交
付
を
受
け
、
障
が
い
の
程

度
が
１
級
ま
た
は
２
級
に
該

当
す
る
方

・ 

療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
障

が
い
の
程
度
が
Ａ
１
・
Ａ
２

に
該
当
す
る
方

・ 

そ
の
他
、
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者

で
市
長
が
特
に
認
め
る
方

■
申
し
込
み
方
法

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
高
齢
福
祉
課
の
窓
口
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
を
受
け

付
け
た
後
、
あ
ら
た
め
て
ご
自
宅

に
お
伺
い
し
状
況
の
調
査
を
行
っ

た
う
え
で
、
決
定
い
た
し
ま
す
。

■
収
集
方
法

　

週
１
回
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
排
出
可
能
な
家
庭
ご
み
を
収
集

し
ま
す
。

※ 
分
別
し
て
い
な
い
ご
み
は
回
収

し
ま
せ
ん
。

　

ご
自
宅
に
は
、
市
が
委
託
す
る

「
下
野
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
」
が
お
伺
い
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
５

高
齢
者
の
方
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
シ
ー

ル
で
身
元
確
認
支
援
を
行
い
ま
す

　

市
で
は
、
認
知
症
等
に
よ
り
高

齢
者
が
徘
徊
し
た
り
行
方
が
わ
か

ら
な
く
な
っ
た
時
に
Q
R
コ
ー
ド

を
利
用
し
た
身
元
確
認
が
と
れ
る

シ
ー
ル
を
給
付
し
ま
す
。（
自
己

負
担
あ
り
）

■
利
用
対
象
者

・ 

徘
徊
行
動
の
見
ら
れ
る
お
お
む

ね
65
歳
以
上
の
高
齢
者

・ 

障
が
い
者
自
立
支
援
法
に
規
定

す
る
障
が
い
者
お
よ
び
障
が

い
児
で
、
所
在
が
不
明
と
な

る
お
そ
れ
が
あ
る
方
。

・
そ
の
他
市
長
が
認
め
る
方

■
申
請
方
法

　

窓
口
に
て
申
請
用
紙
を
書
い
て

い
た
だ
き
ま
す
。
印
鑑
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
５

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
料
率
改
定
の
お
知
ら
せ

　

平
成
28
・
29
年
度
は
次
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。

（
均
等
割
額
）
４
３
，２
０
０
円

（
所
得
割
率
）
８
・５
４
％

　

平
成
26
・
27
年
度
と
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

平
成
27
年
度
に
行
わ
れ
た
保
険

料
の
軽
減
措
置
が
継
続
さ
れ
ま
す

が
、
５
割
・
２
割
軽
減
措
置
に
つ

い
て
は
、
軽
減
の
対
象
と
な
る
所

得
の
基
準
が
拡
充
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

☎
０
２
８（
６
２
７
）６
８
０
５

子
育
て
出
前
サ
ロ
ン

「
ほ
ほ
え
み
」を
開
催
し
ま
す

　

下
野
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
下
野
市
立
児
童
館
と

共
催
で
地
域
の
児
童
館
に
出
向
い

て
の
「
子
育
て
出
前
サ
ロ
ン
」
を

計
画
し
ま
し
た
。

　

子
育
て
の
不
安
や
悩
み
の
相
談

に
応
じ
た
り
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、
親
子
に
遊
び
の
支
援
を
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
の
皆
さ

ん
が
お
子
さ
ん
を
遊
ば
せ
な
が
ら
、

気
軽
に
お
し
ゃ
べ
り
や
育
児
情
報

の
交
換
が
で
き
ま
す
。

　

事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。

開
催
当
日
に
、
児
童
館
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

就
学
前
の
親
子

■
開
催
時
間

　

午
前
10
時
〜
11
時

■
開
催
予
定

■
問
い
合
わ
せ
先

・ 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
り
か
ご

　

☎（
48
）５
５
３
０

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
み
る
く

　

☎（
39
）６
３
０
５

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し

　

☎（
43
）１
２
３
３

・
南
河
内
児
童
館

　

☎（
44
）８
４
２
０

・
国
分
寺
駅
西
児
童
館

　

☎（
44
）０
７
８
６

・
国
分
寺
姿
西
児
童
館

　

☎（
44
）９
３
１
８

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

相　
　

談

就　
　

職

募　
　

集

くらしの情報

開　催　日　程
開催場所 子育て支援センター名 開催日

国分寺姿西児童館 子育て支援センターつくし 4/15㈮、7/15㈮、10/21㈮、
1/20㈮

南河内児童館 子育て支援センターみるく 5/20㈮、9/9㈮、11/18㈮、
2/17㈮

国分寺駅西児童館 子育て支援センターゆりかご 6/17㈮、9/16㈮、12/16㈮、
3/17㈮
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田
植
え・稲
刈
り

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

農
業
公
社
で
は
、
生
産
者
と
消

費
者
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
、

「
田
植
え
か
ら
稲
刈
り
」
ま
で
体

験
し
て
い
た
だ
く
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
に
は
、
稲
刈
り
終
了
後

新
米
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

■
日
時

　

5
月
21
日
㈯

※
雨
天
の
場
合
は
翌
日
に
順
延

　

午
前
10
時
〜
正
午
（
予
定
）

■
会
場

　

市
民
農
園
東
水
田
圃
場

■
申
込
方
法

　

電
話
で
農
業
公
社
ま
で

■
申
込
締
切

　

5
月
17
日
㈫

　

40
組
に
な
り
次
第
締
切
り

■
参
加
料

　

1
0
0
0
円
（
一
組
）

　

体
験
終
了
後
、
昼
食
あ
り
ま
す
。

■
集
合
場
所
・
時
間

　

農
園
駐
車
場
・
9
時
50
分
ま
で

■
服
装

　

田
植
え
が
で
き
る
軽
装

■
稲
刈
り
の
日
程

　

9
月
中
旬（
日
時
決
定
後
通
知
）

※ 

詳
細
は
、
農
業
公
社
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
公
社

　

☎（
48
）２
１
１
６

農
作
業
に
伴
う
道
路
の

泥
汚
れ
防
止
に
つ
い
て

　

ト
ラ
ク
タ
ー
等
で
の
農
作
業
の

際
、
田
や
畑
か
ら
道
路
へ
出
る
前

に
は
、
必
ず
泥
を
落
と
し
て
か
ら

走
行
し
て
く
だ
さ
い
。

　

舗
装
道
路
が
泥
な
ど
で
汚
れ
て

い
る
と
、
ス
リ
ッ
プ
事
故
等
の
原

因
に
な
り
危
険
で
す
。

　

や
む
を
得
ず
道
路
を
汚
し
た
場

合
は
、
速
や
か
に
清
掃
す
る
な
ど
、

道
路
利
用
者
が
安
全
に
走
行
で
き

る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課　

☎（
48
）2
1
4
3

家
内
労
働
委
託
状
況
届
の

提
出
は
４
月
30
日
ま
で
！

　

家
内
労
働
者
へ
内
職
等
を
委
託

し
て
い
る
事
業
主
は
、
家
内
労
働

法
に
よ
る
「
委
託
者
」
に
な
り
ま

す
の
で
、「
委
託
状
況
届
」
の
提

出
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
は
毎
年
４
月
１
日
現
在
の

家
内
労
働
者
数
等
に
つ
い
て
、
労

働
基
準
監
督
署
を
経
由
し
て
栃
木

労
働
局
に
届
け
出
る
も
の
で
す
。

　

提
出
期
限
は
４
月
30
日
で
す
。

　

な
お
、家
内
労
働
法
に
い
う「
家

内
労
働
者
」
と
は
、
物
品
の
提
供

を
受
け
、
他
人
を
使
わ
ず
自
己
ひ

と
り
、
ま
た
は
同
居
の
家
族
だ
け

で
物
品
の
製
造
・
加
工
に
従
事
し
、

工
賃
を
得
て
い
る
人
を
い
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
労
働
局

労
働
基
準
部
賃
金
室

　

☎
0
2
8（
6
3
4
）9
1
0
9

優
良
運
転
者
表
彰
受

付
の
お
知
ら
せ

　

優
良
運
転
者
の
定
期
表
彰
を
行

い
ま
す
の
で
、
次
の
基
準
を
満
た

し
表
彰
を
希
望
さ
れ
る
方
は
安
全

安
心
課
（
国
分
寺
庁
舎
２
階
）
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
条
件

① 

別
表
の
免
許
取
得
期
間
内
に
自

動
車
（
原
付
・
小
特
・
二
輪
免

許
を
含
む
）
の
運
転
免
許
を
取

得
し
た
方

② 

過
去
５
年
以
内
（
平
成
２
３
年

４
月
１
日
以
降
）
に
自
己
の
責

任
に
よ
る
交
通
事
故
歴
が
な
く
、

か
つ
交
通
関
係
法
令
違
反
点

数
の
合
計
が
３
点
以
内
で
あ

る
こ
と
。

③ 

過
去
に
交
通
安
全
功
労
者
ま
た

は
優
良
運
転
者
と
し
て
緑
十

字
銅
章
以
上
の
表
彰
を
受
け

て
い
な
い
こ
と

④
下
野
市
民

■
申
込
期
限

　

４
月
22
日
㈮

■
申
請
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑

②
運
転
免
許
証

③ 

運
転
記
録
証
明
書
交
付
代

６
３
０
円
（
つ
り
銭
の
な
い
よ

う
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。）

※ 

証
明
書
交
付
代
は
、
返
却
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

　

表
彰
該
当
者
に
つ
き
ま
し
て
は

11
月
頃
に
通
知
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

安
全
安
心
課

　

☎（
40
）５
５
５
５

■表彰区分・対象者
表彰区分 免　許　取　得　期　間（以下の期間に取得した方）

栃木県警察本部長・
栃木県交通安全協
会長表彰

20年表彰 平成７年４月１日から平成８年３月31日まで
30年表彰 昭和60年４月１日から昭和61年３月31日まで
40年表彰 昭和51年３月31日以前の方

下野警察署長・
下野地区交通安全
協会長表彰

５年表彰 平成22年４月１日から平成23年３月31日まで
10年表彰 平成17年４月１日から平成18年３月31日まで
15年表彰 平成12年４月１日から平成13年３月31日まで

※ 普通・二輪・原付・小特など現在お持ちの免許でもっとも古いものの取得日が起点になります。
　運転期間が表彰区分に該当していれば表彰の対象になります。
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し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

体
験
キ
ッ
ト
販
売
中

　

資
料
館
で
人
気
の
体
験
キ
ッ
ト

を
販
売
。
誰
で
も
簡
単
に
作
品
が

出
来
ま
す
。
お
土
産
と
し
て
も
お

持
ち
帰
り
出
来
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
資
料
館
に
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

■
内
容

①
平
織
り
体
験

・
コ
ー
ス
タ
ー
づ
く
り
キ
ッ
ト

　

簡
易
編
み
機
パ
ネ
ル
付

　
（
販
売
価
格　

２
０
０
円
）　

②
粘
土
体
験

・
勾
玉
づ
く
り
キ
ッ
ト

・
円
筒
埴
輪
づ
く
り
キ
ッ
ト

　
（
販
売
価
格　

各
１
０
０
円
）

■
取
扱
い

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

■
販
売
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

　
（
休
館
日
以
外
販
売
中
）

※ 

体
験
コ
ー
ナ
ー
は
４
月
１
日
㈮

〜
５
月
５
日
㈭
ま
で
の
期
間

混
雑
が
予
測
さ
れ
ま
す
の
で

お
休
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

　

☎（
44
）5
0
4
9

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘

資
料
館

　

１
周
年
記
念
と
し
て
素
敵
な
記

念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

で
は
下
野
市
の
歴
史
を
み
て
・
ふ

れ
て
・
ま
な
ぶ
た
め
の
資
料
館
と

し
て
新
し
い
施
設
と
な
り
１
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
今
後
た
く
さ
ん

の
イ
ベ
ン
ト
を
ご
用
意
し
、
み
な

さ
ま
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
ま
た
来
館
記
念
と
し
て
４

月
１
日
㈮
〜
９
日
㈯
ま
で
の
期
間

毎
日
先
着
30
名
様
に
素
敵
な
記
念

品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

■
開
館
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
入
館
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

■
休
館
日

・
毎
週
月
曜
日

　
（
休
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

・
第
３
火
曜
日

　
（
休
日
の
場
合
除
く
）

・
休
日
の
翌
日

　
（
土
・
日
・
休
日
の
場
合
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

　

☎（
44
）5
0
4
9

『
プ
ー
ル
Ｄ
Ｅ
筋
ト
レ
教
室
』

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
！

　

下
野
市
で
は
、
65
歳
以
上
の
高

齢
者
を
対
象
に
、
介
護
予
防
を
目

的
と
し
て
水
中
で
の
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
教
室
で
は
、
ふ
れ
あ
い
館

プ
ー
ル
に
お
い
て
、
足
腰
に
負
担

を
か
け
ず
に
で
き
る
水
中
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

　

水
中
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
体

を
動
か
し
、
終
わ
っ
た
後
に
温
泉

で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま
せ
ん
か
？

　

介
護
予
防
に
取
り
組
み
た
い
方
、

交
友
関
係
を
広
め
た
い
方
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

65
歳
以
上
の
市
民

■
参
加
料

　

無
料

■
会
場
及
び
日
時

　

こ
の
教
室
は
下
野
市
ふ
れ
あ
い

館
プ
ー
ル
に
お
い
て
下
記
の
日
程

で
合
計
３
回
の
コ
ー
ス
で
す
。

■
会
場　

下
野
市
ふ
れ
あ
い
館

■
日
時　

５
月
13
日
㈮
、
20
日
㈮
、

　

27
日
㈮

※
い
ず
れ
も
午
前
11
時
〜
正
午
ま

で
。
た
だ
し
、
初
回
の
み
10
時
30

分
か
ら
正
午
ま
で
。

■
定
員

　

定
員
20
名

■
そ
の
他

　

参
加
者
に
は
ふ
れ
あ
い
館
温
泉

の
無
料
入
浴
券
を
特
典
と
し
て
差

し
上
げ
ま
す
。

※
教
室
当
日
の
み
有
効

■
申
込
み
期
間

　

４
月
７
日
㈭
〜
４
月
26
日
㈫

※ 

お
電
話
、
も
し
く
は
ふ
れ
あ
い

館
へ
直
接
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

※ 

会
場
の
都
合
上
、
定
員
に
達
し

た
時
点
で
締
切
と
な
り
ま
す
。

※ 

５
月
以
降
は
７
月
、
９
月
、
11

月
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
程
が
近
づ
き
ま
し
た
ら
あ

ら
た
め
て
募
集
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ふ
れ
あ
い
館

　

☎（
47
）１
１
２
２

粘土体験　円筒埴輪づくりキット 粘土体験　勾玉づくりキット 平織り体験　コースターづくりキット
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くらしの情報

「
が
ん
患
者
と
家
族
の

サ
ロ
ン
」に
つ
い
て

　

病
気
で
つ
ら
い
気
持
ち
、
ひ
と

り
で
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
で
は
、

「
が
ん
患
者
と
家
族
の
サ
ロ
ン
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

病
気
と
の
向
き
合
い
方
を
学
ん

だ
り
、
話
し
合
い
の
時
間
を
持
っ

た
り
す
る
場
で
す
。
が
ん
の
種
別

は
問
い
ま
せ
ん
。
ど
な
た
で
も
、

お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

　

医
師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
・
管

理
栄
養
士
・
社
会
福
祉
士
・
理
学

療
法
士
・
臨
床
心
理
士
・
事
務
職

員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

■
日
時

　

５
月
12
日
㈭

　

午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所　

自
治
医
科
大
学
附
属
病

院 

本
館
地
下
１
階
ス
タ
ッ
フ
ラ

ウ
ン
ジ

■
内
容

・ 

ミ
ニ
・
レ
ク
チ
ャ
ー
「
が
ん
に

対
す
る
外
科
治
療
」

・
自
由
な
語
り
合
い

・
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
体
験

■
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
が
ん

相
談
支
援
室

　

☎（
58
）７
１
０
７

募　

集

「
緑
の
募
金
」緑
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
助
成
事
業
参
加
団
体
の

募
集
に
つ
い
て

　

公
益
社
団
法
人
と
ち
ぎ
環
境
・

み
ど
り
推
進
機
構
主
催
「
緑
の
募

金
」
緑
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
助

成
事
業
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

団
体
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

地
域
住
民
５
名
以
上
の
グ
ル
ー

プ
で
継
続
性
の
あ
る
も
の

■
事
業
内
容

① 

空
地
、
街
路
等
を
利
用
し
て
の

緑
や
花
づ
く
り

②
緑
地
や
並
木
の
育
成
保
護

③ 

歴
史
的
･
文
化
的
由
来
の
あ
る

森
林
･
樹
木
･
緑
地
ま
た
は
そ

れ
ら
の
施
設
の
背
景
と
な
っ
て

い
る
森
林
等
の
育
成
保
護

■
助
成
額

　

１
グ
ル
ー
プ
４
万
円
以
内

■
助
成
対
象

　

苗
木
、
草
花
、
肥
料
、
農
薬
、

用
具
、
表
示
板
等
資
材　

な
ど

■
申
請
方
法

① 

「
緑
の
募
金
」
緑
化
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
助
成
事
業
申
請
書

（
様
式
１
）

※
農
政
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

②
団
体
規
約

③
団
体
役
員
名
簿

①
〜
③
の
書
類
を
農
政
課
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
期
限

　

６
月
10
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課

　

☎（
48
）２
１
４
３

道
の
駅
し
も
つ
け
食
の
オ
ー

プ
ン
ス
ク
ー
ル　

実
施
中
！

　

道
の
駅
し
も
つ
け
で
は
、
料
理

教
室
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

四
季
折
々
の
食
材
を
使
っ
た
家

庭
で
も
簡
単
に
作
れ
る
素
敵
な
メ

ニ
ュ
ー
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

■
日
時　

５
月
13
日
㈮

　

①
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

　

②
午
後
２
時
30
分
〜
５
時

※ 
い
ず
れ
か
の
時
間
を
選
ん
で
申

込
く
だ
さ
い
。

■
テ
ー
マ
（
メ
ニ
ュ
ー
）

　
「
手
作
り
の
お
い
し
さ
を
！

　

絶
品
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
」

・
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
パ
ス
タ

・
か
ぶ
の
ス
ー
プ

■
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

料
理
研
究
家 

臼
居
芳
美 

先
生

　

N
H
K
「
き
ょ
う
の
料
理
」
の

ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
務
め
、
現
在
は

料
理
教
室
を
主
宰
。

■
参
加
費　

１
，５
０
０
円
程
度

　
（
当
日
集
金
）

■
定
員　

１
回
に
つ
き
32
名

■
申
込
受
付
日

　

４
月
21
日
㈭

■
受
付
方
法

　

電
話
（
９
時
30
分
〜
18
時
）

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
メ
ー
ル
フ
ォ

ー
ム
（
９
時
30
分
〜
24
時
）

※ 

小
学
生
未
満
の
お
子
様
の
参

加
・
同
伴
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※ 

応
募
者
多
数
の
場
合
に
は
抽
選

を
行
い
ま
す
。
当
選
結
果
は

「
参
加
の
し
お
り
」
の
発
送
を

も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

※ 

定
員
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、

延
長
し
て
受
付
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

食
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
運
営

事
務
局

　

☎
０
２
８（
６
３
５
）２
５
７
７

　

食
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

　
 
http://w

w
w
.kanpi-

shim
otsuke.co.jp/open-

school/index.htm
l

し
も
つ
け
市
民
芸
術
文
化
祭

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す

■
活
動
内
容

　

し
も
つ
け
市
民
芸
術
文
化
祭
の

運
営
に
必
要
な
企
画
及
び
実
施
等

■
委
員
構
成

　

市
文
化
協
会
や
関
係
機
関
・
団

体
、
公
募
に
よ
る
委
員
で
構
成

■
任
期　

平
成
29
年
３
月
末
ま
で

■
報
酬
等

　

報
酬
、
旅
費
等
支
給
無

■
応
募
資
格

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
20
歳
以

上
の
方
で
、
文
化
芸
術
活
動
や
ま

ち
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
実
施

に
つ
い
て
、
実
績
経
験
の
あ
る
方

■
募
集
人
員　

３
名
程
度

■
応
募
方
法

　

生
涯
学
習
文
化
課
窓
口
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
し
た

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

生
涯
学
習
文
化
課
へ
提
出
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
等
可
）

■
申
込
期
限　

５
月
２
日
㈪

■
選
考

　

書
類
審
査
で
決
定
し
、
結
果
は

本
人
あ
て
郵
送
し
ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

文
化
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

　

生
涯
学
習
文
化
課

　

☎（
52
）１
１
１
９
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くらしの情報

イ
ベ
ン
ト

相　
　

談

お
知
ら
せ

募　
　

集

就　
　

職

下
野
市
税
等
徴
収
嘱
託
員

を
募
集
し
ま
す

■
募
集
人
員　

１
名

■
主
な
職
務
内
容

・
市
税
等
の
徴
収

・
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
勧
奨

・ 

そ
の
他
市
税
等
の
徴
収
に
関
す

る
業
務

■
任
期

　

６
月
１
日
〜
平
成
29
年
３
月
31

日
（
再
任
有
り
）

■
勤
務
条
件
（
原
則
）

・
勤
務
日　

月
14
日
以
内

　
（
土
・
日
祝
日
除
く
）

・
勤
務
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分■
報
酬
等

・
基
本
給　

日
５
，８
０
０
円

　

歩
合
給
あ
り

・
有
給
休
暇　

年
５
日

■
応
募
資
格

・ 

下
野
市
に
住
所
を
有
す
る
昭
和

26
年
６
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方

・ 

普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す

る
方

・ 

税
務
行
政
に
理
解
と
熱
意
を
有

す
る
方

・
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

■
応
募
方
法

・ 

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
添
付

し
税
務
課
（
国
分
寺
庁
舎
１

階
）
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

■
応
募
期
限

・
４
月
21
日
㈭　

午
後
５
時

■
採
用
試
験
の
内
容

・
書
類
審
査
及
び
面
接
試
験

※ 

面
接
試
験
日
は
応
募
期
限
後
、

通
知
し
ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課

　

☎（
40
）５
５
５
４

ら
く
ち
ん
脳
ト
レ
ピ
ア
ノ

メ
ン
バ
ー
募
集

　

ピ
ア
ノ
を
新
し
い
趣
味
に
し
ま

せ
ん
か
？

○
紙
鍵
盤
で
始
め
ら
れ
ま
す
。

○
楽
譜
が
読
め
な
く
て
も
Ｏ
Ｋ

○ 

指
先
を
動
か
し
て
ご
一
緒
に
脳

ト
レ
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

70
歳
代
、
80
歳
代
の
方
、
大
歓

迎
で
す
。

■
活
動
日

　

第
１
第
３
水
曜
日

■
時
間

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

中
間

　

☎
０
８
０（
６
５
４
７
）１
０
９
３

　

三
澤

　

☎
０
９
０（
１
４
３
８
）６
４
１
９

子
ど
も
の
学
習
支
援
事
業

「
寺
子
屋
か
が
や
き
」の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

　

中
学
生
の
学
習
を
支
援
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

毎
週
土
曜
日
の
午
後
１
時
30
分
か

ら
４
時
30
分
ま
で

■
場
所

　

①
学
校
教
育
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
②
南
河
内
児
童
館
２
階
会
議
室

の
２
か
所

　

参
加
可
能
な
場
所
・
日
を
登
録

し
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
２

平
成
28
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
ク
ー
ル
生
募
集

　

講
話
や
障
が
い
の
疑
似
体
験
、

実
際
の
支
援
体
験
を
と
お
し
て
、

障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
の
理
解

を
深
め
、
本
校
児
童
生
徒
や
障
が

い
児
・
者
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
育
成
を
目
的
と
し
た
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

■
実
施
期
間

　

６
月
〜
10
月
（
全
６
回
）

■
参
加
対
象
者

　

障
が
い
児
・
者
へ
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
興
味
が
あ
る
高
校
生

以
上
の
生
徒
・
学
生
・
一
般
の
方

■
定
員　

30
名
程
度

■
場
所

　

栃
木
県
立
栃
木
特
別
支
援
学
校

　

栃
木
市
皆
川
城
内
町
1
0
5
3

■
募
集
期
間

　

４
月
20
日
〜
５
月
16
日

■
応
募
方
法

　

本
校
ま
で
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
立
栃
木
特
別
支
援
学
校

　

☎
０
２
８
２（
24
）７
５
７
５

集
ま
れ
!!

育
児
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん

〜
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
の
提
供
会
員
の
募
集
〜

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
と
は
、
子
育
て
の
援
助
を

受
け
た
い
「
依
頼
会
員
」
と
援
助

を
行
う
「
提
供
会
員
」
に
よ
る
、

子
育
て
を
支
え
あ
う
会
員
組
織
で

す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
会
員
募
集
を

随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

　

依
頼
会
員
…
下
野
市
に
在
住
又

は
在
勤
者
で
、
生
後
６
か
月
か
ら

小
学
６
年
生
ま
で
の
子
ど
も
を
養

育
し
て
い
る
方

・
提
供
会
員
…
下
野
市
内
に
在
住

し
、
心
身
と
も
に
健
康
で
積
極
的

に
援
助
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
20
歳
以
上
の
方

（
提
供
会
員
は
左
記
の
研
修
会
の

受
講
が
必
要
で
す
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
研
修
会
の
お
知
ら
せ

　

セ
ン
タ
ー
で
は
提
供
会
員
に
な

っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
研
修
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

〇
基
礎
研
修

■
日
時

４
月
27
日
㈬　

５
月
16
日
㈪

６
月
17
日
㈮　

７
月
21
日
㈭

８
月
17
日
㈬　

９
月
12
日
㈪

10
月
13
日
㈭　

11
月
17
日
㈭

12
月
22
日
㈭

平
成
29
年
１
月
25
日
㈬

２
月
27
日
㈪　

３
月
13
日
㈪

■
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
会
場　

下
野
市
ゆ
う
ゆ
う
館

・
参
加
費　

無
料

・
定
員　

10
名
程
度

・
申
込　

随
時
受
付

　

基
礎
研
修
会
の
他
に
、
実
習
を

行
い
ま
す
。
日
程
や
時
間
は
人
数

に
よ
り
調
整
し
ま
す
。

○
学
童
保
育
室
実
習　

２
時
間

○
保
育
所
実
習　

３
時
間

○
普
通
救
命
講
習　

３
時
間

（
各
実
習
１
回
ず
つ
受
講
）

■
申
し
込
み
先

　

下
野
市 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
（
ゆ
う
ゆ
う
館
内
）

　

☎（
44
）１
１
７
６
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相　

談

行
政
書
士

無
料
専
門
相
談
会

■
相
談
内
容

　

相
続
や
遺
言
、
農
地
転
用
、
開

発
行
為
な
ど
役
所
に
提
出
す
る
書

類
や
手
続
に
関
す
る
こ
と
。
ま
た

成
年
後
見
、
離
婚
に
つ
い
て
の
相

談
な
ど
。

■
日
時

　

4
月
28
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
定
員　

4
名

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

■
相
談
時
間

　

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

行
政
書
士
会
小
山
支
部

　
生
田
目
安
夫　

☎（
52
）2
3
5
0

司
法
書
士

無
料
法
律
相
談
会

■
相
談
内
容

　

不
動
産
登
記
関
係
（
相
続
、
売

買
な
ど
）、
商
業
・
法
人
登
記
関

係
、
多
重
債
務
関
係
、
裁
判
手
続

き
関
係
（
1
4
0
万
円
を
超
え
な

い
簡
易
裁
判
所
の
民
事
裁
判
手
続

き
）、
成
年
後
見
関
係

■
日
時

　

4
月
13
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
相
談
時
間

　

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支
部

　

小
杉
孝
一　

☎（
21
）６
３
１
２

就　

職

保
育
士
就
業
奨
励
交
付
金

制
度
の
ご
案
内

　

下
野
市
で
は
、
保
育
士
等
を
目

指
し
て
い
る
学
生
で
、
卒
業
後
下

野
市
内
の
教
育
・
保
育
施
設
で
働

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
に
奨
励

金
を
交
付
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

保
育
士
等
の
養
成
施
設
の
在
学

者
で
、
卒
業
後
に
保
育
士
・
保
育

教
諭
と
し
て
奨
励
金
の
交
付
期
間

に
相
当
す
る
期
間
以
上
、
市
内
の

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
等
に
就

業
す
る
こ
と
が
確
実
な
方

■
交
付
額

　

自
宅
通
学
者　

月
額
３
万
円

　

自
宅
外
通
学
者　

月
額
５
万
円

■
交
付
期
間

　

申
請
後
に
交
付
決
定
さ
れ
た
月

か
ら
、
正
規
の
就
学
期
間
を
修
了

す
る
月
ま
で

■
募
集
期
間
及
び
募
集
人
数

　

４
月
１
日
〜
５
月
末

　

５
名
程
度

■
奨
励
金
の
返
還

　

卒
業
し
た
翌
年
度
よ
り
、
市
内

の
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
に
就

業
し
な
か
っ
た
場
合
は
全
額
、
実

際
に
勤
務
し
た
期
間
が
交
付
期
間

に
満
た
な
か
っ
た
場
合
、
ま
た
は

一
日
の
就
業
時
間
が
７
．
７
５
時

間
に
満
た
な
か
っ
た
場
合
は
一
部

を
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
４

臨
時
保
育
士
等
の
募
集

■
応
募
資
格

・
保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方

・
保
健
師
資
格
を
お
持
ち
の
方

・ 

看
護
師
（
准
看
護
師
）
資
格
を

お
持
ち
の
方

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
賃
金
等
（
時
給
）

　

保
育
士

　

フ
ル
タ
イ
ム
：
１
，２
０
０
円

　

保
健
師
：
１
，２
０
０
円

　

看
護
師
（
准
看
護
師
）：

　

１
，１
０
０
円

（
通
勤
割
増
賃
金
・
時
間
外
勤
務

手
当
有
）
社
会
保
険
加
入

■
勤
務
日
・
勤
務
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
７
時
〜
午
後
７
時
の
う
ち

７
時
間
45
分
（
休
憩
時
間
60
分
）

※
週
５
日
勤
務
・
日
・
祝
日
休
み

※
土
曜
勤
務
・
時
間
外
勤
務
有

■
勤
務
先　

市
立
保
育
園

■
応
募
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に

写
真
を
貼
付
し
提
出
し
て
く
だ
さ

い
（
資
格
証
の
写
し
を
添
付
の
こ

と
）。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
４

国
家
公
務
員
募
集

　

人
事
院
は
平
成
28
年
度
中
に
次

の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。
受
験

案
内
等
は
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
で
確
認
で
き
ま
す
。

総
合
職
試
験
（
院
卒
者
試
験
）

総
合
職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）

一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）

一
般
職
試
験
（
高
卒
者
試
験
）

一
般
職
試
験（
社
会
人
試
験（
係
員
級
））

■
問
い
合
わ
せ
先

人
事
院
関
東
事
務
局

　
☎
０
４
８（
７
４
０
）２
０
０
０
６
〜
８

　
http://w

w
w
.jinji.go.jp/

saiyo/saiyo.htm

　

配
偶
者
や
交
際
相
手
な
ど
親

密
な
関
係
に
あ
る
相
手
か
ら
の
暴

力
を
Ｄ
Ｖ
と
い
い
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
は
、

殴
る
・
蹴
る
な
ど
の
身
体
的
暴
力

だ
け
で
な
く
、
経
済
的
暴
力
、
精

神
的
暴
力
、性
的
暴
力
も
Ｄ
Ｖ
で
す
。

◆
暴
力
に
よ
っ
て
あ
な
た
自
身
が

心
身
に
傷
を
負
う
だ
け
で
な
く
、

子
ど
も
に
Ｄ
Ｖ
を
見
せ
る
こ
と
は

心
理
的
虐
待
に
な
り
ま
す
。

◆
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、ま
ず
相
談
を
！

　

Ｄ
Ｖ
や
、
夫
婦
の
こ
と
、
家
族

の
こ
と
、
離
婚
な
ど
女
性
の
様
々

な
相
談
に
応
じ
る
た
め
に
、
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

女
性
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

■
相
談
日
お
よ
び
時
間

　

月
〜
金
曜
日

　
（
土
日
祝
日
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
４

下
野
Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎（
52

－

１
１
６
８
）

　

５
月
２
日
ま
で

☎（
32

－

８
７
２
４
）

　

５
月
６
日
〜

Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報
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４
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

電
力
の
小
売
り
全
面
自
由
化
に
よ

り
、
多
様
な
業
種
や
業
態
の
事
業

者
の
中
か
ら
契
約
先
を
選
択
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
今
後
も
さ
ま
ざ

ま
な
勧
誘
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

消
費
者
自
ら
が
、
電
力
小
売
自

由
化
に
関
す
る
制
度
や
条
件
な
ど

の
情
報
を
収
集
し
、
良
く
理
解
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

契
約
ト
ラ
ブ
ル
や
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
等
に
つ
い
て
は
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※ 

電
力
小
売
全
面
自
由
化
に
つ

い
て
知
り
た
い
と
き
は
…

【
専
用
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
】

☎
０
５
７
０

－

０
２
８

－

５
５
５

■
相
談
日
時　

月
〜
金
曜
日

　
（
祝
日・年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

※ 
来
所
で
の
相
談
の
場
合
は
、
事

前
に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※ 
土
曜
日
の
電
話
相
談
は
栃
木
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

　

☎
0
2
8（
6
2
5
）2
2
2
7

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）

　

新
年
度
の
４
月
を
迎
え
、春
の

訪
れ
と
共
に
、引
越
や
就
職
、異
動

な
ど
に
よ
り
、新
し
い
生
活
を
迎

え
て
い
る
方
が
増
え
る
季
節
で
も

あ
り
ま
す
。

　

あ
な
た
は
、家
庭
や
仕
事
、地

域
、余
暇
や
そ
の
他
の
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
か
。

　

人
に
よって
は
、仕
事
以
外
の
活

動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
毎
日
の
生

活
の
満
足
度
を
ア
ッ
プ
さ
せ
、生
活

に
メ
リ
ハ
リ
が
つ
き
ま
す
。そ
の
結

果
、仕
事
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
も
向
上
す
る
と
いっ
た
好
循
環

を
生
み
出
し
ま
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
は
、ワ
ー
ク（
仕

事
）だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。家
族

と
の
時
間
や
地
域
活
動
、余
暇
活

動
も
大
切
な
時
間
で
す
。「
仕
事

が
忙
し
く
て
他
の
活
動
が
出
来
な

い
」と
い
う
方
も
、季
節
の
変
わ
り

目
の
こ
の
時
期
に
、改
め
て
「
ワ
ー

ク
・ラ
イ
フ
・バ
ラ
ン
ス
」を
実
現
さ

せ
る
た
め
に
あ
な
た
の
毎
日
を
見

直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。仕
事
と
生

活
の
調
和
が
と
れ
て
い
る
こ
と
が
、

健
康
で
豊
か
な
生
活
を
続
け
る
た

め
に
と
て
も
大
切
で
す
。

　

２
０
０
６
年
（
平
成
18
年
）

１
月
10
日
、「
平
成
の
大
合
併
」

に
よ
り
南
河
内
町
・
石
橋
町
・

国
分
寺
町
の
三
町
が
合
併
し
、

下
野
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

「
平
成
の
大
合
併
」
は
、
市
町

村
の
行
財
政
基
盤
強
化
を
図
る

た
め
に
実
施
さ
れ
、
そ
の
背
景

に
は
地
方
分
権
の
推
進
や
、
少

子
高
齢
化
等
に
よ
る
社
会
経
済

情
勢
の
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
国
主
導
の
大
合

併
は
「
平
成
」
が
三
度
目
で
、

近
代
的
な
地
方
自
治
行
政
を
作

る
た
め
の
「
明
治
の
大
合
併
」
、

お
よ
び
戦
後
の
地
方
制
度
に
対

応
す
る
た
め
の
「
昭
和
の
大
合

併
」
が
、
過
去
に
は
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
時
代
の
流
れ
に
乗
っ

た
下
野
市
の
誕
生
は
、
同
時
に
、

こ
れ
ま
で
三
町
が
培
っ
て
き
た

歴
史
が
一
つ
に
合
わ
さ
る
こ
と

も
意
味
し
て
い
ま
し
た
。
南
河

内
町
で
は
下
野
薬
師
寺
や
自
治

医
科
大
学
の
開
設
。
石
橋
町
で

は
児
山
城
や
姉
妹
都
市
締
結
。

国
分
寺
町
で
は
国
分
寺
や
天
平

の
芋
煮
会
の
は
じ
ま
り
。
…
な

ど
な
ど
、
こ
の
ス
ペ
ー
ス
で
は

と
て
も
挙
げ
切
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ら
の
歴
史
が

下
野
市
の
大
き
な
強
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

三
町
が
つ
な
い
で
き
た
歴
史

を
未
来
へ
伝
え
つ
つ
、
下
野
市

と
し
て
10
年
が
経
ち
ま
し
た
。

新
庁
舎
も
完
成
し
、
こ
れ
か
ら

も
新
た
な
歴
史
が
た
く
さ
ん
生

ま
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

再
発
見

で

まずは相談

『
下
野
市
ふ
る
さ
と
か
る
た
』

今
月
は「
さ
」で
す

電
力
小
売
全
面
自
由
化

便
乗
商
法
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
！

　　　　　　　　　

２枚の写真には違っている
ところが３つあります。
見つけてみてください。
（印刷の汚れは除く。）

※答えは 59ページ
新庁舎の議場▶

まちがいさがし

わかるかな？

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
44
）4
8
8
3

国
分
寺
庁
舎
２
階

安
全
安
心
課
内　

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

音
声
版
広
報
（
デ
イ
ジ
ー
版
Ｃ
Ｄ
及
び
テ
ー
プ
版
）
が
無
償
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

こ
の
音
声
版
は
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
作
成
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

☎（
43
）１
２
３
６
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

男
女
共
同
参
画
社
会
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くらしの情報

神鳥谷（東） 小山（東） 県南４丁目

東城南５丁目

自動車
販売店

電気
量販店

ガソリン
スタンド

ハンバーガー店

スポーツ
用品店ラーメン

店

コンビニエンス
ストア

小山市
消防署

国道50号線

東
北
新
幹
線

国
道
４
号
線

↓
至
間
々
田

↑
至
小
金
井

原之内
公園

ゴルフ場

進入禁止

新小山市民病院

夜間休日急患診療所
休日急患歯科診療所

健康医療介護
総合支援センター

駐車場日 月 火 水 木 金 土
1 2
①③ ②④

3 4 5 6 7 8 9
③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤
10 11 12 13 14 15 16
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥
17 18 19 20 21 22 23
①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤
24 25 26 27 28 29 30
②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥

番号・医療機関名・所在地
①小金井中央病院  下野市小金井2‒4‒3
　☎44－7000 
②石橋総合病院　下野市石橋628
　☎53－1134 ※休日・夜間は小児科対応不可。
③小山整形外科内科  小山市雨ケ谷753
　☎31－1331
④杉村病院　小山市城山町2‒7‒18
　☎25－5533・5534
⑤光南病院　小山市乙女795‒4
　☎45－7711
⑥野木病院　野木町友沼5320‒2
　☎0280－57－1011

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

■夜間休日急患診療所
　☎０２８５－３９－８８８０
　【診療日時・診療科目】
　平日、土曜　19時～22時　内科・小児科
　日曜、祝日、振替、年末年始（12月31日～1月3日）
　　　　 10時～12時、13時～17時、18時～21時　

内科・小児科
　【所在地】小山市神鳥谷2251-7
　　　　　（小山市健康医療介護総合支援センター内）
　※ 内科医等が小児科の診療を担当することがありますので、

事前に連絡をしてから来院してください。

■休日急患歯科診療所
　☎０２８５－３９－８８８１
　【診療日時】
　日曜、祝日、振替、年末年始（12月31日～1月3日）
　　　　10時～12時、13時～16時
　【所在地】小山市神鳥谷2251-7
　　　　　（小山市健康医療介護総合支援センター内）

救急告示医療機関当番（一次急患）
　カレンダー内番号が当番医
療機関となっています。事前
に電話で確認してください。
各医療機関では夜間、医師が
交代で当直制をとっており、
希望する治療が困難な場合も
あります。

とちぎ子ども救急電話相談　☎028－ 600－ 0099（携帯電話とプッシュ回線は、局番なしの☎＃8000）
【相談日時】　月～土曜日：午後６時～翌朝８時　日曜日・祝休日：24時間（午前８時～翌朝８時）
【相談内容】　子どもの急な病気やけがに関する家庭での対処方法などを看護師がアドバイスします。慢性疾患や育児相談には応じられません。

一次救急医療機関情報

ふれあい館・ゆうゆう館・きらら館  休館日

◉平日・日曜日　17：00 ～翌日9：00
◉土曜日・祝日の前日（ の部分）
　　　　　　　　17：00～翌日17：00

ふれあい館　☎47-1126
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

ゆうゆう館　☎43-1231
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

きらら館　☎52-3711
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

おもちゃの図書館

納税ごよみ

メール配信サービス下野インフォメーション

心配ごと相談シルバー人材センター

平美林清掃計画

ハンディをもつ子も、もたない子も、
一緒に遊ぶ場所です。

■問い合わせ先
　社会福祉協議会☎43－1236

■刃物研ぎ　午前9時～午後2時

12日㈫ 旧石橋町建設課車庫
（石橋841-3）

19日㈫ 旧やすらぎ荘
■入会説明会（要申し込み）
　午前10時～
20日㈬ ふれあい館
■問い合わせ先
　シルバー人材センター☎47－1124

　人権、児童母子、行政など、日常生
活でのあらゆる相談に応じています。

国
分
寺
会
場

一般相談・総合相談
4月5・12・19日

（いずれも火曜日）
児童母子相談 4月26日㈫
法律相談 4月14日㈭
会場：ゆうゆう館

石
橋
会
場

一般相談・総合相談
4月4･11･18日

（いずれも月曜日）
児童母子相談 4月25日㈪
会場：石橋公民館

南
河
内
会
場

一般相談・総合相談
4月1・8・15日

（いずれも金曜日）
児童母子相談　4月22日㈮
会場：ふれあい館

■時間　午後1時30分～ 3時30分
　 　　　　法律相談のみ要予約
　　　　　午後1時～ 4時30分

■問い合わせ先
　社会福祉協議会　☎43－1236

4
月
天平公園

４月の清掃はありません
花広場

5
月
天平公園 国分寺地区老人クラブ

花広場 下野市地域婦人会

■問い合わせ先
　商工観光課☎48－2112

■納期限　５月２日㈪
国民年金保険料 ３月分

簡単登録で気象情報（注
意報・警報）や地震情報、
行政情報、イベント情報な
どをメール配信します。
■問い合わせ先
総合政策課☎40－5550↑携帯電話用

ＱＲコード

（ ）

日時 4月9日㈯
場所 南河内児童館

　
　
　
　
　
　
　

け
や
き
ネ
ッ
ト　

市
内
小
中
学
校
の
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

h
ttp

：//w
w
w
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h
o
o
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im
o
tsu
ke
.e
d
.jp
/in
d
e
x.h
tm

「
広
報
し
も
つ
け
」
を
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
一
部
）
に
設
置

し
て
い
ま
す
。
順
次
、
設
置
店
を
拡
張
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

しもつけシティーガイド　観光スポットから生活に役立つ情報まで、下野の
情報がいっぱいの電子地図です。パソコンは市ホームページから、携帯電話
は右のＱＲコードからアクセスしてください。

4
April

きらら館は
トレーニング室

ふれあい館温水プールの営業時間が４月から変更になります。（広報３月号55ページをご覧ください）
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10

11

12

13

14

16

17

18

19

新庁舎が５月６日㈮に業務を開始 !

新庁舎機能紹介

新庁舎の各課案内

薬師寺コミュニティセンターが開館

Shimotsuke-City Topics　まちの話題

下野市教育大綱

障がい者差別解消法がスタート

高齢者向け給付金

下野市だれもが輝く男女共同参画社会づくり条例

デマンドバス「おでかけ号」Q&A

新・下野市風土記

介護予防・日常生活支援総合事業が始まります

人間ドック助成のお知らせ

20

21

29

30

31

34

38

40

41

42

44

45

60

国民年金だより

保健だより

医療コラム

地域包括支援センターだより

Let’s SPORTS

図書館 Library Information

読書人

しもサタ通信　vol.6

天平の花まつりプログラム

くらしの情報（イベントカレンダー）

国際交流員マシアスのコラム

今月
の
表紙

目次　Contents

市ではホームページの新着情報や、災害発生時の避難場所などの
情報配信を行います。右のＱＲコードからアクセスできます。

下野市公式アカウント　@city_shimotsuke 
下野市公式
ツイッター

ま
ち
が
い
さ
が
し
の
答
え

①
市
旗　

②
演
台　

③
照
明

今月の何の日

４
月
12
日

世
界
宇
宙
飛
行
の
日

１
９
６
１
（
昭
和
36
）
年
の
こ
の
日
、
ソ

ビ
エ
ト
連
邦
の
軍
人
・
パ
イ
ロ
ッ
ト
で
あ
る

ユ
ー
リ
イ
・
ガ
ガ
ー
リ
ン
が
、
宇
宙
船
「
ボ

ス
ト
ー
ク
１
号
」
に
よ
る
世
界
初
の
有
人
宇

宙
飛
行
に
成
功
し
ま
し
た
。

こ
の
出
来
事
の
背
景
に
は
、
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
と
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
冷
戦
お
よ
び
宇
宙

開
発
競
争
が
あ
り
ま
し
た
。
対
立
す
る
両
国

は
、「
宇
宙
技
術
が
ミ
サ
イ
ル
な
ど
の
軍
事
技

術
に
応
用
で
き
る
」・「
宇
宙
技
術
の
成
功
が
自

国
民
の
誇
り
を
高
め
、
世
界
で
の
イ
メ
ー
ジ

向
上
に
も
つ
な
が
る
」
と
い
う
思
惑
の
も
と
、

極
秘
に
開
発
を
進
め
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、

有
人
宇
宙
飛
行
計
画
は
両
国
の
思
惑
に
と
ど

ま
ら
ず
、
人
類
が
長
年
夢
見
て
き
た
「
宇
宙

の
旅
」
へ
の
第
一
歩
と
も
い
え
る
も
の
で
し
た
。

４
月
12
日
、
ガ
ガ
ー
リ
ン
を
乗
せ
た
「
ボ

ス
ト
ー
ク
１
号
」
は
地
球
周
回
軌
道
に
入
り
、

大
気
圏
外
を
１
時
間
50
分
弱
で
１
周
し
ロ
シ

ア
領
内
の
牧
場
に
帰
還
し
ま
し
た
。
帰
還
後

の
ガ
ガ
ー
リ
ン
の
言
葉
と
し
て
「
地
球
は
青

か
っ
た
」
が
有
名
で
す
が
、
実
際
に
は
「
空

は
非
常
に
暗
か
っ
た
。
一
方
、
地
球
は
青
み

が
か
っ
て
い
た
」
と
い
っ
た
内
容
の
彼
の
発

言
が
、
日
本
で
報
道
さ
れ
る
際
に
「
地
球
は

青
か
っ
た
」
と
い
う
名
言
に
翻
訳
さ
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

１
９
６
８
（
昭
和
43
）
年
３
月
27
日
、
ガ

ガ
ー
リ
ン
は
飛
行
訓
練
中
の
事
故
に
よ
り
34

歳
の
若
さ
で
亡
く
な
り
ま
す
が
、
彼
が
命
懸

け
で
成
し
遂
げ
た
偉
業
は
、
人
類
の
宇
宙
へ

の
道
を
切
り
開
い
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
で
し
ょ
う
。

３月 20 日に下野市制施行 10 周年を祝い、天平の丘公
園で植樹祭が開催されました。
この日は第 37 回天平の花まつりのオープニングの日
で、花広場ステージでは市内の子どもたちが太鼓や合唱
などを披露し会場を盛り上げました。
植樹された木は桜（鬼無稚児桜、花笠、紅華）が 22 本
で、中でも鬼無稚児桜は姉妹都市を締結している高松市
「鬼無稚児桜を育てる会」から送られた貴重な桜です。大
きく育ちきれいな花を咲かせるのが今から楽しみです。



皆
さ
ん
ご
存
知
の
と
お
り
、
４
月
１

日
は
エ
イ
プ
リ
ル
フ
ー
ル
・
デ
イ
と
い
っ

て
、
ジ
ョ
ー
ク
を
楽
し
む
日
と
し
て
多

く
の
国
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日

は
た
く
さ
ん
の
人
が
お
も
し
ろ
い
嘘
を

つ
か
れ
て
エ
イ
プ
リ
ル
フ
ー
ル
（
４
月

１
日
に
だ
ま
さ
れ
た
人
）
に
な
り
ま
す
ね
。

そ
の
ジ
ョ
ー
ク
の
範
囲
も
様
々
で
、
家

族
や
友
人
の
間
で
交
わ
さ
れ
る
か
わ
い

い
も
の
か
ら
、
世
界
中
の
人
を
巻
き
込

む
よ
う
な
大
規
模
な
も
の
ま
で
あ
り
ま

す
。
特
に
、
海
外
で
も
テ
レ
ビ
番
組
や

企
業
が
ジ
ョ
ー
ク
の
ニ
ュ
ー
ス
を
流
す

の
が
毎
年
の
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
、
私
が
よ
く
覚
え
て
い
る
エ

イ
プ
リ
ル
フ
ー
ル
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
二

つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

い
く
つ
か
の
欧
米
諸
国
に
は
、
サ
マ
ー

タ
イ
ム
と
い
う
１
年
の
う
ち
夏
の
期
間

に
標
準
時
を
１
時
間
進
め
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
お
か
げ
で
緯
度
が
高
く
、

日
照
時
間
が
長
い
国
で
は
太
陽
が
出
て

い
る
時
間
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
あ
る
年
の
４
月
１
日
、
家

族
と
一
緒
に
車
で
移
動
し
て
い
た
と
き
、

流
れ
て
い
た
ラ
ジ
オ
か
ら
ド
イ
ツ
政
府

が
こ
の
サ
マ
ー
タ
イ
ム
を
廃
止
す
る
法

案
を
可
決
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
流

れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
国
民
に
と
っ

て
は
大
変
な
こ
と
で
、
登
校
す
る
時
間

や
出
勤
す
る
時
間
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ

た
り
、
約
束
し
て
い
た
会
議
の
時
間
を

変
更
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
、
も

し
本
当
だ
っ
た
ら
大
混
乱
が
起
き
て
い

た
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
車
の
中
で
聞
い

た
時
、
私
た
ち
家
族
は
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
ま
し
た
。
し
か
し
、
す
ぐ
に
エ
イ
プ

リ
ル
フ
ー
ル
の
ジ
ョ
ー
ク
だ
と
わ
か
っ

て
皆
で
笑
い
ま
し
た
。

も
う
一
つ
の
よ
く
覚
え
て
い
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
は
、
私
の
父
に
よ
る
も
の
で
す
。

私
の
家
に
は
ガ
レ
ー
ジ
が
あ
り
、
家
族

の
そ
れ
ぞ
れ
の
車
が
置
い
て
あ
り
ま
し

た
。
３
月
３
１
日
の
夜
、
父
は
私
の
祖

父
を
驚
か
せ
よ
う
と
し
て
、
祖
父
の
車

の
鍵
を
こ
っ
そ
り
取
っ
て
車
を
動
か
し
、

隣
の
家
の
ガ
レ
ー
ジ
に
駐
車
し
ま
し
た
。

次
の
日
（
４
月
１
日
）
の
朝
、
祖
父
が

車
に
乗
ろ
う
と
ガ
レ
ー
ジ
に
行
く
と
当

然
車
が
見
当
た
ら
ず
、
車
が
盗
ま
れ
た

と
思
い
慌
て
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
す
ぐ
に
父
が
エ
イ
プ
リ
ル
フ
ー
ル

の
ジ
ョ
ー
ク
だ
と
ネ
タ
ば
ら
し
を
し
て
、

こ
の
巧
み
な
い
た
ず
ら
に
つ
い
て
２
人

で
笑
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
今
ま
で
４
月
１
日
に
、
エ

イ
プ
リ
ル
フ
ー
ル
の
ジ
ョ
ー
ク
や
い
た

ず
ら
を
誰
か
に
し
た
こ
と
、
も
し
く
は

さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
も
し
よ

ろ
し
け
れ
ば
、
今
度
イ
ベ
ン
ト
等
で
お

会
い
し
た
時
に
教
え
て
く
れ
た
ら
嬉
し

い
で
す
。
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

■人口と世帯（3月１日現在）
　　人口／60,104人（+5）、男性／29,916人（-2）、女性／30,188人（+7）、世帯数／22,947世帯（+35）

国
際
交
流
員
マ
シ
ア
ス
の
コ
ラ
ム

　

エ
イ
プ
リ
ル
フ
ー
ル

国
際
交
流
員
イ
ベ
ン
ト
第
16
回

「
マ
シ
ア
ス
の
町
遊
び
」

M
ovie Tim

e! 

「
飛
ぶ
教
室
」

　

今
回
の
国
際
交
流
員
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

ド
イ
ツ
に
関
す
る
映
画
の
鑑
賞
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

ご
覧
い
た
だ
く
映
画
は
「
飛
ぶ
教
室
」

と
い
う
ド
イ
ツ
の
有
名
な
作
家
で
あ
る

エ
ー
リ
ッ
ク
・
ケ
ス
ト
ナ
ー
の
児
童
文
学

を
映
画
化
し
た
も
の
で
す
。
元
気
を
も
ら

え
る
楽
し
い
お
話
で
す
よ
！

　

鑑
賞
後
に
は
、
皆
さ
ん
の
意
見
や
感
想

を
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ド
イ
ツ

や
映
画
に
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
日
時　

４
月
28
日
㈭

　
　
　

午
後
５
時
30
分
〜
８
時
30
分

■
場
所　

国
分
寺
公
民
館　

視
聴
覚
室

■
定
員　

50
名

■
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み

　

不
要
。
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
（
市
民
協
働
推
進
課
内
）

　

☎（
40
）５
５
８
５

在
住
外
国
人
向
け
日
本
語
教
室

の
ご
案
内

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
日
本

に
住
ん
で
い
る
外
国
人
の
方
を
対
象
と

し
た
日
本
語
教
室
を
開
い
て
お
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
日
本
語
を
教
え

て
い
ま
す
。
教
え
る
日
本
語
は
、
平
仮

名
か
ら
日
常
会
話
、
日
本
語
検
定
試
験

に
向
け
た
も
の
な
ど
、
外
国
人
の
方
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
ま
す
。

　

も
し
皆
さ
ま
の
周
り
で
日
本
語
を
学

び
た
い
と
考
え
て
い
る
外
国
人
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
日
本
語
教
室

を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

■
日
時
・
場
所

《
毎
週
土
曜
日
》

・
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
：
グ
リ
ー
ン

　

タ
ウ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
午
後
7
時
〜
8
時
30
分
：
グ
リ
ー
ン

　

タ
ウ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
午
後
7
時
〜
8
時
30
分
：
石
橋
公
民
館

《
毎
週
日
曜
日
》

・
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
：
グ
リ
ー
ン

　

タ
ウ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
午
後
3
時
〜
4
時
30
分
：
石
橋
公
民
館

※
石
橋
公
民
館
は
第
３
日
曜
日
休
講

■
受
講
料

　

受
講
料
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、
受

講
者
に
は
、
下
野
市
国
際
交
流
協
会
の

会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
（
年
会

費
１
，０
０
０
円
）。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
市
民
協
働
推
進
課
内
）

　

☎（
40
）５
５
８
５

［
 広
報
し
も
つ
け
 ]
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